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　わたしの名は姫ひめ神かみリゼル。今年で七歳になる。

　姫神家は侯爵家で、魔界で非常に強い力を持っている。しかし、問題が一つある。

　それは、姫神家が魔王大戦において、代々『恋人ラバーズ』のアルカナを受け継ぐという運命を負っていることだ。

　前々回は今から六十年前。その時『恋人ラバーズ』は早々に敗退し、姫神家も多くの領地を失い、財政的にかなり傾いたそうだ。一時は侯爵の爵位も手放す寸前まで行ったが、先代当主が上手うまく立ち回ったおかげで、失うものを最低限に止とどめることが出来た。

　それでも、姫神家の過去数百年の歴史は、衰退の歴史だ。名家であることに変わりはなく、ステイタスもあるが、それでも昔に比べれば影響力は明らかに下がっている。

　そして前回は十年前。つまりわたしの生まれる三年前の話だ。その時はまともに勝負に加わる事すら出来なかったらしい。

　しかし現魔王は変わり者で、負けた魔王候補やその眷けん属ぞくたちに、何らペナルティを科さなかったそうだ。生き残った魔王候補たちすらも、特に処分しなかった。

　そんなわけで、わたしは何不自由なく暮らし、高等教育も受けている。

　しかし、次はどうなるか分からない。

　次の魔王候補は、わたしだと言われている。勿もち論ろん、わたしもそう思う。

　自分で言うのも何だが、わたしは天才だ。

　どんな家庭教師を連れて来られても、数日で飽きる。すぐに学ぶことがなくなってしまうのだ。大人たちはわたしを褒めそやすが、そんな大人たちが、わたしにはひどく愚鈍に思えてしまう。

　子供ゆえにまだ魔力そのものは強くない。しかし、それも時間の問題。わたしは魔界で最強の一人になるだろう。

　とはいえ、いくらわたしでも『恋人ラバーズ』の魔王候補として、魔王大戦を勝ち抜くことは不可能だ。しかし、幸い魔王大戦は十年前に開催されたばかり。

　現魔王もまだ若い。わたしの世代では、魔王大戦はない──そう思われていた。

　だが、現魔王──岩がん洞どうバルバトスはそう遠くない未来に、魔王大戦を画策しているという噂が持ち上がった。

　それはわたしにとって非常に困ったことだった。

　わたしの実力がどれだけ高くとも、『恋人ラバーズ』のアルカナでは勝ち目がない。

　なんという不幸だろうか。

　もしも姫神家が他のアルカナを継ぐ家であれば、何の憂いもないのに。

　不公平だ。

　自分は貧乏くじを引かされた。そう思う。

　他の魔王候補の眷属へ鞍くら替がえすることも出来るが、そうなると立場は弱くなる。貴族としての格も落ちる。しかし、このまま負け続ければ、もっとひどいことになる。

　ならばここで損切りをした方が良いかも知れない。

　しかしなぜ有能な自分が、生まれのせいで無能な奴の下に付かねばならないのか。

　理不尽だ。

　わたしは現魔王の岩洞バルバトスに不満をぶつけた。

　たまたま優秀な子供を表彰する式典があった。いつもは欠席する現魔王が珍しく出席していた。だからわたしは褒美として魔王との面会を願い出た。

　願いは叶かない、わたしは魔王、岩洞バルバトスと二人きりで話す機会を得た。

　そこでわたしは頼んだのだ──魔王大戦は開かないで欲しいと。

　するとどこか飄ひよう々ひようとして、おおよそ魔王らしくないバルバトスは、申し訳なさそうな笑みを浮かべて、わたしにこっそりと告げた。

「悪いなあ。十年後──ちょうど君が魔王学園に通っているタイミングが最有力なんだ」

　わたしは愕がく然ぜんとした。
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　最悪すぎる。

　そこでわたしは説得を試みた。いかに現魔王が素晴らしいか。今の治世が最高であると、幼いゆえの素朴さと純真さを装い、それでいて鋭い視点を含ませながら。

　それを聞いた魔王は、それまでとは違う笑みを浮かべた。

「この俺を操ろうとか──末楽しみなお嬢ちゃんだなぁ、え？」

　背筋が一気に冷えた。

　お気楽に見えて、仮にも魔王大戦を勝ち抜いた男なのだ。名だたる怪物たちをその力で屠ほふり、頂点を極めた魔族。

　わたしは初めて、大人に恐怖を覚えた。

「いいか、優秀なお嬢ちゃん。お前さんは『恋人ラバーズ』が最弱のアルカナだと思ってる。そうだろ？」

　当然だ。それ以外の解釈があるはずがない。

「それは間違いだ。魔王のアルカナにあるのは個性であって、序列じゃない」

　そんな言葉、信じられない。実際に、過去のデータでは魔王のアルカナには明確な強弱があることを示している。

「それは、今まで『恋人ラバーズ』の使い方を見つけた奴がいないってことだ」

　バルバトスはそう言った。だからわたしは尋ねた。それはどうやって見つければ良いのかと。

「それは俺にも分からん。だが、そもそも『恋人ラバーズ』のアルカナが示す愛という概念は、魔族にはそぐわない。それは人間と相性のいい感情だ」

　……人間。

「だから、『恋人ラバーズ』の力を引き出したければ、人間と交わる必要がある。俺はそう思うがね。だが判断するのはお嬢ちゃんだ」

　そうして面会は終わった。

　わたしはそれから考えた。考えて、考えて、考え抜いた。

　そしてわたしは──一人で人間界へ行くことにした。
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　夏祭りの夜、俺たちに襲いかかってきた『力ストレングス』の山さん王のう力りき丸まると『正義ジヤステイス』の山王正せい義ぎ。

　二人の魔王候補と眷属たちとの熾し烈れつな戦いの末、俺たちはからくも力丸を倒すことに成功した。

　その後、復ふく讐しゆうに燃える正義をリゼル先輩が追い詰めた。しかし、あと一歩──というところで、邪魔が入る。

　期せずして、俺たちはロストたちの同盟と向き合うことになった。




『死神デス』浄じよう土どヶが浜はまロスト。

『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』下しも鹿か妻づまりんね。

『太陽サン』サンサ・サマーズ。

『吊された男ハングドマン』早はや池ち峰ね夜よ鷹たか。

『正義ジヤステイス』山王正義。




　──対するは、




『戦車チヤリオツト』ネイト・カルナック。

『世界ワールド』アスピーテ・ライン。

『審判ジヤツジメント』好こう摩まルキ。

　そしてこの俺、『恋人ラバーズ』の盛もり岡おか雄ゆう斗とと、そのカードであるリゼル先輩、雅みやび、れいな。

　だが──今、全員の耳目を集めているのは、その誰でもない。

　耳と尻しつ尾ぽを生やした下級魔族のポラン。

　うるんだ瞳ひとみでロストを見つめ、感極まった声でつぶやいた。

「ロストにいちゃん……」

　──にいちゃん？

　一体、どういうことだ？

　ポランを見つめるロストの顔も、まるで別人のようだった。それは年相応の少年のような顔。いつもの貼り付けたような笑顔ではなく、戸惑いや懐かしさ、胸の内に渦巻いているであろう感情が素直に表れている。

　だが、それも一瞬のこと。

　ロストはフードの端を引いて、目深に被かぶって顔を隠す。

「……お前の知っているロストはもう死んだ」

「え……」

　すがり付くようなポランの視線を振り切り、ロストは背を向ける。

　戸惑っているのは、ポランや俺たちだけじゃない。ロスト側に付いている魔王候補たちも、驚いたような顔でロストを見つめている。

　その全てを、ロストは無視した。

「……今の状況は僕らの望む舞台じゃない。こちらの損害が増えても困るからね。改めて、また殺しに来るよ」

　その背中を思わず呼び止めた。

「ま……待てよロスト！　お前は一体──」

　しかし次の瞬間、ロストの姿が消えた。その後を追うようにりんねも姿を消す。

　既に戦いの空気は消え失うせた。

『太陽サン』のサンサも肩をすくめる。

「あーあ、白けちゃったー。なーに？　急に盛り下がっちゃって……ほら、正義。私たちも帰りましょ」

　しかし地面に倒れた正義は意識を失っているようだ。サンサは溜ため息を吐くと、正義の体を引き起こす。

「やれやれだわ。私は面倒を見てもらう側なんだからね……」

　転移魔法の魔法陣が足下に広がった瞬間、二人の姿が消えた。

　残ったのは『吊された男ハングドマン』の早池峰夜鷹ただ一人。

　夜鷹は艶つやっぽい微笑みを口元にたたえ、リゼル先輩と睨にらみ合っている。

　体を包むボンデージファッションが、見事なボディラインを見せつけていた。露出度はほとんどないのに、まるで全裸でそこにいるかのようだ。腕を組むと、形のいい胸が上を向く。

「まあ……今日はこのくらいにしておきましょうか」

　そう告げた夜鷹に、リゼル先輩は挑発的な微笑みを浮かべた。

「そう？　私はこのまま、あなたの息の根を止めてもいいんだけど」

「自分が有利だとみると、人を小馬鹿にして挑発するその態度……攻め方といい、相変わらずゲスいですわね。どれだけ綺き麗れい事ごとを言って上品ぶっていても、あなたの本質は変わりませんわ」

「戦いは相手の嫌がることをするものでしょ」

「そう、その通りですわ。だからあなたも本性を現して、悪魔らしく振る舞いなさい。妙に人間ぶるのは、気持ち悪いですわ」

「時間と共に考え方は変わるものよ」

「そうですの？　わたくしには、ある日突然変わったように思えますわ。子供の頃……リゼルが姿を消したときから……」

「……」

「あのとき、一体何があったのですの？　とても興味がありますわ」

　突然──リゼル先輩の手に固有魔法の弓『弓婚破弾キユーピツト』が出現した。

「夜鷹、やはりここで勝負を決しましょう」

　そして矢をつがえようとしたとき──

「お戻りください。夜鷹さま」

　夜鷹の後ろに、一人の少女が現れた。

　日本人形に赤いボンデージを着せたような少女──あれは確か、『吊された男ハングドマン』のエース綾あや織おり女郎いらつめ。

「もう……綾織ったら、無粋なのですから」

「何と言われようと、これだけは譲れません」

　はあ、と夜鷹が溜め息を吐くと同時に、殺気が吹き消すように消えた。夜鷹とリゼル先輩の間にある空気が、学園の廊下で立ち話をしているようなものに変わる。

「昔のあなたは切れ味の鋭い刃物のようでしたわ。冷たく、美しく、吸い寄せられるように近付くと斬られる……不満と怒りを叩たたき付ける先を常に探している。だからわたくしは、あなたのことが気に入っていたのに」

「あなたが、私を……？　そんなことが刹せつ那なにでもあったとは驚きだわ」

「あら？　わたくしはずっと好きでしたわ。だから縛って、拘束して、あらゆる責め苦と快楽を、あなたにプレゼントしたいと思ってますの」

　上品にコートの裾すそをつまんで腰をわずかに下げる。貴婦人のような挨あい拶さつをすると、夜鷹の足下に『空間転移トランザート』の魔法陣が浮かび上がる。その魔法陣が綾織の足下にまで広がると、二人は姿を消した。

　そうしてロストの一味は全員いなくなった。一気に緊張の糸が切れる。

「終わった……ひとまずは、だけど」

　うっかりすると、その場にへたり込みそうだった。

「みんな……ありがとう。特に、ルキ、アスピーテ、来てくれて本当に助かった。改めて礼を言うよ」

　ルキはにぱっと笑うと、俺の腕に抱きついた。

「水くさいなー。ボクとユートくんの仲じゃない！」

　いや、どんな仲だよ？

　女性陣の興味津々という視線がつらい。

「おい、盛岡雄斗」

　アスピーテが不機嫌そうな顔で、俺を睨んでいた。

「ありがとな、アスピーテ。マジで助かったぜ」

　一時期は本当に憎らしく思った相手だが、今では友情のようなものすら感じる。こいつがどう思っているかは分からないけど。

　でも、もしかしたら、背中を預けられる相手になるのかも──そんな期待がある。

「あのな、アスピーテ。俺はお前を──」

「待て」

　そう言ってアスピーテは俺の腕にぶらさがるルキを一いち瞥べつし、一歩後ろへ下がった。

「言っておくが……俺にはそういう趣味はないぞ」

「俺にもねえよ!!」




　　　　◇　◇　◇




　ロストたちが姿を消し、ひとまず脅威は去った。

　しかし、ロストとポランの関係など含め、不明な点も多い。そのことについて、詳しくポランに話を聞いておきたい。それに、アスピーテやルキと一時的に手を組むにしても、打合せが必要だ。

　そこで、誰の縄張りでもなく、且つ大人数が入れる場所ということで──

「今日ここで～あなたとめぐり逢あえたなら～わたしきっと～♪」

　マイクを握った雅が、気持ちよさそうに歌い上げる。

　れいなとルキは笑顔で手拍子。リゼル先輩は、そんな騒ぎなど耳に入らないかのように、静かにアイスコーヒーのストローに口を付けている。

「さー次はボクの番だね！」

　雅が歌い終わると、ルキは意気揚々とマイクを受け取る。前に出ると、スカートの裾をひるがえしてアイドルソングのイントロに合わせて腰を振る。そして歌い出し。

「ドキンドキン、わくわく、きゅんきゅんハート♥　このアザトカワイさは～あなただけのものなの～♫」

　うわ、マジでうめえ！

　マイク片手にダンスしながら、天使のような歌声を響かせる。アイドルしゃくりにウインクを決める姿は、本物のアイドルにしか見えない。

「盛岡雄斗……もう少しマシな場所はなかったのか」

　隣でむすっとした顔で腕を組んでいるのはアスピーテ。

「なんか悪い。一応、個室だからと思ったんだけど……」

　ここは街の繁華街にあるカラオケボックス。

　うちからもそう遠くないし、大勢入れるしでいいかなと思ったのだが……まさか部屋へ入ってすぐにカラオケ大会が始まるとは思わなかった。

　まずは一番に話を聞きたいポランはといえば……ネイトの横でうつむいている。せっかく頼んだスイーツにも手がつけられていない。

　ルキがかわいいポーズをキメて、歌い終わる。

　次の曲のタイトルが表示されると、なんとリゼル先輩がマイクに手を伸ばした。すかさず雅が茶々を入れる。

「おっ！　センパイの歌聞くの初めて～ひゅーひゅーっ!!」

　リゼル先輩は大きく息を吐くと、リモコンの停止ボタンを押した。

「あれ？」

　拍子抜けしたように、雅が先輩を見つめた。

「雅、休憩はこれでおしまいよ。さ、相談をしましょう」

　そう宣言すると、ちらりと俺を見つめる。

　……なんか、すみません。

「えっと……ポラン。さっきのロストとのやり取りなんだが……」

　そう俺が切り出すと、ポランの体が微かすかに揺れた。

　心配そうな顔で、ネイトがポランの肩を抱く。

「ユートくん、今はまだ……」

　保護者であるネイトから待ったがかけられると、それ以上は訊ききづらい。やはりポランから話を聞くのは日を改めるか……と思いかけたとき、ポランは首を横に振った。

「大丈夫……お話ししないと、いけないわん」

　ポランは少しだけ顔を上げると、ぽつりぽつりと過去のことを話し出した。

「ロスト兄ちゃんは、ポランたちと一緒の村で暮らしてたわん。強くて、優しくて、いつもみんなのことを守ってくれていたわん」

　確か、前にポランが言っていた優しい兄貴分──それがロストだったのか。

「でも、領主さまの税金の取り立てが厳しかったわん。それで森に入って、野草を採ったり、狩りをしたりするけど……とても危険だわん。怖い魔物がいっぱいいて、友達が何人も死んじゃったわん。ロスト兄ちゃんは、もっと強かったら……って悔しがってたわん」

「確か、どこかの貴族がやって来て、強くしてやるって言って希望者をつのった……だったよな？」

「そうだわん。ポランたち混血魔族は、元々融合した魔物以上の力は出せないわん。だから強くなるには、他の魔物の血を取り入れないとダメなんだわん」

　その話を聞いて、リゼル先輩は眉まゆを寄せた。

「危険な賭かけだわ。そんなことをしても、まず成功することはないのに」

「でも、その貴族は、新しい魔術を開発したから、危険じゃなくなったって……」

　リゼル先輩は、ますます険しい顔になった。

「そんな話は聞いたことがないわね……」

「でもでも、失敗もあるけど、ほとんど成功するって言ってたわん。だからロスト兄ちゃんは……」

「その貴族に付いて行ったのね……」

　ポランは、こくりとうなずく。

「でも何ヶ月経っても、一人も戻ってこないわん。しばらくして、領主さまからお話があったわん。遠くの街で、虐殺と略奪があったって……その犯人が、ロスト兄ちゃんたちだって……」

　ポランの目に涙が浮かんだ。

「でも、そんなの絶対にウソわん！　あの優しくて、カッコいいロスト兄ちゃんがそんなことするわけないわん!!」

「…………」

　何と言って良いか分からなかった。

　今の『死神デス』──浄土ヶ浜ロストからすると、虐殺も略奪も、しないとは言い切れない。ポランの記憶の中にあるロスト兄ちゃんとは、かけ離れた存在にも思える。

　カラオケルームにしばし静寂が流れた。

「……ねえ、ユートくん。ボク気になることがあるんだけど」

　ルキがクリームソーダのストローを回しながら、首をかしげた。

「ん？　何が？」

「ロストがいつも被かぶっているフードって……取ったところって、見たことある？」

　……ない。

　そういうファッションだと思っていた。しかし──

「ボクは今の話を聞いて、あの下には見られたくないものがあるんじゃないかなって、思ったんだー」

　俺はポランの頭に生えている、犬のような耳を見つめた。

「そうか……あれは耳を隠すため……」

　そのときアスピーテが、焦じれったそうに口を挟んだ。

「おい、ポランといったな？　貴様の村はどこにある？」

　威圧するようなまなざしに、ポランは震え上がった。隣のネイトが雛ひなを守る親鳥のようにポランを抱きしめ、代わりに答えた。

「正確な場所は分からないけど……ポランたちの話から推測すると、シュバレーゼの辺りみたい」

「随分と辺へん鄙ぴな……いや、待て。シュバレーゼ？」

　アスピーテは腕を組むと、思案するように上を向いた。

「どうかしたのか？　アスピーテ」

　少し間を置いてから、アスピーテは腰を上げる。

「少し気になることがある」

　とだけ言うと、出口へ向かった。

「え？　お、おい──」

　俺がうろたえていると、リゼル先輩が声をかけた。

「アスピーテ」

　扉を開けたアスピーテが足を止める。

「くれぐれも油断しないで」

「……ふん。俺のことより、貴様の主人のことを心配しろ。奴らはまた来るぞ」

　そう言い残して、部屋を出ていった。

　アスピーテの奴、何をするつもりなんだ？　無む茶ちやをしなければいいんだが……。

　そんな俺の気持ちを察したように、リゼル先輩が声をかけてくれる。

「仮にも『世界ワールド』の魔王候補よ。心配には及ばないわ」

　まあ……そうだよな。

「それよりも、これからの予定よ。休養期間……といっても実戦が入っちゃったけど、予定通り特訓の後半戦を再開するわ」

「ええっ!?　でもでも、こんな状況ですけど……？」

　びっくりしたように、れいなが聞き返す。

「こんな状況だからこそよ。ユートの……『恋人ラバーズ』に隠された固有魔法を解放する必要があるわ」

　不思議そうな顔で、ルキが小首をかしげる。

「隠された……固有魔法？」

「そのためには、ユートの更なる魔力の上限値アップ。そして限界を突破する必要がある。だからネイトにも手伝ってもらうわ」

　ネイトは、きゅっと眉を寄せると、力強くうなずいた。

「うん、まかせて。あたしはもう……『恋人ラバーズ』のカードなんだから」

　その言葉に、ルキは目を丸くした。

「そうなの!?」

「う、うん……そうなの」

　頬を染めて、恥ずかしそうにうつむくネイトに、ルキは口を開けたまま、ほえーと声を漏らした。

「あ、あのね、あたしじゃ魔王大戦に勝ち残れないかなって思って……ユートくんは信頼出来るし、あたしの望みを叶かなえてくれるから、それで契約を結んだの。それに、あたしの魔力をユートくんに分けてあげるとユートくんが強くなって、逆にユートくんの魔力をもらうと、あたしの力が強くなるって分かったの。だから……」

　言い訳するように、ネイトは説明をした。

「へええ～!!　それはすごいね……魔王候補が他の魔王候補のカードになるなんて、前代未聞じゃないかな……ってゆーか、出来るんだね……そんなの」

　何度も唸うなって感心するルキ。

「ボクもしてみたいなあ……お互いに魔力をあげるの」

　ルキと……『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』を!?

「い、いや……男同士だと問題があってだな……色々と」

　思わず俺の顔が引きつった。
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　高級ホテルのスイートルーム。

　一つのバスルームに、二人の女が入っていた。一人がバスチェアに腰を下ろし、もう一人はかしずくようにして、その体を洗っている。

　主人である早池峰夜鷹の入浴を世話するのは、綾織女郎の仕事の一つだ。

　泡立てたボディソープを、きめ細かい夜鷹の肌に広げてゆく。やさしく、円を描くようにして、肌に負担をかけない洗い方を心がける。そして、微かに触れるような優しいタッチで、胸に触れる。

「ん……」

　たまに聞こえる官能的な響きに、綾織は仕事を忘れて夢中になってしまう。ボディラインを確認するように泡を体に馴な染じませ、さらにお尻しりや足の間も念入りに洗ってゆく。

「はぁ……あぅん♥」

　綾織は代々早池峰侯爵家に仕えてきた。幼い頃から、夜鷹の遊び相手として、忠実な僕しもべとして生きてきた。

　この宝石のような美しい肢体を洗うことが出来る権利──それは綾織にとっては誇りであり、決して他人に渡したくない権限だった。

　温かいためか、快楽のせいか、上気した顔で夜鷹が訊いた。

「ねぇ綾織、先程のロストの態度……どう思いまして？」

「はい。いささか奇妙な振る舞いだったかと」

「そうですわね。あの混血魔族と何らかの接点があるようでしたわ」

「汚らわしいことです。となれば、あのロストという男……奴もまた混血魔族である可能性がございます」

「でも……あの男は『死神デス』のアルカナを持っていますわ。混血魔族にそれは無理なのではなくて？」

　綾織はシャワーから出るお湯の温度を手で確認してから、夜鷹の肩から胸元に向ける。そのタイミングで、夜鷹はバスチェアから腰を上げた。

　美しい体が余すところなく、綾織の目に飛び込んでくる。わずかに素肌を隠す泡も、自分が手にしたシャワーによって姿を消すことだろう。

　毎日のことではあるが、綾織は胸が躍った。そんな心を隠して、淡々と答える。

「混血魔族だからといって、魔王候補ではないとは言い切れません。なにせ『恋人ラバーズ』のアルカナは人間である盛岡雄斗が所有しているのですから」

「そうですわね……」

　お湯が泡を溶かし、夜鷹の大きな胸を流れ落ちる。その流れは体中を這はい回り、引き締まったお腹を舐なめるように進む。

　白磁のような肌の上を、水滴が踊っている。綾織は、その眺めをいつまでも見ていられる気がした。

「それでは、ロストの正体を探ってみて」

「かしこまりました。もし貴族でなかった場合は、いかが致しましょう？」

「あの男が貴族でも、平民でも関係はないわ。いずれは殺す相手ですもの。今はまだ、利用価値があるというだけの話」

　綾織はシャワーのお湯を止めると、バスタオルを持って来て夜鷹の体の水滴を吸い取り始める。

「わたくしが心を込めて殺すのは、姫ひめ神かみリゼルただ一人。他は全て作業ですわ。どの駒をどのタイミングで落とすか……ゲームの進め方は臨機応変に行きましょう？」

「承知致しました」

　夜鷹はそう言い残すと、バスタオル一枚片手にバスルームを出る。

　その後ろ姿、揺れるお尻を堪たん能のうしてから、綾織もバスルームを出た。とりあえず一いつ旦たん魔界へ戻ろう。

　浄土ヶ浜ロストの過去を探るために。
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　夜鷹は全裸でバスルームを出ると、そのまま廊下を颯さつ爽そうと歩く。

　手にしたバスタオルを広げると、歩きながら体に巻いた。

　今頃は、リビングで他の連中が今日の反省会をしているはず……話がどう展開していることやら。

　夜鷹はすっきりした笑顔で、リビングの扉を開ける。

「みなさん。お待たせしましたわ」

　リビングには険悪な空気が漂っていた。『太陽サン』のサンサが、じろりと夜鷹を睨にらむ。

「……よくこのタイミングでフロに入れるわねぇ」

　そんな嫌いや味みを微笑みで受け流し、夜鷹は白い革のソファに腰を下ろす。

「ごめんなさいね。体が汚れていると、どうにも落ち着かなくて……それで、話はまとまりましたの？」

　そう尋ねながら、部屋を見回す。

　床から天井までの大きなガラス窓。その前にロストが佇たたずんでいる。

　その後ろ、三歩ほど離れて『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』の下鹿妻りんねが、少し警戒するように、こちらを見つめている。

　向かい側のロングソファでは、サンサが横になっていた。

　そして、『正義ジヤステイス』の山王正義は──

　すぐには気付かなかった。廊下の扉近くで、床に座り込んでいた。その姿勢は、糸の切れた操り人形を思わせた。顔は、悲しみも怒りもない。ただ無気力。

　──正義は、もう終わりかも知れませんわね。

　夜鷹がそう思った瞬間、屍しかばねのような正義から声がした。

「なぜ……姉様が死んだ」

「姉様？」

　この姉妹は仲なか違たがいが激しかったはず。それなのに姉様とは……？

　他の面子を見回すと、サンサが首を横に振った。

「言っとくけど、私に訊きかないでよ」

　察するに、姉妹ゲンカはフェイクだった、ということか。或あるいは嫌いだったが、いざ居なくなると喪失感を覚えたか？

　憎らしくも愛いとおしい。愛憎入り混じった存在というのは、夜鷹にも分かる気がした。

　姫神リゼル。

　幼い頃からライバルだった。何度もいじめ抜く妄想をした。縛り上げ、鞭むち打うち、考えつく限りの恥辱と苦痛を与える。そんなことを想像し、何度絶頂を迎えたことだろう。

　一番憎らしいはずのリゼルが一番興奮する。

　これは愛かも知れない。

　そう考えるだけで、ぞくぞくと体が震える。バスタオルを巻いた足の間から、蜜みつが漏れそうな気がしてくる。

　あやうく甘い吐息を漏らしそうになった瞬間、ゆらりと正義が立ち上がった。

「我は……奴を殺す」

　ロストは窓の外を見つめたまま、返事をした。

「どうぞご自由に」

　その声も聞こえているのかどうか怪しい。正義は幽鬼のような顔で、部屋を出て行こうとして──足を止めた。

「貴様……何者だ？」

　ロストはきょとんとした様子で首をかしげる。

「ショックで記憶も吹っ飛んじゃった？　それとも認知能力が落ちてるのかな？　僕は『死神デス』の魔王候補、浄土ヶ浜ロストだよ」

「……我が調べたところ、『死神デス』の魔王候補は貴様ではない。『死神デス』のアルカナはゴルゴダ家に受け継がれてきた。他の貴族と接点がなく、今回の魔王大戦にも名乗りを上げていなかったが……恐らくは次期当主である、モルス・ゴルゴダという生徒が『死神デス』のアルカナの所有者とみるのが正しい」

　──ゴルゴダ子爵家。

　確か、辺境に住む、変わり者の貴族だったはず。後で綾織に情報を送らなければ──と、夜鷹は表情を変えずに考えていた。

「その一族がまるごと行方不明だ。そして貴様が現れた……貴様、何者だ？」

　血走った瞳ひとみがロストを捉とらえる。

　しかしロストは柔らかい笑みを浮かべたまま、落ち着いていた。

「それって、そんなに重要な事かな？」

「……何だと？」

「だって、この同盟は仮初めのもの。いずれは殺し合うことになるし、僕を殺すつもりなんでしょ？　だったら僕がモルス・ゴルゴダであっても、そうじゃなくても、関係ないじゃない。殺してしまえば一緒だよ」

　それに、と付け加えて、ロストは懐から『死神デス』のアルカナを出した。

「『死神デス』のアルカナが僕の手の中にあるのは、事実だ」

　確かにそうだ。夜鷹は疑念を抱きながらも、認めざるを得ない。

　魔王のアルカナは、それを持つ資格がなければ手にすることは出来ない。

　しかし、だからこそ──この男は謎なのだ。疑わしく、不気味で怪しい。

　目の下が黒ずんだ憔しよう悴すいした顔で、正義が歪ゆがんだ笑みを浮かべる。

「我をたばかるような相手を信用しろと？」

「それはお互い様でしょ？　キミだって、お姉さんと仲違いしているフリをして、裏で通じてたじゃない」

「…………」

　正義の顔から笑みが消え、殺気が放たれる。

　部屋の中に、殺し合いが始まりそうな空気が満ちた。

　しかし、正義は背を向けると、おぼつかない足取りで部屋を出て行く。音を立てて閉まった扉を見つめ、サンサが尋ねた。

「……ねえ。ホントにいいの？　行っちゃったわよ？」

　ロストは肩をすくめて答える。

「あれじゃ止めようがないよ」

「まあ……確かに、まともに話も出来ないか。聞く耳持たないってカンジだし」

「彼女は彼女で勝手に『恋人ラバーズ』を付け狙うだろうね。善戦を期待するよ」

　既に正義は自分たちとは関係のない存在──そんな空気感だった。

　夜鷹は話が途切れたタイミングで、ソファから腰を上げた。

「少し冷えてきましたわ。着替えて来ますわね」

　隣の部屋へ移動する夜鷹を見送り、サンサは「ほんっとマイペースね」とうんざりしたように言った。

　夜鷹は、隣の部屋に脱ぎ散らかしてあったボンデージ衣装を身に着けながら、大きめの声を出した。

「それで次はどうしますの？　わたくしは早くリゼルをいじめたいのですけど」

「マイペースの上に変態なんだから……」

　顔をしかめてサンサが体を起こす。

「ねえロスト、ちょっと人数減りすぎじゃない？　『塔タワー』のマリオス、『月ムーン』のルナティック、『力ストレングス』の力丸と、続けてやられちゃってるわよ？」

「マリオスと力丸は勝手に暴走した結果さ。ルナティックに関しては、どうしても『星スター』の星ほしガ丘おかステラを倒したいというサンサの希望を汲くんだ結果でしょ？」

「まあ、そうだけどさ……」

　サンサは難しい顔をする。

　──とはいえ、これだけの人数を集めて何の成果も得られていない。これでは同盟など何の意味も持たない。

　そろそろ潮時かも知れない──そうサンサが思い始めたとき、部屋のインターフォンが鳴った。

「一応、僕の方で戦力不足を補う手を打っておいたんだ」

　ロストは受話器を上げると、部屋に来るよう促す返事をした。

「へええ～抜け目がないわねぇ。今度は誰？」

　感心したように言いながらも、サンサの心は冷めかかっていた。

　自分としては、ステラを排除するための同盟だった。その新戦力が、そのために使えるかどうか……それが全てだ。

　扉を開けて、一人の男が入って来た。

　その姿を見て、サンサはてっきりカフェのケータリングサービスかと思った。

　カフェの店員のような、白いワイシャツに腰巻きの黒いエプロン。細身で長身。メガネをかけた顔は、やや神経質そうなイメージを抱かせた。

「やあ、これは皆さんお揃いで」

「あーそういえば、ガッコで会ったことあるよね？」

　思い出したようにサンサが言うと、その男は微笑みで応こたえた。

「私は『節制テンパランス』の魔王候補、水みず沢さわバランスと申します。魔王学園では三年Ａ組に所属しているので、すれ違ったことはあるかも知れませんね。改めて、以後お見知りおきを」

　挨あい拶さつをし終わったタイミングで、夜鷹がリビングに戻ってくる。その姿を見て、水沢はびっくりしたように「おう」と声を上げた。

「これはまた刺激的な……たまりませんね」

「そういうあなたも、いい声で鳴きそうね」

　すかさず夜鷹が切り返すと、サンサが冷やかすように間あいの手を入れた。

「相性良さそうじゃない。カップル成立!?　いーじゃん。水沢くんマゾっぽいし」

　水沢は、いやいやと首を振った。

「それはいささか度が過ぎていますね。高校生に見合った男女の付き合いというものがあります。何ごとも節度を持って行う──すなわち節制。これが大事です」

「なにーマジメかー？　まあ、呑のみなさいよ。食事もあるし」

　テーブルの上には、ルームサービスで頼んだ料理や酒が、所狭しと並んでいる。それらを一いち瞥べつして、水沢は手を横に振った。

「いえ結構です。今日の摂取カロリーを超えてしまいそうですので」

「ダイエットもしてんの？」

「そういうわけではありません。過ぎたるは及ばざるが如し。何ごとも適度な量が大事。私の一日の消費カロリーは三千キロカロリーです。それ以上でもそれ以下でも、あってはならないのです。それが節制──欲望を抑え、己を戒める。何ごとも、全てにおいて、節度を持った行動を取る。それこそが──節制」

　サンサは「面倒くさい男だな」と思い始めていた。

　しかし、自分の代わりに戦う男が必要だ。『月ムーン』の北きた上かみルナティックが倒されてから、まだその後あと釜がまを見つけられていない。

　当面はこの男でもいいか──とサンサは心の中で妥協した。

「ところで、私と同盟を組みたいというお話でしたよね？　『死神デス』」

　水沢は窓の側に立つロストに目を向けた。

「うん。キミにとっても悪い話じゃないと思うんだ」

　水沢は部屋をぐるりと見回すと、悩ましそうに顎あごに手を添えた。

「ひとつ、気になる点があります」

「何だろう？　出来るだけ不安を解消してあげたいとは思うけど」

「『星スター』はどちら側につきますか？」

　──『星スター』の星ガ丘ステラ。

　サンサは小さく舌打ちをした。

「なに？　ステラが何だっての？」

「何だ──とは意外ですね。当然、気にする点かと思いますが」

　水沢はここにいる面子、ロスト、りんね、夜鷹、サンサを見回した。

「こちらにいる四名に『正義ジヤステイス』と私が加われば、十分勝ち目はあるでしょう。しかし、『星スター』がどちらにつくかで逆転します」

　夜鷹が面倒臭そうに口を挟む。

「──で、結局のところ、どちらにつくんですの？」

　水沢は人差し指をぴんと立て、唇にぴたりと当てる。

「彼女がどちらにつくかで、戦況は大きく変わります。あちらには姫神リゼル、夕ゆう顔がお瀬ぜ雅、小こ岩いわ井いれいなといった強力なカードの他に、『戦車チヤリオツト』『世界ワールド』『審判ジヤツジメント』までついているとか。そこへ『星スター』が加わるとなると……必ずしも、こちら側が有利とは言い切れません。逆に、もしこちら側につくのであれば、こちらの有利は確定──」

「それ無理」

　サンサが即座に否定した。

「アイツは一度殺やり損なってるし。でも『恋人ラバーズ』側についたわけでもない。多分、アイツは誰とも組まないよ」

「──だったら」

　ぽつりとロストがつぶやいた。

「そろそろ殺しちゃおうか」

「え……アンタ簡単に言うけどさ。前に一度失敗してるじゃん。どーすんの？」

「前回はキミたちのやり方を見せてもらっただけだからね。一応、僕なりのプランはあるよ」

　サンサは半信半疑でロストを見つめた。

　──この男は信用出来ない。

　しかし、底の知れない実力を秘めていることは間違いない。ここまで言い切るからには、何らかの勝算があるはず。

　私はステラを殺せれば、それでいい。

　昔からアイツは気に入らなかった。美人で、頭が良くて、何もかも完かん璧ぺきで、それでいて大勢から愛される。

　家族が何者かに殺される事件が起きたときも、同情はしなかった。むしろ、悲劇のヒロインという勲章を増やしたことに嫉しつ妬とした。

　アイツと私は、全てにおいて反対だ。

　銀の髪と金の髪。白い肌と褐色の肌。上品ぶって気取った性格と、明るくフレンドリーな性格。アイツは他人に魔力を貢がせ、光り輝く。私の『太陽サン』には、相手を太陽の光で輝かせ、魔法を強化する能力がある。

　私を崇あがめるのは実利的な理由からだけど、アイツを崇めるのは憧あこがれや心酔だ。

　私の方が優れているとか、スゴいとか、そんなことは関係ない。

　ただ単にムカつくのだ。腹が立つのだ。アイツの存在が。

「へえ～そんな良い案があるなら、最初から言ってよ」

　ニカッと笑ってソファから立ち上がる。

「ねえねえ、それってどんな内容なの？」

　甘えるような声を出しながらロストに近寄ろうとすると、壁際にいた女がさり気なく間に割り込んだ。

　──下鹿妻りんね。

　この女も得体が知れない。暗いし、無口だし、なに考えてるか分からない。

「なに？　私はロストに話があるんだけど」

「…………」

　この女の声を聞いたことがない。もしかして喋しやべれないのだろうか？

「りんね、大丈夫だよ。警戒しなくても」

　ロストがりんねの肩を、後ろから軽く叩たたく。

「彼女の眼中に僕はいないさ。そうでしょ？」

「そうねぇ……ステラ攻略のプラン次第ってとこかしら？」

「だったら失望はさせないと思うよ。彼女は縛られて、身動きできなくなる」

　縛るという言葉に、夜鷹が色めき立った。

「なんですの？　その素敵なお話」

　水沢は微笑みを浮かべると、手をぽんと叩いた。

「縛るというのは、あくまでものの喩たとえとして──あの星ガ丘ステラを倒せるというのなら、興味深いですね。もしそれが可能なら、私はこちら側につかせて頂きます」

「そう。それじゃ決まりだね。りんねも、その物騒なモノはしまって」

　りんねの右手には、いつの間にかカッターナイフが握られていた。

　素直にうなずくと、りんねはカッターの刃をしまう。

「それでいい。僕たちは仲間なんだからね」

　しかしその声は、どこか空虚だった。
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　夏休み中の魔王学園は閑散としている。まして夜なら、尚なお更さらのこと。

　月明かりが差し込む寂しげな廊下を、一人歩いている男がいた。

　その男はこの学園──いや、魔界全ての支配者。

　現魔王、岩がん洞どうバルバトスは、開催中である魔王大戦について思いを馳はせていた。

　──なかなか面白い展開になってきた。

　特に『恋人ラバーズ』と『死神デス』が、予定調和になりがちな魔王大戦に意外性をもたらしてくれている。

　無精髭ひげをたくわえた口元に、にやりと笑みが浮かぶ。

　やはり、魔王大戦を開催すると強い魔族が現れる。因果関係は不明だが、それは確かだ。

　明確な目標があると、生物はそこに向かって進化、進歩しようとするのだろうか。

　戦争がテクノロジーを発展させるように。過酷な環境に生物が適応しようとするように。魔王大戦は魔族を強くする。

　このままいけば、或あるいは──、

「……？」

　廊下の先に、何かがいる。

　圧力すら感じるほどの魔力だった。そして、気温が上昇しそうな熱気。空気を斬り裂くような殺気。

　この殺気には覚えがあった。二十年前にも、散々味わったものだった。

「何か用か？　『皇帝エンペラー』」

　遠くからでも分かる大きな肉体。まるで壁が迫るようにやって来る。かつて、岩洞が命をかけて戦った相手。そして、凱旋六王トライアンフの一人。

「岩洞、久しいな」

　二メートルの高さに光る蒼あおい眼光。短く刈り込んだ金色の髪。太い首は肩に向かってすそ野を広げている。その先の肩幅も広く、制服の上からでも、盛り上がった三角筋、分厚い胸板の大胸筋が良く分かる。

　窓から差し込む月明かりの中にやって来ると、その表情も明らかになる。

　大人びた顔は、その男が高校生の年齢ではないことを物語っていた。

「狼おいの森もりマルコシアス……本当に二期連続で『皇帝エンペラー』の魔王候補になるとはねえ」

「当然だ。そのために、俺は魔王学園に籍を残し続けてきた」

「わははは！　三十六にもなって高校生ってのも、なかなかアツいよな!!　けどたまには登校してくれないと、センセー困っちゃうぞ？」

　岩洞の茶ちや化かすような言葉に、マルコシアスは一切顔色を変えなかった。

「何だよマルコシアス。何か悩みでもあるのか？　だったら聞いてやってもいいぜ？　元同級生のよしみで」

「二十年前の屈辱は──未いまだに忘れられぬ」

　簡単に頭に血が上るような怒りでも、罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐くような怨うらみでもない。地層が積み上がるように沈殿し、強固に凝り固まった怨おん念ねん。それがマルコシアスの今を作り上げている。

「いっそとどめを刺され、煉れん獄ごくに送られた方がまだマシだった。戦闘不能にされながらも、生かされ、屈辱と恥辱を永遠に刻みつけられた……その後の、この俺の生き地獄。貴様に分かるか？」

「悪いな。全然わからん」

「……俺の生きる目的は、貴様を殺すことだけだ」

「おいおい、仮にも現魔王なんだけど？　いいのか？　そんな口きいちゃって」

　しかしマルコシアスは、岩洞の冷やかしを完全に無視した。

「その通りだ。貴様は魔王。だから迂う闊かつに手を出せぬ。だが今回の魔王大戦で勝利すれば話は別だ。前魔王と戦うことも可能となる」

「まー確かにな……」

「その機会を、たとえ百年であっても、俺は待つつもりでいた。それが望外の早さで訪れた、僥ぎよう倖こうと言うほかはない」

「だったら俺に感謝して欲しいもんだね。魔王大戦を開催したのは、この俺だ」

「ああ、だから解せぬ」

　マルコシアスは身構えた。その体から、魔力が黄金の炎となって噴き上がる。

「魔王大戦を勝ち抜き、手に入れた魔王の座。なぜそれを簡単に手放そうとする？」

　岩洞は唇を歪ゆがめて、苦笑いを浮かべる。

「ま、色々と思うところがあんだよ」

「何を企たくらんでいる、岩洞。事と次第によっては、この場で貴様を屠ほふる」

「この俺をか」

「今回の魔王大戦。参加している候補を全員確認したが、みな脆ぜい弱じやく。その上で言おう。貴様を殺せるのは俺様をおいて他にいない」

「ほお……言うねえ」

　岩洞の表情が変わった。普段のおちゃらけた様子は鳴りをひそめ、暴力への喜びが顔に広がる。

　岩洞の体から、青い炎が揺らめいた。

「二十年修行して、ちっとは強くなったかよ。マルコシアス」

「その身をもって知れ」

　次の瞬間、二つの炎が弾はじけた。

　直下型の地震と共に、耳をつんざく爆発音が轟とどろく。

　爆弾が炸さく裂れつしたような衝撃波が、校舎を吹き飛ばした。一瞬にして瓦が礫れきと化した校舎の破片が、放射状に飛んで行く。その一つ一つが爆弾となって、別の校舎を破壊し二次災害を引き起こした。

　破壊的な衝撃波を気持ち良さそうに受けながら、岩洞が笑う。

「おいおいマルコシアス！　年食って衰えたんじゃねえのか!?　そんなモンじゃ『皇帝エンペラー』の名が泣くぜ!!」

「相変わらず口の減らない男よ！　貴様こそ実戦から遠ざかり、腕が落ちたのではないか!?」

　双方の瞳ひとみが光る。

　非常識なまでの複雑な魔術式が二人の体の中で構築される。その体を莫ばく大だいな量の魔力が駆け巡る。並の魔族であればその負荷に耐えられず、脳が焼き切れ、全身の血管が破裂するだろう。

　それを二人は笑顔でこなす。

　そして辺りの空間を振動させるほどの魔術式が完成する。

　上級魔法すら比較にならない、あり得ない程の破壊力を込めた二つの魔法。

　二十年前の魔王大戦、そのクライマックスを彷ほう彿ふつとさせた。

　その二つがぶつかり合えば、恐るべきカタストロフィが訪れる。

「いくぞ岩洞ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「来いやぁあマルコシアスぁあああああああああああああああああああああ!!」

　激突──その刹せつ那な、

「!?」

「!!」

　何者かが、その間に割り込んだ。

　魔術式がリセットされ、魔力が一斉に消し飛ぶ。

　唸うなりを上げていた周囲の空間が、一瞬にして静けさに包まれた。

「二人とも、大人げないですよ」

　女だった。

　両手を交差させ、岩洞とマルコシアスの二人の必殺の魔法を拳こぶしでそれぞれ違う方向へ逸そらしている。

「あなた方二人の対決は、並の魔王候補の戦いとはスケールが違うのです。いかに魔王学園が強固な結界で守られているとはいえ、周囲にも影響が出ます。それに二学期が近いのですから、これ以上校舎を壊して何とします」
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「…………」

　テンションマックスで殺し合いをしている途中で、いきなり日常的な正論でぶん殴られたようだった。

「あー……そうだったな。つい、センセー興奮しちゃったよ！」

「ふん……水を差すようなことをしおって。相変わらず口うるさい女よ」

　顔をしかめるマルコシアスに、その女は穏やかな笑みを向けた。

「いけませんよ、狼森くん。そんな口の利き方は。それに岩洞くんも、今では校長先生なのですから。もっとしっかりしてもらわないと」

「ははは……」

　さすがの岩洞も、乾いた笑いを返すしかない。

　二十年前から、妙にマジメで分別くさいところは変わっていない。

　腰まである美しい青色の髪、そして神秘的な紫の瞳は、あの頃から変わっていない。しかし成熟した肢体は、清らかな雰囲気だけではない隠された妖よう艶えんさを宿している。

「相変わらずしっかりしてるな『女教皇プリーステス』」

「そういうあなたたちは、子供のままですね」

　笑顔でさらりとキツいことを言ってくる。

　それが『女教皇プリーステス』の魔王候補、アシュタルテ・フレミナール。やはり前回の魔王大戦を戦った、凱旋六王トライアンフの一人だ。

　岩洞とマルコシアスはお互い臨戦態勢を解いて、魔力も収めていた。岩洞は久々に見るかつての同級生の姿を、頭の先から足の先まで何度も見返した。

　アシュタルテの体を包む制服は、あのときのままの白いセーラー服。いかにも女子高生らしい制服である。

「アシュタルテ、お前……相変わらず、その制服なんだな」

「え……な、何かおかしいですか？」

　若く見えるとはいえ、三十六歳のセーラー服姿はちょっとの痛々しさ、そして背徳的な色気を醸し出していた。

「学園に来るのなら、やはり制服をと思ったのですが……」

「いや、おかしくないぞ。センセーはそーゆーの大好物だ」

「はあ？」

　意味が分からず、アシュタルテは首をかしげた。

「ま、確かに二学期早々、校舎の修繕で授業が出来ないのはマズいもんな！　つか、たまにはお前らも学園に来いよ。いいかげん在校生の資格を剥はく奪だつしちゃうぞ？」

　マルコシアスは返事をする代わりに、ギロリと岩洞を睨にらんだ。

　険けん呑のんな気配をなごませるように、アシュタルテは「まあまあ」と二人の間に割り込んだ。

「そんなことよりも、今夜私が学園に来たのは、岩洞くん──あなたに訊ききたいことがあったからです」

「ん？　付き合ってる女ならいないぞ？」

　岩洞の冗談を無視し、アシュタルテは生真面目そうな瞳で岩洞を見つめる。

「どうして今、魔王大戦なのですか？」

「ん？」

「前回から二十年。普通よりもはるかに短いインターバルで行われています。それはなぜですか？」

　マルコシアスが「それ見ろ」とばかりに、小馬鹿にしたような笑みを浮かべる。

　岩洞は困ったように頭をかいた。

「あーまあ、いいじゃねえか。お前だってその方がいいだろ？　次の魔王大戦に備えて、学園に残ってたじゃねえか。何回留年すれば気が済むんだよ」

　アシュタルテは、じっと岩洞を見つめた。

「そうさせたのは岩洞くん、あなたです」

　岩洞は、何のことやらと言いたげな苦笑いで応こたえる。

「俺が？」

「私と狼森くんを殺さなかったのはなぜです？」

「おいおい、謙けん遜そんするなって！　単に殺りきれなかったんだよ。前回における、俺の唯一の汚点かな！」

　アシュタルテはふっと微笑んだ。

「それは嘘です」

「…………」

　岩洞は、渋い顔で昔なじみの女を見つめた。

　アシュタルテは深い輝きをたたえる瞳で、岩洞を見返してくる。

「ふふっ、今日のところは、岩洞くんのその顔を拝めただけで、良しとしましょう」

　歌うように言うと、今度はマルコシアスに話しかける。

「狼森くん、あなたも宜よろしいですね？　魔王大戦は、魔王候補同士が争うもの。現魔王と戦うものではありませんよ」

「……ふん」

　鼻を鳴らすと、ジロリと岩洞を睨む。

「ならば貴様の教え子たちを、ことごとく葬ってくれよう。構わぬのだな？」

　岩洞はにやりと微笑むと、顎あごを上げた。

「無論だ。けど気を付けろよ」

「なに？」

「伸び盛りの連中だ。なめてかかると、痛い目に遭う」

　マルコシアスはもう一度、ふんと鼻を鳴らす。

「この俺にもう油断はない。二十年前に、貴様で一度懲りているからな」




　　　　◇　◇　◇




　──というわけで、夏休み後半戦。

　俺たち『恋人ラバーズ』一行は、再び合宿へと出掛けることになった。

　再び飛行場からリゼル先輩の専用機に乗って大空へ。今度もどこへ連れて行かれるのかは不明。着いてからのお楽しみだ。

　前回と違うのは、ルキが参加しているところ。

　そう！　なんと男子が増えたのだ！

　これで気を遣わずにつき合える相手が出来た……はずだったのだが──、

「はい、あーん♥」

　一口サイズに切ったハンバーグが、口元に差し出される。

　可か憐れんな笑顔で、機内食を俺に勧める美少女。しかし男子。

「あのなルキ。一人で食えるから、そんなことしなくても……」

　やんわりと断ると、ルキはまるで死刑を宣告されたような、驚きと悲しみの表情を浮かべた。

「そんな……これから一緒に戦うんだし、もっと仲良くなりたいのに……だめ？」

　うるんだ瞳が上目遣いに訊いてくる。

　俺は複雑な思いと一緒に、ハンバーグを飲み込んだ。美味うまい。さすが、リゼル先輩の専用機。機内食も超一流。そこらのファーストクラスが裸足はだしで逃げ出すクオリティ……だそうだ。乗ったことないから分からないけど。

　咀そ嚼しやくする俺を、ルキはにこにこ笑顔で見つめている。何だか視線が痛い。それはルキの視線だけではない。正面のソファからもぐさぐさ刺さる。

　リビングルームのような造りの機内は、ローテーブルを挟んで、ソファが向かい合っている。そこでは雅みやびとれいなが、半眼に閉じた瞳で俺を睨んでいた。

「ちょっとおーユート!?　何でルキとばかりいちゃいちゃしてんのーぅ!?」

　堪忍袋の緒が切れたとばかりに、雅が吼ほえる。

「ですです！　そういうのは、妹であるれいながしてあげるのです!!」

　れいなも、むーっと不機嫌さをほっぺたと眉まゆで表現しつつ睨む。

「いや……別にいちゃいちゃしてるわけじゃ……」

「あ、ユートくん！　雲の間から地面が見えるよ！　うわあ、あれなんだろ？」

　俺に抱きつくようにして、肩越しに窓の外を眺める。密着する細く柔らかな体。さらりと揺れる髪と、首筋から女の子特有の甘い香りが薫る……って、女じゃねえ。

　しかし手足の細さといい、肩や首筋の華きや奢しやな感じといい、全てが美少女。

「ぴぴーっ!!　レッドカードだよ！　ルキ退場っ！」

　雅が席を立つと、俺の隣に割り込んでくる。そして、手に持ったグラスを差し出した。

「魔界特製のカクテルだよ！　酔っ払うけど、アルコール成分は入ってないからね！　人間界の法律もクリアだよ？」

　何て都合のいい飲み物だ！

「お兄ちゃん……れいなも、お世話したいですぅ」

　ルキと雅に左右を取られ、行き場のなくなったれいなは俺の足下にひざまずく。

「れいなはぁ……れいなは……」

　とつぶやくと、唐突に俺の股こ間かんに顔を埋うずめた。

「れっ!?　れいなぁっ!?」

「ふにゅぅ……れいな……はぅ、あったかい……」

　酔ってる!?

「雅！　お前、れいなに酒を呑のませたな!?」

「お酒じゃないもーん。魔界カクテルだもーん」

「そんな言い訳が通用するか！」

「まあまあ。これおいしーから」

　と、雅は自分で一口飲んでから、俺に差し出す。

「はい。間接キスのおまけ付きだよ♥」

　か、間接キス！

「あ、口移しの方がイイかなぁ～ぶちゅ～って♥」

　普段なら、いい加減にしなさいと怒るリゼル先輩はこの場にいない。

　奥の私室で、ネイトと先程から話し込んでいる。どうやら、これからのことについて打合せをしているようだ。

　しっかりした年長組と、この年下組のいい加減さのギャップがひどい。唯一の良心であるれいなもこの有様では……。

「お兄ちゃん……すーはーすーはー……」

「れ！　れいなっ！　そんなところで深呼吸しないで！」

　そんなこんなで、束の間戦いを忘れてのんびりした時間を過ごした。

　だが、飛行機が到着した先では、また特訓の日々が待っている。夏休みはあと二週間足らず。リゼル先輩の読みでは、新学期になれば、再び他の魔王候補たちの動きも活発になるとのことだ。

　それまでに、俺は『恋人ラバーズ』の攻撃固有魔法を身に付けなきゃならない。

　と、マジな悩みを抱えつつも、みんなとゆるい時間を楽しんだ。

　そして──、

　十三時間ほどのフライトを経て、俺たちは異境の地に降り立った。

「ここは……」

　騒ぎすぎて疲れてしまったのか、年下組は全員着陸の瞬間まで居眠りをしていた。空からの眺めを見逃してしまい、どこへ到着したのか分からない。

　夜ということもあって、タラップを下りても、空港の眺めだけではどこの国なのか分からない。

「あの、リゼル先輩。ここはどこなんですか？」

「ローマのフィウミチーノ空港。通称、レオナルド・ダ・ヴィンチ空港ね」

「って……もしかしてイタリア!?」

　リゼル先輩はにっこり微笑む。

「これから市内へ移動するから、自分の目で確かめてみて」

　簡単な入国審査を済ませると、外にはリムジンが待ち構えていた。

　荷物は別の車で運んでくれるようなので、俺たちはリゼル先輩に続いて後部座席に乗り込む。

「ここがどこか分かるような場所を回ってから、行って頂ちよう戴だい」

　先輩が運転手に声をかけると、リムジンが動き出した。

　しばらく高速道路を走ると、橙だいだい色いろに浮かび上がる古い街並みが見えてきた。石造りの中世の街。石畳の道路。テレビの紀行もので見るヨーロッパの姿そのものだ。

「うわ……でけえ」

　巨大な石の建築物が見えてきた。円形をしたスタジアムのような建物。

「お兄ちゃん、これって野球場ですです？」

　れいなが口を開けたまま窓の外を見ていると、ネイトがガイドよろしく説明をしてくれた。

「円形闘技場コロツセオですね。古代ローマ帝国が、剣闘士の戦いを見せる娯楽施設として造ったものです。水を引き込んで、模擬海戦を行うことまで出来たそうですよ」

　車はさらに夜の街を進む。右を見ても、左を見ても、いわくのありそうな古い建物ばかりで落ち着かない。

　中には新しい建築もあるのだろうが、古い建物や遺跡と違和感なく共存している。

「ユート！　結構スゴいのくるよー」

「え？」

　雅に言われて進行方向に目を移すと、荘厳な建物が見えてくる。ギリシャの神殿のような建物が、円を描いてぐるりと広場を取り囲んでいる。広場の真ん中にはオベリスクのような柱。その奥にドームを載せた巨大な建物。

「おおっ!?　神殿か？」

「まーそんなとこ。えーっと……何て言ったっけかな？」

　雅もイタリア旅行はしたことがあるらしいが、固有名詞などは覚えていないようだ。

「あれはサン・ピエトロ大聖堂だよ。キリスト教、カトリックの総本山」

　代わりにルキが答える。

「へえ……神様の本拠地みたいなもんか？」

　ふと、俺たちは悪魔ご一行様であることを思い出した。

「それじゃ敵地というか、あまり近付いちゃマズいんじゃ……」

　しかしルキは、ふふっと笑みを漏らす。

「あんなもの、ボクたちには何の関係もないよ」

「え？」

「あれは人が作った、人のための神様だもん」

　ルキは冷え冷えとした瞳ひとみで窓の外を見つめている。

「人の……？」

　思わず、リゼル先輩に質問するような視線を向けた。

「ええ。その通りね」

「それじゃ……神って存在しないんですか？」

「いるよ」

　間髪容いれず、ルキが返事をした。

「でも、それは人が信じる神とは違うんだ」

「違うって……どんな風に？」

「うーん……さあ？」

　ルキは首をかしげると、困ったような顔で微笑む。

「実はボクもよく知らないんだ。ごめんねっ！」

「えー？　そうなのか。詳しそうな口ぶりだったけど」

　他に訊きくあてを探して、リゼル先輩とネイトに目を向けると、

「そうね。魔界とは断絶して随分と時間が経つと聞いているわ。だから直接、詳しいことを知る者はいないかもね。ネイトはどう？」

「うん……あたしもそんな感じ。ただ、あたしたち魔族と良く似ているらしいけど」

「魔族と似てる？」

　てっきり対極にあるような存在かと思ったけど、違うのか。

「私たちにも、それ以上は分からないわ」

「そうなんですか……」

　少し興味が出てきただけに残念だ。

　しかし今は余計なことを考えている余裕がないのも事実。俺は車窓を流れてゆく、異国の夜景を眺め、明日からの特訓に備えて気合いを入れた。
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　剣がぶつかり合う音が響く。

「くっ……！」

　俺の身長ほどもある長い剣──れいなが操る通称『ぽんちゃん』と、今の俺の剣『インペラトル』が火花を散らす。

　れいなは小柄だ。それなのに、鍔つば迫ぜり合いで押し負ける。

「いきますよっ！　お兄ちゃんっ！」

「うおっ!?」

　れいなの一振りで、俺の体が後ろへ数メートル吹っ飛ばされる。

「お兄ちゃん、もっと剣を信頼して、その力を引き出してあげるのですです！」

　俺は再び剣を構え直す。

「分かった！　と、言いたいところだが……」

　俺は周囲を見回した。どうにもこの場所が落ち着かない。

　れいなが剣を持つ手を下ろす。

「どうかしたのですか？　疲れたのなら、休憩をとるです」

「いや、そういう訳じゃないんだが……どうも、世界遺産を壊してしまいそうで、怖いんだよな……」

　そう、何を隠そうここは世界遺産の円形闘技場コロツセオ。

　どうすればこんな場所を貸し切れるのか、ハッキリ言って謎である。リゼル先輩には一体どんなツテがあるのか、想像の限界を超えている。

　そもそもなぜ、こんな場所で特訓をするのかが良く分からない。

「何か分からないところがあったら、言って下さいね」

　少し心配するような顔で、れいながたたたっと駆けてくる。

　まあ、この疑問をれいなにぶつけても困らせるだけだろう。それは機会を見つけてリゼル先輩に尋ねるとして……それよりも、いま修行している剣技の内容について訊きたいことがあった。

「実は、今ひとつ剣と体の動きがバラバラというか、体の方が付いて行ってない感じがするんだ。剣に振り回されてるというか……」

　ああ、なるほどです──とれいなはうなずいた。

「お兄ちゃんが、その剣を使いこなせてきた証拠ですです。それは、かなりレベルの高い剣ですから、体の方が追いつかないのは分かりますです」

「え？　それって、今度は体を鍛えろってこと？」

「雅せんぱいに教えてもらったことを応用するです。剣だけじゃなくて、体の方にも魔力を循環させて、強化魔法を使うです」

「なるほど……レベルが上がってくると、結構複雑になるんだな」

「はい。れいなも姉弟子のソーディアに、さんざんしごかれましたです」

　ソーディア……あの目隠しをした女剣士か。元は『月ムーン』のカードだったが、今は『正義ジヤステイス』のカードになっている。

　相当な実力者だと思うが、なぜかカードの格としては一番低いⅡを好むらしい。目を隠していることといい、色々と変わっている。

「なあ、あのソーディアってどんな人なんだ？」

「それが……れいなにもよく分からないですです」

　分からない？

「でも姉弟子なんだろ？　稽けい古こもよくつけてくれたって」

「ですです。でも、稽古以外のことは分からないです。必要なこと以外は喋しやべらないですし、家や身分のことも……」

「え？　それじゃ、ソーディアは貴族じゃないとか？」

「でもでも、魔王学園に通っているのですから、それはないと思います。学園側では、きっと把握してるんだと思いますです」

　謎の女剣士ってところか……ちょっと魅力的ではある。

「お兄ちゃん、ちょうどいい時間ですから、休憩にしませんか？」

　れいなは、わくわくした様子を隠しきれずに提案した。

　というのも、コロッセオの中にケータリングサービスが用意されていて、地元のパティシエが作るスイーツが食べ放題なのだ。

「そうだな。それじゃ、そうしよう」

　ぱあっと明るい笑顔を見せると、れいなは待ちきれないように駆け出した。

「お兄ちゃん！　はやくはやく！」

「ははは、わかったよ」

　俺も駆け足でれいなの後を追う。

　前半戦の夏合宿よりも、実践的な特訓が多くて正直キツい。でも、みんなと一緒なので楽しいし、確実に強くなっているという実感もある。だから、気持ち的には全然苦にならない。

　しかし……悩ましい問題が一つあった。

　それは主に夜に行われる特訓……『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』による、魔力の上限値アップである。
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　ちなみに、ローマの中心部にある超高級ホテルに泊まっているのは、俺とリゼル先輩、雅とれいな、それとネイトである。

　一応、アスピーテとルキの部屋も取ってあったのだが、アスピーテはカラオケボックスで姿を消してからというもの、連絡がない。一応、場所はメールで送ってあるので、用事が済んだらやって来るかも知れない。

　ルキは「ボクは定宿があるから」と、早々に別のホテルへ移って行った。おかげで、夜の特訓で気まずい思いをしなくて済んでいる。

　それでもルキは、毎日ではないが昼の特訓にはやって来てくれる。

　と言っても、訓練に直接参加することはなく、主に見学とサポートだ。ルキ自身が体を動かしたり、魔法を使ったりすることはない。どうやら、ルキ的には本当に一緒に遊びに来ている感覚らしい。

　ルキも今ひとつ掴つかみ所がないというか、予測不能な奴だ。空を自由に飛ぶ鳥のような、気まぐれな猫のような……。

　そういえば、ルキの泊まってるホテルを聞いてなかった。今度、昼間の特訓に来たときにでも訊いてみよう。

　俺は部屋の中を見回すと、これから始まる夜の特訓について思いを馳はせた。

　ここはホテルの部屋。

　そして俺は、バスローブ一枚を身に着け、ベッドに腰掛けている。

　部屋の明かりは消し、温かみのある間接照明が部屋をほんのりと照らしている。

　イタリアに来てから三日が過ぎた。

　その間、毎晩リゼル先輩、雅、れいなと『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』を行っている。

　男子なら夢のような時間である。こんな美少女たちとの、めくるめく快楽の体験。

　しかし、魔力の上限値は９５０００に留とどまったままだ。

　目標の10万まで、あともう一歩。

　三人はもの凄すごい美少女だし、三者三様のエッチな肉体。それなのに、なぜだろう？

　まさか……慣れたとか？

　いやいや！　そんなことあるはずない!!

　いつだってドキドキするし、緊張する。たぶん一生飽きることなんてないと思う。

　控えめにノックの音がした。

「ユート」

　隣の部屋で準備をしていたリゼル先輩が、扉を開けて顔を覗のぞかせる。

「待たせちゃってごめんなさい。ちょっと準備に手間取っちゃって」

「ええ、全然問題ありませんけど……今日は準備するようなことが？」

　するとリゼル先輩は、含み笑いを浮かべてウインクした。

「うふふ♪　見てのお楽しみよ」

　そう言って部屋に入ってきたリゼル先輩は、なんと全身ボディスーツ。首から下は、ストッキングのような生地で、ぴっちりと包まれている。そして手には革の手袋と、膝ひざ上までの革のブーツ。

　露出度ゼロだけど、ストッキングの生地なので裸も同然。網膜を通して、本能に強烈な刺激を与えるスタイルだった。

「な、なるほど……そのコスチュームのために、手間をかけてたんですね」

「ええ。魔力の上限値を上げるには、色々なアプローチを試した方がいいと思ったの。それで今夜はこれを用意してみたのだけれど」

「すみません……色々と考えてくれて」

「でも、ユートにも相談したいことがあるの。ネイトのことで」

「ネイトの？」

　ローマに来てからは、ネイトも夜の特訓に参加しているのだが、どうにも恥ずかしがってしまい、ほとんど見学しかしていない。

「せっかくの魔王候補ですもの。『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』を行えば、相当な効果が得られると思うのよ。だから、どうにかしたいのだけど……」

　確かに力りき丸まると戦ったときの効果は凄かった。

「そうですね……その後の『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』も、ネイトからもらった魔力がハンパなくて、爆発的なパワーが出たっていうか……」

「ええ、それがまたネイトの力を引き出す……まさに永遠の循環。無限の力だわ」

　リゼル先輩は刺激的な格好のまま、部屋の中を歩き回る。

　歩く度におっぱいが揺れる様子や、後ろ姿のお尻しりが左右に揺れる様など、もう、わざと見せつけているんですか!?　と叫びたくなる。

　考え事をするとき、自然と動いてしまうクセが先輩にはある。結果、いやらしいコスチュームの先輩の体を、色々な角度から堪たん能のう出来るので実にありがたい。

「──だから、何としてもネイトにちゃんと『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』をさせたいの」

「ですが……ネイトがあんなに恥ずかしがり屋だとは思いませんでした。嫌がるのを無む理り矢や理りっていうのは、ちょっと……」

　リゼル先輩の足がぴたりと止まった。

「そこで思い付いたの。ねえ、『恋人ラバーズ』のアルカナに訊きいてくれないかしら？」

　へ？

「訊くって……何をですか？」

「ネイトが何を望んでいるのか」

「は!?　いや……でも！　アルカナがそんなこと、幾ら便利なアルカナでも!!」

　しかしリゼル先輩が、「お願い」と可愛らしく頼むので、ダメだと分かっているが、一応試してみようと思った……けど、何て訊けば良いんだよ!?

「あー……その、アルカナ？」

『恋人ラバーズ』のアルカナを手で持って、向き合って話しかける。

「何と言っていいのか分からないんだけど……その」

『了解。Ⅶのカード、ネイト・カルナックとの「愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ」について検討を開始』

　話はやっ!!

『解析完了。最も効率良く、且つ魔力の上限値上昇に貢献する「愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ」として、ネイト・カルナックの好みに合う方法を推奨。サンプルプランを作成』

　そして『恋人ラバーズ』のアルカナは驚きよう愕がくのデートプランを提案してくれたのだった。
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　翌日、俺はホテルのロビーでネイトを待っていた。

　昨夜、ネイトの部屋を訪ねて、

「明日、二人で観光に出掛けないか？」

　と誘っていたのだ。

　みんなに悪い、と少し遠慮したものの、ネイトは喜んで承諾してくれた。

　でも「ひとつだけお願いがある」と、出した条件を聞いて、ネイトは固まった。

　だから本当に来てくれるかは分からない。けれど、アルカナによれば──、

「お……お待たせ」

　来た。

　頬を少し染めたネイトが、もじもじと落ち着きのない様子で立っていた。

　襟ぐりの大きく開いた白いワンピース。膝上丈のスカートも軽やかで、夏のお出かけにはぴったりだ。薄手で涼しげな白い生地もネイトの褐色の肌とよく似合っている。

　ネイトはさり気なく手で胸を隠した。

「あの……もうちょっと、色の濃い服の方が……」

「よく似合ってるよ」

　ネイトの顔が、ぱあっと輝く。

「そ、そう……かな。ユートくんが選んでくれたんだもんね……うん」

　実はコーディネイトは先輩と雅である。

「それでネイト……言うとおりに、してきてくれた？」

「……はい」

　消え入りそうな声で、辛うじて答えた。

　ネイトにしたお願いとは──

「下着を着けないで来て欲しい」

　ということだった。

　そしてそれをカバーするための服を選ばれないよう、着てゆく服もこちらで用意……というのが、アルカナの提案だ。

　──昨夜、その提案を受けて俺は反論した。

　気が弱くて、恥ずかしがり屋のネイトのことだ。そんな要求をしたら、絶対に来ないか、泣いていやがるだろう。

　しかしリゼル先輩は──、

「なるほど……それはやる価値があるわね」

　と感心したようにうなずいた。

「リゼル先輩まで!?」

「極端に恥ずかしがるということは、それだけ意識しているということでもあるわ。本当は恥ずかしさに官能を感じているのかも知れない。試す価値はあるわ」

　それって……Ｈなマンガやアニメを叩たたく人ほど、実はＨが好きなんじゃないか、ってことだろうか。

　アルカナの提案では、下着を着けさせずに街中デート。そしてその途中で、ネイトに色々恥ずかしいことをさせる。最終的にネイトの方から、Ｈしたいとおねだりさせれば成功。そこまで気分が乗っていれば、魔力量をアップさせる効果も間違いない──って本当か？

　事情を話すと、比較的体形の近い雅が、自分のワードローブから服を選んでくれた。

「コレとかバッチいいよー。ネイトにも似合うと思うし！　下着が透けそうで、透けない、でもやっぱり透けそう！　みたいなところがセクシーでドキドキだよ！」

　とは、夕ゆう顔がお瀬ぜ雅さん談。

　以上のようなサポートチームの助けもあり、この作戦が決行された。

「それじゃ行こうか」

　俺は手を差し伸べた。

　するとネイトは嬉うれしそうに顔をほころばせ、すぐに不安そうな顔になる。そして躊ちゆう躇ちよした後、押さえていた自分の胸から手を離した。

　もうそれだけで、ぶるんとおっぱいが前に飛び出すように揺れた。

「…………」

　つい視線が吸い寄せられる。当然、ネイトはその視線を痛いほど感じているだろう。早くも顔を真っ赤にして、再び胸を隠そうとした。

　するとすかさず俺の頭の中に、アルカナの声が響く。

『推奨。Ⅶの防御行動を阻止』

　俺はすかさずネイトの手を握った。

「あ……」

「ネイトと手をつなぐの……初めて、だな」

　マジで照れくさい。

　でもネイトは心底嬉しそうな笑顔で、「はい」と答えてくれた。

　押しつけがましいと思うことも、思いきってやれば、意外と気に入ってくれることもある。その判断はとても難しい。いわば恋愛とは一種の賭かけのようなものだと思った。

　まあ……今はアルカナという心強いナビがいるのだが。

「それじゃ行こうか」

「うん……」

　ホテルを出ると、俺たちは街並みを見物しながら、ぶらぶらと歩く。

　ネイトは左手で俺と手をつなぎ、右手で俺の腕に手を添える──ことによって、巧妙に胸を隠すという方法を編み出した。

　しかし体の距離が近付くので、ネイトのおっぱいが俺の腕に当たるという事故も起きる。しかも度々。

「あ……っ」

　その度に、ネイトは小さな声を漏らして、体を離す。

　正直、誘ってるのかと疑いたくなるし、こっちが攻められているのでは？　という気すらしてくる。負けてなるものかと、奇妙な闘志が湧いてきた。

　まずは人の多い街中を避けて、特訓で使っているコロッセオからも近い、パラティーノの丘という場所へ行ってみた。

　古代ローマ時代に貴族や皇帝が邸宅を作った場所で、いわば超高級住宅街。今は遺跡の点在する庭園といった雰囲気だ。面積はかなり広く、全部回ろうとすると結構時間がかかりそうだった。

「エジプトの遺跡とは、雰囲気が違うね」

　ネイトは意外と興味津々の様子だった。確かに二千年前の遺跡がこれだけ残っているというのは、日本人からすると驚異的だが、俺には今ひとつ価値が分かっていない。

　見晴らしのいい場所から見下ろすと、向こう側にも丘があり、その間に低くなった平地がある。細長い一直線の土地を見て、ネイトが瞳ひとみを輝かせた。

「あれがチルコ・マッシモ！　古代ローマ時代、馬の引く戦車によるレースが行われてた場所だよ」

「なるほど。それはネイトとしては気になるわけだ」

「三十万人が観戦できたというから驚きだよね……ここにあったオベリスクはエジプトから持って来たもので、まだ現存するんだよ？　ポポロ広場というところに──」

　ネイトの解説に被かぶせるように、アルカナの声が聞こえてきた。

『推奨。衣服の上から、下着の有無を確認。さらにⅦの臀でん部ぶを刺激』

　ここで!?

　しかし、アルカナの言うことは間違ったことがない。ここは信頼すべきか。

　一応背後に誰もいないことを確認してから、俺は横に立つネイトのお尻に手を伸ばした。

「ひゃっ……!?」

　突然お尻を触られて、ネイトが飛び上がる。

「あ、あの……ユートくん？」

　戸惑うネイトが俺を見上げる。しかし、俺は手の平に感じる気持ちよさに酔っていた。

　薄いスカート一枚隔てて感じる、ネイトの大きなお尻。布越しでも分かるしっとりして、手の平に吸い付くような感じがたまらない。

　力を込めると、指がどこまでも沈み込みそうな柔らかさ。俺の手も心もとろけそうだ。

「ゆ、ユートくん、あの、こんなところで……」

「誰もいないから大丈夫だ」

「で、でも、こんな見晴らしのいいところで……」

　確かに見晴らしのいい場所で、前からも後ろからもよく見える。開放感満点だ。

　だからこそ、いい。

「ちゃんと下着穿はいてこなかったんだな」

　俺はお尻しりを撫なで回して、パンツがないことを確認する。

「それはっ……ユートくんが、穿いてくるなって……言ったから」

　そうつぶやくと、恥ずかしそうにうつむいた。

　そのとき背後から観光客がやって来る気配を感じ、ネイトのお尻から手を離した。

「行こうか」

「う……うん」

　ほっとしたように、しかし半分不安そうにネイトが答える。

　その場から離れ、やって来た観光客のグループとすれ違う。

『継続。Ⅶの臀部に下着がないことを目視で確認』

　──マジか。

「……ネイト、俺の前を歩いてくれないか？」

「え？　う、うん」

　素直に従うネイトに俺は続けて言った。

「スカートをまくって」

「!?」

　ネイトは涙目になったが、すぐに諦あきらめたようだ。

　歩きながら、そっとスカートをまくってお尻を剥むき出しにする。

　褐色のお尻が日の下に晒さらされた。確かに何も穿いていなかった。細いＴバックなら触っただけでは分からなかったかも知れないが、これなら疑う余地がない。

　俺は何も身に着けていないお尻をじっと見つめた。それは歩く度に左右に揺れて、さらに上下にも弾む。

　いつまでも見ていられそうな気がする。とはいえ、誰かに見つかっては大変だ。

「もういいぞ」

　と言うと、ネイトは素早くスカートを戻した。

　そしてくるりと向きを変えると、俺の胸に飛びこんで来る。

「ネ、ネイト？」

「……恥ずかしくて、死にそう……」

　甘えるように俺の胸に額をこすりつける。

『報告。Ⅶの官能と愛情の上昇を確認』

　……どうやらアルカナの言うことは正しいようだ。俺はネイトの頭を撫でた。

「頑張ったな。偉いぞ」

　年上のネイトを可愛がるのは、妙な背徳感というか、征服感のようなものを感じる。自尊心がくすぐられるというか。

　俺はネイトの肩を抱いて、街へと移動した。

　その間もアルカナの指示で、度々体に回した手で胸に触れたり、お尻を撫でさせられた。

　ネイトは嫌がる素振りもなく、黙ってそれを受け入れていた。

　それどころか、明らかに悦よろこんでいる。少し上気した頬で、吐息も甘く、すごく色っぽい表情へと変わった。すれ違う人に気付かれてしまうのでは？　と、こちらが心配になるくらいだ。

　さすがにまずい。どこかで一息入れようと思い、

「どこかで一休みしようか」

　と声をかけると、

「……ホテル？」

　うっとりした顔で聞き返してきた。

「いや、とりあえずそこのカフェで……」

　片言の英語と身振り手振りで珈コー琲ヒーを二つオーダーし、奥の席へと座る。俺が壁を背にして、ネイトは他の客に背を向ける格好だ。

　一応この後は、バチカン博物館というところに行く予定だ。世界的に有名な博物館で、普通に入ろうとすると恐ろしい行列が待っている……とのことだが、先輩が入館予約を取ってくれた。

　そこでどんなことをさせられるのか……と戦々恐々としていると、

『推奨。Ⅶの胸部を直接視認』

　ってここでもかよ!?

　しかもそれって前に一時的に流行はやった、おっぱいチャレンジってやつじゃね!?

　いや、でもよく考えたら推奨だよな？　一応オススメってだけだし、ここはひとつスルーってことで──、

『必ひつ須す』

　本当にマジなんだろうな!?　『恋人ラバーズ』!!

　ネイトは熱でもあるかのように、少しぼーっとしている。

　その背後では、地元の女性らしきグループがお喋しやべりをしていた。聞こえたらマズいな、と思ったが、日本語なので分かるはずがないと思い直した。

「ネイト……おっぱいを見せてくれ」

　微かすかに息を呑のむ音が聞こえる。だが、嫌そうな表情ではない。

　ネイトの瞳が恐ろしいほどに淫みだらに濡ぬれている。両手が持ち上がり、指先が襟元を緩める。伸縮性のある生地が広げられ、褐色の肌が覗のぞく。

　そして、ネイトの驚くほど大きなおっぱいが剥き出しにされた。

「あ……♥」

　空気に触れただけで感じているような、ネイトの吐息。

　俺はその美しい胸に目を奪われた。

　褐色の肌は光を受けて、光沢があるかのように光っている。その先端にある乳首はピンク色。普通は肌の色よりも濃くなると思うのだが、ネイトの乳輪の色は明るいのだ。それが一段とネイトのおっぱいを、いやらしく見せている。

　しかもその先端である乳首は、目いっぱい背伸びをするように立っていた。

「……もういいぞ」

　そう指示すると、ネイトは襟を元に戻しておっぱいをしまった。しかし、服の上からでも、大きくなった乳首の形が分かった。

　この先、どうなってしまうのか？　そんな不安を抱きながら、俺はネイトを連れて店を出た。すると──、

「ん？　どうしたんだ」

　ネイトが俺の服の裾すそをつまんで、引っ張っている。

　さすがにもう嫌だ、ということだろうか？

　しかしネイトはそのまま俺を、店の脇にある細い路地へと引っ張ってゆく。

　恐らく店の人くらいしか通ることはなさそうな、細い道でネイトはうつむいたままつぶやいた。

「……ホテル」

「え？」

「ホテルに……戻りたい」

　俺は罪悪感に打ちのめされた。

「ごめん、ネイト。これにはわけが──」

　ネイトは、スカートの裾をつまむと、そのまま持ち上げた。隠すもののない、下半身が露あらわになる。

「……っ!!」

　金色の下から、とろりと──蜜みつが滴り落ちた。

「ネイト……」

　ごくりと喉のどが鳴った。

「もう……ガマン出来ないの」

　顔を上げたネイトの顔は、淫らに蕩とろけきっている。涙でうるんだ瞳が訴える。

「はやく……ユートくんにめちゃくちゃにされたいの……おねがい」

　そのとき頭の中で『恋人ラバーズ』のアルカナが囁ささやいた。

『準備完了。速やかに帰還し「愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ」を実行することを推奨』

　その機械的な声は、どこか自慢気に聞こえた。




　　　　◇　◇　◇




　そして、ホテルに戻るやいなや『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』を行った。

　ネイトは人が変わったように激しく俺を求めた。

　そして──、

「……あれ？」

　気付くと、俺は見覚えのある空間に立っていた。

　雲が浮かぶ水色の空。真っ平らな地平線の上に載せられたような赤い山。直線的で人工的な、まるで書き割りのような眺め──とすると、

『盛もり岡おか雄ゆう斗と』

　──やはり。

「ザイン……だったよな？」

　振り返ると、そこには絶世の美女がいた。

　柔らかい金属のような銀色の髪。金色に輝く瞳ひとみ。透き通るような白い肌。ギリシャ神話に出て来そうな、シンプルな白いドレス。女神と言われても納得しそうだ。

『また出で逢あえましたね』

「ってことは、これは夢の続き？」

『夢ではありません。あなたが、私の世界へやって来たのです』

「ザインの世界……？」

　前に会ったときに、何を話しただろうか？

　何か謎かけみたいで、意味の良く分からないやり取りをしたことは覚えている。

『だいぶ成長したようですね』

「そうかな？　最近、背は測ってないけど」

『肉体ではなく心。魔力の大きさです』

「それって……魔力の上限値のことか？」

　ザインは答えない。しかし、それが正解だという意味に受け取れた。
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『ひとつ忠告しましょう。あなたが目標にしている魔力の大きさ……その程度では、あなたが手に入れたいと思っているものには届きません』

「え!?」

『あなたが探しているものは、もっと大きな力を必要としています。少なくとも、今の二倍は』

　──って事は20万!?

　10万を超えるのに、こんなに大変だったのに……？

「……でも、なぜザインにそんなことが分かるんだ？」

　答える代わりに、ザインは薄く微笑んだ。

『その時が来たら、また会いましょう』

　急にザインの姿が薄くなった。

「待ってくれ！　まだ訊ききたいことがあるんだ!!」

『全ての事象は、過去の因果』

　──過去？

『欠けた鍵かぎを取り戻したとき、それがあなたの封印が解かれるとき──』

　書き割りのような景色が、突然暗転した。
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　東京ドームに五万人のファンが集結していた。

　まるで軍隊のように統率の取れたコール＆レスポンス。マスゲームの如きペンライト。

　ここにいる観客は、他のどのアイドルのファンよりも忠誠心が厚い。

　その信仰を一身に集めるのが、ステージ上に君臨するこのあたし。

　──トップアイドル、星ほしガ丘おかステラ。

　ヒット曲を次々に歌い、踊る。

　あたしの視線、仕草、そのひとつひとつに、ファンは翻ほん弄ろうされ、心を大きく左右される。色とりどりのペンライトが揺れて、その興奮を表す。

　ふふふ。捧ささげなさい、このあたしに。あなたたちの魔力、生命力を。

　ファンの興奮を体全体で感じる。

　魔族のエネルギーは人間の感情。より激しい心の動きは、良質なエネルギーを生み出す。彼らファンは日常的にあたしに魔力を献上している。

　日々の推し活。グッズを買ったりＳＮＳで布教したり、そうしたことでも、わずかではあるが魔力を捧げている。

　しかしライブ会場で回収出来る魔力は、レベルが違う。これはいわばサバトであり、儀式魔法のようなもの。だから、ライブは欠かせない。

　それに、魔力の収集を抜きにしても、あたしはライブが好きだ。自分を崇あがめるファンを直接目にするのは、モニターの画面越しに確認するのとは感覚が違う。

　あたしのパフォーマンスに酔いしれる姿を見ると、深い満足感と多幸感を味わえる。

　そうよ。

　もっとあたしを見なさい。あたしを好きになりなさい！

　そうすればダンスにも熱が入るから。

　腰をくねらせセクシーさを加えると、会場のボルテージが更に上がった。

　あたしの後ろには、『星スター』のカードであるサポートメンバーたち。彼女らがバックダンサーを務め、ステージを盛り上げ、よりこのあたしを輝かせてくれる。

　最近加入した猫ねこ辺べみゃーも、その一人。

　ターンするときにちらりと顔を見ると、笑顔がわずかに硬い。

　──今日のご主人さまはリハより飛ばしてるにゃ。付いて行くのがやっとみゃ。

　なんて心のぼやきが聞こえてくるようだ。

　足を引っ張るわけにいかないと、カードたちも必死に踊っている。

　ステージの背後には巨大なＬＥＤディスプレイ。手の込んだＣＧ映像が投影されて、ステージを盛り上げる演出を担っている。

　夜空に輝く星々に、美しい星雲が映し出されたその瞬間──、

　映像が消え、黒一色に変わった。

　ちょうど歌が終わったところだ。しかし、こんな切り替えじゃなかったはず。あたしは表情を崩さない。しかし内心、腸はらわたが煮えくり返っていた。

　ったく！　何やってんのよ!?

　しかし次の瞬間──、

「……え？」

　真っ黒な画面に、味も素っ気もないフォントが表示された。

　白い文字で、一言。

　──『興味なし』

「なによ……これ」

　──『全員解散』

　ステージ袖そでを見ると、スタッフが慌てふためいている。

　そして、客席がざわめき始めた。

　ヤバい。とりあえずフォローしないと。

「えーっと、みんなーごめんねー。機材トラブルみたいなの。すぐ直ると思うから待っててね？」

　ウインクのサービス付きだ。

　しかし、客席の様子がおかしい。ざわめきの断片が耳に届く。

「なんか、もういいかな……帰る？」

「そうだな。飽きたし」

　──え!?

　これは……一体、どういうこと？

「つか、来るんじゃなかった。何でこんなんハマってたんかな？」

「確かに。まあ、オワコンってことじゃね？」

　顔から血の気が引くのが分かった。

　──くっ！

　唇を噛かんだ。

　落ち着け。

　明らかに何かが変。恐らくは誰かが仕組んだ罠わな。

　バックダンサーも困ったように、おろおろしている。

「す、ステラさまぁ！　みんな、どうしちゃったみゃ!?」

　泣き出しそうなみゃーに、そんなのこっちが知りたいわよ、と怒鳴りたくなる。

「あ……!?」

　観客の心が、あたしから離れてゆく。送り込まれてくる魔力のラインが、次々と遮断されて行くのを感じる。

「……猫辺、あなたは変わったところはない？　あたしのことどう思う？」

「にゃぅ？　それはみゃーのご主人さまですし、いつも通りおキレイでカッコいいみゃ」

　みゃーの反応に変化はない。見たところ、他のメンバーも同じだ。観客の反応が理解出来ずに戸惑っている。

　アリーナに視線を向けると、出口に向かってぞろぞろと客が流れて行くのが見える。

　何かが起きてる。

　それも、かなりヤバい何かが。

「……とにかく、ステージの続行は無理だわ。戻るわよ」

　何のフォローも言葉もなく、まっすぐステージ袖に戻り、そのままバックヤードへ。控え室へ向かう。

　正面を向いたまま、後ろから付いてくるみゃーたちに話しかけた。

「恐らくは敵の策略。急いでここを出るわ。手遅れにならない内に──」

　廊下の先に、立ちふさがる人影があった。

「ざーんねん。もう手遅れなのぉ」

　金髪に日焼けした肌。露出の多い、ビッチギャルっぽいファッション。

　──『太陽サン』のサンサ・サマーズ。

「サンサ……あんたの仕業？」

「まさか。私が直接手を下すわけがないでしょ？」

　確かにサンサにこんなマネが出来るとは思えない。とすれば──、

「!?」

　突然、もの凄すごい衝撃を受けた。

　体が真横に吹き飛ぶ感覚。

「ステラさまっ!?」

　あたしの体は、廊下の反対側の壁も突き破って、向こう側の倉庫へ転がり落ちる。

『運命予約ホロスコープ』の防御機能が働き、自動で『装甲鬼アルマード』を張っていたおかげで、大きなケガはない。だが、あまりの衝撃に目が回りそうだ。

　壁の向こうから、誰かが攻撃魔法を撃ってきた。

「……っ！」

　その瞬間、『運命予約ホロスコープ』の魔法が消滅した。

　魔力のラインが切れたせいだ。『運命予約ホロスコープ』なんて大量の魔力を消費するような魔法、使い続けるのは無理だ。

　しかも突然魔力供給がストップしたせいで、体の中にあまり魔力が残っていない。ただでさえあたしは燃費が悪い。魔術式は強力だが、それに見合った魔力を生み出せないのだ。だからこその魔力供給ライン。

　魔力を温存しつつ、一刻も早くここから離脱する！

　飛び起きると、出口に向かって駆ける。しかし──、

「──きゃっ!?」

　足首に何かが絡みつき、前に倒れる。

「ふふふ、そう簡単には逃がしませんわ」

　エロいボンデージファッションの女が、壊れた壁の向こうからやって来る。そいつが手にしたムチが、あたしの足首に絡まっていた。

　さっきの魔法もこいつか──早はや池ち峰ね夜よ鷹たか。

「あんた──ひゃ……!?」

　体が持ち上げられた。ムチ自体が意思を持っているかのように、放り投げられる。

「ぐあっ!!」

　天井に叩き付けられ、そのまま床へ落下する。

「ぐ……げほっ！　ごほっ」

　防御魔法を展開していても、衝撃を吸収しきれなかった。

「く……この」

「あらぁ、いいザマねぇステラ。私も参加しちゃおうかなー？」

　穴が開いた壁を通り、サンサがにやにや笑いながら手を叩たたく。

　開いた両手の間に、炎の固まりが浮かんでいた。

　丸い火球は、まるでミニチュアの太陽のようだ。

「『灼熱龍炎プロミネンス』!!」

　そのミニチュアの太陽が向かってくる。長く伸び、形をくねらせて、まるで炎で出来た龍りゆうのように襲いかかる。

「く……『魔障壁バリカーデ』!!」

　防御魔法を展開する。魔力がもったいないとか言ってる場合じゃない。

『灼熱龍炎プロミネンス』が『魔障壁バリカーデ』に激突し、目の前が炎に包まれる。

「この……きゃあああっ!?」

　炎の龍が散るのと同時に、『魔障壁バリカーデ』も砕け散った。その衝撃で、派手に後ろへ倒れてしまう。

「あはははウケるー!!　いつもの偉そうな態度はどうしたの？　ホラホラ見下してみなさいよ！」

「……っ」

　こんな奴！　万全の状態だったら、瞬殺してやるのに!!

「ステラさま！」

「え？」

　みゃーたち、バックダンサーをしているカードたちが、あたしを守るように立ちふさがった。

「ちょ、あんたたち、まだ逃げてなかったの!?」

「何言ってるみゃ!?　みゃーたちはステラさまのカードにゃ！　逃げてどうするのにゃ!?」

「バカっ！　あんたたちは戦闘要員じゃないの!!　早く逃げなさい！」

　しかし、みゃーたちは逃げる気配がない。

　このままだと、皆殺しにされる。

「ったく！」

　あたしは腰に着けたポーチから『星スター』のアルカナを抜き出すと、前に掲げる。

「『契約解除リリース』!!」

　アルカナが光り輝くと、みゃーたちカードの周りにも星ほし屑くずのような輝きが舞う。そしてその輝きは、一瞬にして『星スター』のアルカナに吸い込まれた。

「にゃっ!?　あ、あれ？　今のは何だったにゃ!?」

　これでみんなは、あたしのカードじゃなくなった。殺される心配はない。

　そんなあたしを見て、夜鷹はくすくすと笑った。

「あら、部下の心配だなんて、泣かせますわね」

　サンサもバカにしたように笑う。

「そんな余裕ぶっこいてる場合ぃ？　こいつらを盾にした方が良かったんじゃない？」

「あんたたちに関係ないでしょ!!」

　もう一つポーチに隠し持っているものを出した。それはいざという時のために、お守り代わりに持っている魔法石。

　それを床に叩たたき付ける。

「!?　こいつ！」

　サンサが慌てた声を上げるが、もう遅い。

　足下に魔法陣が展開する。その時には、もうあたしの体は別の場所へ移動していた。

　東京ドームのバックヤードから、森の中へ。

　ここは隣接する小石川後楽園。

　辺りは鬱うつ蒼そうとした木々が茂っていて暗く、人の気配もない。

　ほっと溜ため息を吐く。

『空間転移トランザート』の術式を魔力と共に封じ込めた魔法石が役に立った。まさか本当に使うことになるとは思わなかったけど。

「にしても……厄介ね」

　このままじゃ『運命予約ホロスコープ』も『天体死球ギヤラクシー・ゼロ』も使えない。魔力をファンから集められないんじゃ、あたしの戦略が成り立たない。

　と、のんびりもしていられない。

　ポーチの中の魔法石を確認する。まだ幾つか残っている。これを使えば──、

「やあ、名門貴族のお嬢様」

　慌ててポーチを閉じる。

　暗い道の先に、闇のような影が立っていた。

「前に言ったよね。次会ったら殺すかもって」

「あんた……」

　フードを被かぶった下に、貼り付けたような笑顔。

『死神デス』の魔王候補、浄じよう土どヶが浜はまロスト──。

　あたしはプラチナブロンドの髪を払い、見下すように睨にらみ付ける。

「あまり舐なめないでくれる？　どうやったか知らないけど、ファンからの貢ぎ物がなくても、あんた如きに殺やられるとでも思う？」

　どんな状況であれ、弱みを見せるわけにはいかない。たとえハッタリであっても、強気に出る。それがあたしの流儀だ。

　しかしロストは笑顔のまま、こちらに向かって歩き始める。

「言ったろ？　僕はキミたち全てに死をもたらす」

　……？　キミたちという、その言い方が少し引っかかる。

　しかし今はどうでもいい。あまり魔力を消費せずに、この場を乗り切りたい。

　それに──、

　以前、ロストと出で逢あった時の感覚を忘れてはいない。

　理由は分からないが、普通の魔族ではない感覚。

　もしロストが本気なら、あの時死んでいたのでは？　という嫌な思いが拭ぬぐいきれない。

　何にせよ、やり合うのは避けたい。

　だが必要以上に恐れるな。

　一瞬だけ、子供の頃のトラウマが頭を過よぎる。

　──もう、あんな思いをするのは沢山だから。

「『獄魔炎フアイザード』!!」

　右手を前に出すと、指先に魔法陣が展開する。その中央から、炎の固まりがほとばしった。少しでも怯ひるんだり、避よけたりしたら、その隙に──、

　しかしロストは避けない。防御魔法も展開しない。足も止めない。

　何気なく歩いて、『獄魔炎フアイザード』をそのまま体で受け止めた。

「!?」

　命中した。

　炎がロストの胴体を貫いた。

　服が燃えて、千切れた切れ端が火の粉になりながら、宙を舞っている。

　しかし、ロストは顔色一つ変えなかった。

「な……」

　なんなの……あいつ？

「どうしたんだい『星スター』の魔王候補。遠慮はいらないよ？」

「……だったら！　『爆雷鎚サンダリオ』!!」

　雷鳴が轟とどろき、空を斬り裂く雷がロストの体に落下する。

「これならどう!?　少しは痺しびれた？」

　ロストの服は焦げ、煙が上がっている。しかし──、

「うーん……電気マッサージなら、もうちょっと強めがいいかな？」

「……っ!!」

　くそっ！　ふざけんじゃないわよ!!

　中級魔法とはいえ、連発していたら残りの魔力が心配になる。でも、少しは怯ませないと、隙も作れない。

「上等よ！　だったら上級魔法を奢おごってあげる！」

　下手に小出しにしても通用しない。なら大技一発に賭かける！

　両手を頭上に掲げてから、ロストに向かって振り下ろした。

　ロストの足下に大型の魔法陣が展開する。

「『魔爆粉砕デストラツシヤー』!!」

　特大の爆発が庭園に穴を穿うがち、クレーターを作り上げた。地震と錯覚するほどの衝撃が、大地と空気を揺らす。同時に爆炎が園内を駆け巡り、植栽を燃え上がらせた。

　爆炎は夜空にも大きく広がり、真っ赤な火柱が立ちのぼる。これではさすがに、サンサや夜鷹たちも気付くだろう。すぐに撤退しなければ。

　そう思い、慌てて踵きびすを返したとき──、

　炎の中でゆらめくものがあった。

「そんな……」

　変わらぬ歩みで、ロストが炎の中から姿を現す。

　被ったフードは燃え尽きている。

　初めてその頭を見た。

　──耳があった。

　それは獣のような耳。

　狼のような耳が頭の上に生えていた。

「見てしまったね」

　ロストが唇の端をつり上げて微笑む。まさに悪魔の微笑みだった。

「『夢望無残ドリーミング』」

　そうつぶやくと、ロストの体が黒く染まってゆく。

「……な」

　──なに？

　何なの、こいつ。

　ロストの姿が、真っ黒な影のようなものに変わった。

　形の輪郭がハッキリしない。まるで不定形な化け物のようだ。

　そんなこの世のものとは思えないモノが近付いてくる。

　目を見開いていた。瞳ひとみが揺れる。

　体が震える。

　全身から脂汗が滲にじむ。

　見たことがある。

　まるで、これは、

　十年前に家族を殺した、化け物。

　惨殺される家族の姿が、目の前に蘇よみがえった。

「い……」

　黒い姿が、すぐ目の前に迫る。

「お前はここで死ね。名門貴族のお嬢様」

　その瞬間──恐怖が理性を破壊した。

「いやぁああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　あの時と同じだ。

　何も出来ない。何も通用しない。

　ただ、逃げることしか出来ない。

　怖い。

　死にたくない。

　何とか恐怖に抗あらがいながら、後ろを振り向く。

　黒い影がいない。

　逃げ……られたの？

「逃げられるわけがないだろう？」

　頭の上から声がした。

　見上げると、空が塗りつぶされたように黒い。

　その闇の中に、二つの瞳がぎょろりと浮かんだ。

「きゃぁあああああああああああああああああああっ!!」

　絶叫が喉のどからほとばしる。

　同時に、背中で何かが弾はじけた。

　爆発系の魔法が、あたしの体を宙に浮かせる。数メートル空を飛んで、植え込みの中へ落ちた。

「……がっ！」

　背中が焼けるように熱い。

　叩き付けられた衝撃で息が出来ない。

　それでも何とか這はうようにして、植え込みの中を逃げる。

　逃げなきゃ。

　死にたくない。

　死ぬのは嫌。

　涙で視界が滲んできた。

　四つん這いになって太い木の陰に隠れ、息を潜める。

　膝ひざを抱えて、出来るだけ体を小さくした。

　嫌だ、もう。こんなの。

　体が震えて止まらない。

　たすけて、誰か助けてよ。

　がさがさと植え込みをかき分けて追ってくる音が聞こえる。

「どこにいる……」

　怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い怖い──、

　涙がこぼれてきて止まらない。

　嗚お咽えつが漏れそうな口を手で押さえる。

　あのときと同じだ。

　隠れて、恐怖に震えて。

　あたしはあの時から、何も変わっていない。

　足音が近付いてくる。

　木の幹に背中を押し付けるが、何かが邪魔をしている。

　腰に着けたポーチだ。

　その中にある魔法石──。

「──そこか」

　すぐ側で、地の底から響くような声がした。
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　俺はリゼル先輩と、ローマの夜空の下を駆けていた。

　橙だいだい色いろの街灯に照らされた街が、眼下に見える。目標に定めた、クラシカルなデザインのビルの屋上が迫ってくる。

　着地、そして屋上を走り、もう一度跳躍。

　前方をゆくリゼル先輩の背中を追う。

　その姿は、いつもの制服ではない。

　俺もリゼル先輩も、夜空の下で目立たないように、黒のボディスーツを身に着けている。俺はともかく、先輩の後ろ姿はとても魅惑的だ。

　耳に着けた小型のヘッドセットから、リゼル先輩の楽しげな声が聞こえる。

『ふふっ、早く私を捕まえてごらんなさい♪』

　俺の方を振り向き、いたずらっぽい笑みを浮かべている。

　可愛い、と思ったがそんな感想を言うわけにもいかない。

「了解です。今日こそ、追いついてみせますよ！」

　夜空の下で鬼ごっこと洒落しやれ込こんでいる──わけではなく、これも特訓の一環。

　あらゆる種類の魔法を同時に、自由自在に使いこなせるようにするための特訓だ。それも無意識のうちに、細かい制御が行えるように──である。

　それにはひたすら反復練習しかない。そうすることで、体に魔術回路を刻み込む。

　ちなみにリゼル先輩は、子供の頃にすぐに身につけたらしい。でも、俺はリゼル先輩のような天才じゃない。その分、沢山練習するしかないんだ。

　雅みやびは俺と同じで、ひたすら練習したと言っていた。

「はぁい♥　ユートっ」

　その雅がどこから現れたのか、隣に並んだ。

　やはり体にぴったりと張り付く、黒のボディスーツ。そのスーツに包まれた、大きな二つのおっぱいがぶるんと揺れて、俺の目を奪う。

　ぷにっと頬を突つつかれた。

「もー油断しすぎ。並ばれるまで気付かないとか！　追っかけてると、相手しか見えなくなっちゃうのは良くあるけど！」

「確かに……ありがとうな、雅」

「えへへへ、どーいたしまして！　あ、それと──」

　雅は両手で、自分のおっぱいをすくい上げるように持ち上げた。

「このスーツだと、おっぱいが落ち着かないから。ユートがガシッと押さえててくれると、助かるんだけどなー♥」

　二人並んで教会の屋根を蹴けり、大きく跳躍する。

「おいおい、今はそっちの特訓じゃないだろ？」

　すると雅は、期待するようにはにかんだ。

「えへへ、今夜はアタシの番だもんね。今から楽しみだね……♥」

「雅……」

　そういう下半身に刺激を与えるようなことを言うな。集中力が途切れる。

　そう思ったとき、雅の向こうから凄すごい勢いで向かってくる影があった。

「雅の相手が来たみたいだぞ」

「へ？」

　金髪、褐色の肌の美少女──ネイトがあっという間に迫って来た。

「ひゃっ!?」

　雅は空中に魔法陣を出現させ、それを足掛かりにして大きく方向を転換。

「あっぶなーっ!!」

　と、叫びながら夜空に姿を消す。

「きゃ!?」

　勢い余ったネイトが、俺に激突した。

「ご、ごめんなさい！」

「……!!」

　ネイトの胸の谷間に埋まって、返事が出来ない。

「い、いや。大丈夫だ」

　顔を上げると、瞳をうるませたネイトと視線が合う。頬を染めていて、もう発情してしまっているかのようだった。

　慌てて視線を下ろすと、そこには雅にも勝る巨大な胸。薄いボディスーツを押し上げる乳首の形がくっきりと浮かび上がっている。

　くそ！　ますます下半身に悪い!!

「そ、それじゃ！　リゼル先輩にどやされるから!!」

『私が何ですって？』

　と、ヘッドセットから冷たい声が響く。

　しまった、筒抜けだった！

「な、何でもありませんっ!!」

　慌ててリゼル先輩の後を追う。するとリゼル先輩は、遺跡が点在する大きな広場にいた。フォロロマーノという遺跡で、何でも二千年前のものらしい。

　高さ三、四十メートルはありそうな大理石の柱が、八本並んで立っている。かつて神殿だったであろうその上に、リゼル先輩は立っていた。

　俺もその横へと降り立つ。

「まだまだ先輩には追いつけないですね」

「雅やネイトのおっぱいに気を取られているようでは、追いつけないわよ？」

　……お見通しですか。

　そして先輩も大きく美しい胸を見せつけるように、腕を組んで下から持ち上げる。

　柔らかな曲線と、浮き上がった乳首の形が俺の視線を掴つかんで離さない。

「ふふふ、魔力の補給をしておく？」

　俺の視線を感じたのか、からかうようにリゼル先輩が微笑む。

「あ、いえ……だいぶ魔力の上限値も上がってきましたんで……」

　後半戦の合宿が始まって、もう一週間が経つ。夏休みも残すところ、あと五日。

　魔力の上限値は当初の目標である10万をクリア。順調かと思われたが、ここへきて壁にぶち当たっている。

　ネイトとの『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』で上限値が12万にまで上昇したものの、ザインの言った通り、新たな固有魔法は発動しなかった。

　あれから色々刺激的なプレイを模索しているが、これといった効果的な方法が見つかっていない。

　そんな停滞した状況なので、どうしても気が急せいてしまう。

　ザインの教えてくれた魔力の上限値まで、あと８万。もう一度、ザインに会うことが出来れば、役に立つことも聞けるかも知れない。そう考えてから、改めてザインとは何者なのかという疑問が湧いてくる。

　思うに、あれは俺自身の精神世界ではないのだろうか？

　いや、というよりも──、

　俺は首に下げた『恋人ラバーズ』のアルカナを手に取る。

　あの世界の眺め……何だか、このアルカナの背景に似ている気がする。だとすると、俺は『恋人ラバーズ』のアルカナの中に入っていたのか？

　それにあの声……いつもナビゲートしてくれるアルカナの声と似ている。

　アルカナは無感情なシステムボイスといった雰囲気なので気付かなかったが、よくよく思い出してみると、実は同じ声だったのではないか。

「リゼル先輩……魔王のアルカナって、アルカナ自身に意思とかあるんでしょうか？」

「どうしてそう思うの？」

「最近夢の中で、妙な場所へ行くんです。そこで女の人と出会うんですけど……それがどうも『恋人ラバーズ』のアルカナと関係があるような気がして……」

「……」

　リゼル先輩はローマの街を見渡した。

「この場所で特訓をしたのには理由があるの」

　質問に対する答えではない。しかし俺は黙って聞いた。

「魔王のアルカナの発祥について、正確な記録は残っていない。けれど、恐らくこのイタリアだと言われているわ」

「え!?　魔王のアルカナって、魔界で作られたんじゃないんですか？」

「こちらの世界へ来た魔族が、人間の世界に影響を受けながら作った……とされているの。その魔王のアルカナを参考にして、タロットカードが作られた、という説が有力ね」

「そうだったんですか……」

　とすると、俺はいま魔王のアルカナ発祥の地で特訓をしている、ということになるのか。

「魔王のアルカナが生まれた地で特訓を行えば、『恋人ラバーズ』のアルカナとユートの結びつきに、何らかの影響を与えるのでは？　と思ったの」

　──それじゃ、やっぱり？

　夢でザインと会ったとき、以前よりも現実感があったというか……話もしやすかったし、会話も前よりもスムーズに出来た気がする。

　とすると、ザインが最後に言っていたこと。

　過去の因果……欠けた鍵かぎを取り戻したとき、俺の封印が解かれる──確か、そんなようなことを言っていた。

　俺自身の過去に何かあったのだろうか？

「先輩。俺は以前に──」

　そのとき、突然アルカナの声が頭の中で響いた。

『警告。「空間転移トランザート」の魔法を感知。警戒を推奨』

　眼下の地面に、突如魔法陣が展開した。

「ユート!!」

「はい！」

　俺は身構えると、防御と攻撃の魔法の両方を準備する。

　白く光る魔法陣が回転し、その中央から倒れた人の姿が現れた。

「あれは……？」

　魔力の光に照らされたその人影は、一瞬、死体に見えた。

　それほどまでに生気を感じなかった。

　全身、血と泥で汚れ、服はズタズタに裂けている。そこから覗のぞく、胸元や太ももは血が通っていないかのように青白い。

　泥まみれのプラチナブロンドも、捨てられた人形のようにぐしゃぐしゃに乱れている。表情のない顔は死体のようで、光のない瞳ひとみは焦点がどこにも合っていない。

「まさか……」

　リゼル先輩も顔色を失った。

　魔法陣が光の粒となって消えると、俺とリゼル先輩は神殿の遺跡から、倒れた人影の側へと飛び降りる。

　すぐ近くでその姿を見て、俺は改めて衝撃を受けた。

　口からうわずった声が、自然と漏れる。

「これが……星ガ丘……ステラ？」

　ボロ雑ぞう巾きんのようになって倒れている姿。

　これがあの、美しく、高貴で、トップアイドルの座に燦さん然ぜんと輝いていた『星スター』の魔王候補だとは思えなかった。
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　その人は、人里離れた山の中に住んでいる。

　だから会いに行くのは手間が掛かる。

　チャーターしたハイヤーは国道から脇道に逸それて、車がすれ違うのも難しい細い道を進む。山の斜面に貼り付くように曲がりくねった道路を行くと、急に開けた土地が現れた。

　そこに幾つかの茅かや葺ぶき屋根の家が建っている。これから会う人は、今では廃村になったこの集落に、たった一人で住んでいる。

「お客様、こちらでよろしいでしょうか？」

　ハイヤーが止まると、運転手が厳かに尋ねてきた。

　私は顔を上げ、バックミラー越しに運転手に向かって小さくうなずく。

　その鏡には、微笑みを浮かべた私の顔が映っている。

『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』の魔王候補、下しも鹿か妻づまりんねの顔。その微笑みは、ただそういう顔を作っているだけで、感情を表す記号ではない。

　運転手は車から降りると、後部座席のドアを開けた。

「それでは、私はこちらでお待ちしておりますので」

　運転手は立ったまま、私を見送る。

　あれは魔族ではなく、ただの人間。タクシー会社も、特に魔族とは縁がないところを選んだ。

　これから会う人の居場所を、他の魔王候補に知られないためだ。

　下手に魔族に関連した会社を使うと、情報が漏れやすい。人間は勿もち論ろん、下鹿妻家の息の掛かった魔族であっても同様だ。

　何より、私は一族の人間を信用していない。

　スマホを取り出すと、ＳＮＳにメッセージを書き込む。

　送信相手の名は──『隠者ハーミツト』。

『家の前にいる。入っていい？』

　すると即レス。

『おーいいよー』

　軽いノリの返事と共に、家の周りに展開されていた結界が解かれた気配がする。

　軒下まで歩いて行くと、立て付けの悪い扉に手をかける。片手では開かず、両手の指を取っ手にかける。そして全身の力を使ってこじ開けた。

　私にとっては、魔術結界よりこの扉の方が鬱うつ陶とうしい。

　中に入ると土間になっていて、一段高いところに座敷がある。

　靴を脱いで座敷に上がると、勝手知ったる様子で家の中を進む。廊下の途中で足を止め、床板の一部を外す。

　床に正方形の穴が出来た。その下に、隠し階段が続いている。

　踏み外さないように、注意深く下って行く。地下には、上の家とはまったくイメージが異なる空間が広がっていた。

　フィギュアの入ったガラスケースが立ち並び、天井から美少女キャラクターやイケメンキャラのタペストリーが何枚もぶら下がっている。壁には背の高い本棚が張り巡らされていて、マンガや画集などオタク系な書籍がぎっしり詰まっていた。

　そんな部屋の中央に、大きなＰＣデスクがある。大型のモニターが三面並んだその前に、家主である少女が座っていた。

　私の気配に気付くと、白髪にピンクのハイライトが入ったその少女が振り向く。

　瞳の色もピンク。日焼けしていない白い肌と、長くてたくさんある白い睫まつ毛げが、とても綺き麗れいだった。

　それが『隠者ハーミツト』の魔王候補──不こ来ず方かた密ひそ香か。

　引きこもりのレベルを超越した厭えん世せい主義。もはや世捨て人に近い。

　私の姿を確認すると、目を合わせないようモニターの方を向く。そして、キーボードに手を置くと、モニターに映っているアプリにメッセージを入力した。

　私のスマホから着信音が鳴る。

『で、どーだった？　密香的にはいー感じでやれたと思うんだけど』

　私も直接話しかけず、スマホに返事を入力する。

『うん。ばっちりだったみたい。とどめを刺す前に逃げられちゃったみたいだけど、「星スター」はもう役に立たないだろうって』

『そっかー!!!!!!　やったぜ！　りんちゃんもお手柄じゃん!?』

『そうだね。ありがと。密香ちゃんのおかげ』

　そう返事をして、目の前にいる本人の姿を確認する。密香の表情に特に変化はない。

　ネット越しだとこんなに感情豊かで生き生きとしているのに、当の本人はまるで人形のようだ。

　密香は引きこもりの上に、コミュ障だ。普通なら他人とは顔を合わせはしない。私が、家に上げてもらえるのは、異例中の異例なのだ。

『でも、ごめんね。密香ちゃん、あまり他人と関わりたくなかったのに』

『それはもーいいって。おかげで、りんちゃんと仲良くなれたし』

　ロストに見つかったおかげで、密香は片棒を担がされている。私と違って、見逃してもらう為に協力しているに過ぎない。

　最初は生命の危機を感じて、嫌々従っていたらしい。しかし、連絡役が私になってからは、少し態度が変わった。

　似たところがあるからかな、と私は思っている。

　詳しくは知らないが、密香は一族からの次期魔王への期待に耐えきれず、引きこもるようになったらしい。そして、他者から批判されること、危害を加えられることをひどく恐れる。

　傷付けられたくない、という防衛本能が強すぎてコミュニケーションもうまく取ることが出来ないのだ。

　私にも同じようなところがあるので、それを敏感に感じ取っているのだろう。自分に嫌なことをしないと安心しているのだ。

『私も気を付けてるけど……でも、密香ちゃんの居場所がどこからか漏れちゃわないか心配……』

『でもまー仕事も終わったし？　そろそろまた姿をくらます予定だけどね。あ、でも連絡は取り合おうよ』

『うん。よろこんで』

『お互い、生き残れるといいなー。密香、魔王になるとかより、死ぬ方が嫌なんだよなー死にたくないなー』

　屈託なく話す密香は好ましい。密香も私のことを、気の置けない相手と思っている。

　もしかしたら、自分にも友達というものが出来るのかも知れない……そんな期待を抱いてしまう。

『密香ちゃんは戦うんじゃなくて、逃げ切りの予定だもんね』

『それな！　だーって密香、戦力ゼロじゃん。たまたま「星スター」に対しては偶然役に立ったけど、それでも一人なら勝てないしなー』

　密香の固有魔法『漂白ブレイン・洗脳ウオツシヤー』は、相手を洗脳する力を持つ。それだけ聞くと、実に恐ろしい能力に思える。『悪魔デビル』の魔王候補三みツつ石いしイビザの『愛縁最高サイコネクト』の上位互換のようにも聞こえる。

　しかし『漂白ブレイン・洗脳ウオツシヤー』は魔族には効かない。効果があるのは人間だけなのだ。通常の領地経営ならともかく、魔王大戦では役に立たない。

　だが、ステラの魔力の源泉を断ったのは『漂白ブレイン・洗脳ウオツシヤー』の力だ。

　密香は視覚や聴覚など、人間の感覚器を通して洗脳を行う。ステージの映像システムを乗っ取り、スクリーンを通してファンを洗脳したのだ。

『密香の固有魔法じゃ、魔王大戦を戦えないし！　でも、前回だって、生き残った連中はいたからね。密香はずっと隠れて、完走を目指す!!』

『うん。がんばってね』

『りんちゃんもな！　二人で生き残ろうぜ!!』

　本当はそっとしておいてあげたい。

　でも、ロストに頼まれた依頼がもう一つだけある。

　私はロストには逆らえない。いや、逆らいたくない。魂を救ってもらったあの日から、忠誠を誓っているのだ。

　私は次期魔王となるため、幼い頃から厳しい指導を受けていた。

　意思を奪われ、一族の操り人形として魔王大戦を戦うように育てられた。しかし、なかなか期待に応こたえられるような成果を挙げられずにいた。

　たぶん私は真面目過ぎるんだ。だから、心を病んでしまった。ダメな自分を許して欲しくて、リストカットをするようになった。

　手首を切ると気持ちが楽になった。気のせいか、少し何かをやり直せるような気分にもなれた。

　今から思えば、あの感覚は『無限再演リバイバル』に目覚めるきっかけだったのかも知れない。

　リストカットは一時的に私を救ってくれたけど、そんなことではどうにもならないことが起きた。

　一族の人たちから、死刑を宣告されたのだ。

　一族は、私ではなく、分家の娘を魔王候補として擁立すると決めたのだ。

　だったら、自分は身を引くので放って置いて欲しい──と懇願した。

　しかし、私が反逆するという可能性もある。遺恨を残さぬよう、この場で殺すと襲われた。

　私は泣きながら命いのち乞ごいをした。傷だらけの腕を見せ、何度でも手首を切るからとお願いした。しかしそれは逆効果。ますます魔王候補どころか下鹿妻家の者として相応ふさわしくないと罵ののしられた。

　震える手でカッターを掴つかみ、必死に謝罪しながら手首を切った。

　その瞬間──時が巻き戻った。

　私は部屋で、一族の人たちが来るのを待っているところだった。

　最初は何が起きたか分からなかった。しかし──、

「へえ、面白い魔法が使えるんだね」

　フードを被かぶった男が側に立っていた。

「あなた……は？」

「僕は浄土ヶ浜ロスト。キミを助けてあげよう」

「私を？」

　この人は何を言っているのだろう、と思った。

「私にはそんな価値はありません。私は誰にも望まれない、何の役にも立てない……だから……」

「だから、死にたいの？」

　ビクッと体が震えた。

「死……」

　恐怖が体を貫いた。

「キミが死を望んでいるのなら、死をあげよう。けれど生きたいのなら、そう言って。なぜなら、僕はキミを必要としているから」

　──必要。私を？

　全然聞いたことのない言葉だった。

「運命を他人に握られ、ゴミのように扱われる……その思いは僕にも良く分かる」

　この男は自分が感じてる心の痛みを知っている。

「キミの能力は凄すごい。僕ならキミの力を生かすことが出来る」

　それは、ずっと聞きたかった言葉だった。

　だからロストの期待に応えたい。

　あともう一度だけ、密香にして欲しい。

　私は意を決して、スマホにメッセージを入力する。

『……でもね、今回の魔王大戦で、密香ちゃんが勝てる相手が一人だけいるんだよ？』

『ええ～いないだろー？　そんな奴』

　私は深く息を吐き、生いけ贄にえの名を挙げた。

『「恋人ラバーズ」の魔王候補はね、人間なんだ』







[image: 第四章　『恋人』のエース]

　アスピーテ・ラインは一人、霧のかかった森を歩いていた。

　ここは魔界の辺境の地、シュバレーゼ。あのポランという混血魔族の村があったという土地だ。しかし──、

「何もないところだな……」

　見渡す限りの乾いた荒野が続き、森が見えたと思ったら枯れ木の森だった。

　魔界にも魔族が多く集まる都市もあれば、辺へん鄙ぴな場所もある。ここは間違いなく後者だ。

　アスピーテはうんざりした思いで、その森の中へ入って行く。

　カラオケボックスで聞いた話が気になり、アスピーテは自分のプライベートゲートを使って魔界へやって来た。

　シュバレーゼがゴルゴダ家の領地であることは、アスピーテも知っていた。

　特に資源もなく、土地も涸かれている。ほとんど無人の地と言っても良いところだ。

　そこにかつてロストが住んでいた。

　そして前回の魔王大戦で『死神デス』の魔王候補は、このゴルゴダ家から選ばれている。しかし、いいところなく敗退したはずだ。

『死神デス』という名前の響きに反して、今までの魔王大戦では大した戦果を挙げられていない。それは『死神デス』のアルカナの能力が低いからなのか、ゴルゴダ家が劣等なのかは分からない。いずれにしろ、ゴルゴダ家など眼中になかった。

　領地の経営もひどいものだったらしい。

　その穴埋めをするため、魔王の目も届かない辺境であることを生かして、魔界でも非合法とされていることを行っている──という噂がまことしやかに流れていた。

　下級魔族を使った生物実験も行っている、そんな話を聞いたことをアスピーテは思い出した。

　どうやらただの噂ではなさそうだな──と、アスピーテは森の先に目を凝らした。

　立ち枯れた木々の先に、幾つか小屋がある。

「あれが村か？」

　少し開けた場所に出た。

　草もろくに生えていない荒野のような土地に、今にも倒れそうな小屋が並んでいる。そのうちの幾つかは傾き、隣の家に寄りかかるようにして辛うじて建っていた。

「……生き物の気配がないな」

　倒れそうな小屋の一つを覗のぞくと、中は荒れ果てていた。おそらくもう何年も捨て置かれているのだろう。

　ポランたちが奴隷として攫さらわれてから、ここには誰も住んでいないということか……。

　アスピーテは廃村を後にして、さらに道を進んだ。

　徐々に道は下り始め、その先にある谷が見えてきた。

「あれか……」

　谷を挟んだ向こうの丘に、屋敷の影が見える。谷から先は霧がかかっていて、霞かすんでよく見えない。だが、あれがこの土地の領主の館やかたのはず。

　谷を下りてゆくと、どんどん霧が濃くなった。道の両側は沼地らしく、枯れた木が何本か浮かんでいる。

　美しさの欠片かけらもなければ、侘わび寂さびにも遠く、退廃的なロマンもない。あるのは、死と虚無のイメージだけだ。

　こんなところに屋敷を構える奴の気が知れない──と、アスピーテは眉まゆを寄せた。

　しかし、他人に知られたくない企たくらみをするには絶好の環境ではある。

　だが噂以上のことは、誰も知らない。

　普通に考えれば、『死神デス』のアルカナを受け継いでいるのはゴルゴダ家の次期当主、魔王学園に今年入学したはずのモルス・ゴルゴダのはずだ。

　しかしモルスは一度も学園に登校していない。

　今回の魔王大戦で『死神デス』の魔王候補が現れないのは、棄権したからだと思っていた。今までの実績から考えて、参戦するだけ無駄だと判断するのも無理はない。そう思っていた。だが、事はそう単純ではないのかも知れない。

　まさか、いつぞやの自分のように引きこもっているわけではあるまい──と自じ嘲ちようの笑みを浮かべ、アスピーテは目の前にそびえる屋敷を見上げた。

　霧に邪魔されない距離まで近付いてみると、その屋敷は一見何の変哲もない建物に見える。しかし、どこか違和感を覚えた。

　妙な言い方ではあるが、屋敷から生気を感じないのだ。

　中にいる者の存在も、魔力も、何もない。まるで廃はい墟きよだ。

「……やはりただ事じゃなさそうだな」

　アスピーテは手袋を深くはめ直すと、気を引き締める。

　そして、用心深く屋敷の中へと足を踏み入れた。

「!?」

　中に入ると、廊下の内装がめちゃくちゃになっていた。

　壁紙が剥はがれ、床の絨じゆう毯たんもズタズタに裂けている。飾られていたであろう絵画や焼き物といった調度品も、床に落ちて散らばっていた。

　何者かが、ここで争った跡に見える。

　注意して廊下を進むと、大きなリビングルームがあった。

　その中も、壁に穴が開いていたり、壊された椅子が転がっていたりと、何者かが派手に暴れた形跡があった。

　一体、何があった？

　アスピーテはしばし考えてから、

「『世界ワールド・改訂リヴイジヨン』」

　固有魔法を発動した。

　アスピーテを中心に、半径三メートルほどの魔術結界が出現する。

　──ここには、かつて存在した魔族の魔力が残留している。この世界では、魔力を可視化する。

　アスピーテは結界内限定ではあるが、世界の法則を自由に変更することが出来る。

「だいぶ散ってしまっているか……」

　アスピーテが部屋の中を歩くと、半径三メートルの範囲内で魔力が赤く色づいて見えた。それは空中に漂う塵ちりのような光だった。その小さな粒が、そこで朽ち果てた魔族の形を、うっすらと浮かび上がらせている。

　床に倒れている姿が見える。詳細な形までは分からないが、大人の男のようだ。

「ん……？」

　部屋の真ん中に来たとき、奇妙なものが目に留まった。

　ここに魔族が立っていたらしく、二本の足が見える。

　──だが、上半身がごっそりと抜け落ちている。

　何だ、これは？

　この部分だけ、魔力が先に拡散した？　いや、しかし……。

　アスピーテは『世界ワールド・改訂リヴイジヨン』を解除し、二本の足があったところにしゃがむ。

　そこに小さな手帳が落ちていた。

「魔王学園の生徒手帳か……」

　中を見ると、持ち主の名前が書いてある。

　──モルス・ゴルゴダ。

「こいつは──」

　アスピーテがある確信を得た瞬間──、

　床が爆発した。

　一瞬で広がった炎が、アスピーテの体を包む。

　爆発の衝撃は天井と壁を吹き飛ばした。

　強烈な魔術爆発は、ゴルゴダ家の屋敷を完全な廃墟へと変えた。砕けた壁から火の手が上がり、あっという間に屋敷全体が燃え上がる。

　その炎を見つめる一人の女がいた。

「……ふふ。これで『世界ワールド』も終わりね」

　赤いボンデージコスチュームを身に着けた女が微笑む。日本人形を思わせる黒髪のショートカット。『吊された男ハングドマン』のエース、綾あや織おり女郎いらつめ。

「所しよ詮せんは『恋人ラバーズ』如きに後れを取るような男。やはり容易たやすい」

　色っぽい微笑みを浮かべると、燃え上がる屋敷に背を向け立ち去ろうとする。

　──が、

「!?」

　綾織は足を止め、振り向いた。

　燃え上がる廃墟の中に、何かいる。

「──舐なめられたものだな。あの程度のトラップで殺やれると思われるとは」

　炎の中に、人影があった。その人影を避けるように、炎が球形に広がっている。

　その男は、ズボンのポケットに両手を突っ込んだまま、何気ない足取りで焼け落ちる屋敷から出て来た。

「『世界ワールド』のアスピーテ・ライン……思ったよりしぶといですね」

「ふん。『吊された男ハングドマン』のカードか」

　一いち瞥べつすると、アスピーテは綾織を無視するように、その横を素通りして行く。

「……!?　待て、アスピーテ。貴様、このまま逃げられると思うか!?」

「なに？」

　アスピーテは足を止めた。振り向くと、片方の眉を上げて綾織を睨にらむ。

「貴様など相手になるか。せめて早はや池ち峰ね夜よ鷹たかを連れて来い」

　そしてあざ笑うように付け加えた。

「もっとも、奴も俺に敵かなうとは思えないがな！」

「お嬢様に無礼な口を……人間如きに負けた、魔族の面汚しの分際で！」

　綾織の瞳ひとみが怒りに燃える。

「『轟爆砕デトネーシヨン』!!」

　爆発系の中級魔法がアスピーテの足下で弾はじける──はずだった。

「……!?」

　確かに魔法は発動した。しかし効果が発生しない。

「どうした？　早くしろ」

　アスピーテは挑発するように手招きをする。

「く……ならば『魔炎焦土フアイドゼノン』!!」

　炎系の上級魔法。綾織が使える中では最強クラスの魔法だった。

　しかしアスピーテは面倒臭そうに右手を前に出す。

「『魔障壁バリカーデ』」

　綾織の渾こん身しんの一撃は、アスピーテの防御魔法にあっさりと弾き返された。

「何だと!?」

　アスピーテは溜ため息を吐くと、今度は左手を前に出す。手の平の先に、巨大な魔法陣が広がった。

「『魔炎焦土フアイドゼノン』とは、こういうものを言うのだ」

　地獄の釜かまが開いたような、恐ろしい熱と瘴しよう気きが溢あふれ出す。魔法陣の中心から、火山が爆発したような炎が噴き出した。

「──!?」

　綾織は咄とつ嗟さに防御魔法の『魔障壁バリカーデ』を何重にも張った。地獄の火炎を果敢に受け止める。しかし──

「な……!!」

　アスピーテの『魔炎焦土フアイドゼノン』は、綾織の『魔障壁バリカーデ』をあっさりと打ち砕いた。

「きゃあぁああああああっ!!」

『魔障壁バリカーデ』は砕け散り、綾織の体は大きく吹き飛ばされる。十数メートルは宙を飛び、地面に落ちて転がった。

「が……あぅ……」

　綾織は動けなかった。骨も何カ所か折れているに違いない。回復魔法をかけたいが、魔力の流れが整わないので、それも無理だった。

「他愛たわいもない……さては貴様、早池峰夜鷹の愛あい玩がん用か？」

　アスピーテは綾織の側まで行くと、焦げた髪を掴つかんで引きずり起こす。

「ぐぅ!?」

「貴様もここに『死神デス』の正体を探りに来たな？」

「……それが、どうした」

「ふふん。貴様らの同盟とやらも、どうやら一枚岩ではないようだな」

　アスピーテは皮肉な笑みを浮かべると、綾織の体を揺さぶった。

「それで、ここで何か見つかったか？　吐け」

「く……ふざけるな……貴様、ごときに……」

　アスピーテは面倒臭そうに溜め息を吐いた。

「『世界ワールド・改訂リヴイジヨン』──貴様の思考をそのまま声帯へ垂れ流させてやる」

「は？　何を寝言を言って──」

　綾織はアスピーテを挑戦的に睨み付けるが、口が勝手に喋しやべり出した。

「──あ、あの屋敷で……当主の記録を見つけた……モルス・ゴルゴダが『死神デス』のアルカナを継承したと書かれていた……モルスが正式な魔王候補だったことは確実だ」

「なるほどな。モルスとその家族はロストに殺られたか」

「ここだけではない。他の屋敷も……ゴルゴダ家は一族郎党、皆殺しにされている」

「何だと？」

　綾織は脂汗を流しながら、驚きと恐怖の目でアスピーテを見つめた。

「な……バカな……思ったことが、勝手に、口に……」

「余計なことは喋るな。ロストについて考えろ」

　考えてはいけないと思っても、その単語を聞くと条件反射で考えてしまう。すると、再び口が頭に浮かんだことをそのまま話す。

「お、恐らくロストは、ゴルゴダ一族に個人的な怨うらみを抱いている。その理由は──」

　唐突に、綾織の胸から黒い腕が生えた。

「!?」

　考えるよりも先に、体が動いていた。

　アスピーテは大きく後ろへ飛んで、黒い腕をかわす。

　──何だあれは!?

　ぞくりと胸の中が冷たくなった。

　綾織から目を離さずに着地する。

　当の綾織は、愕がく然ぜんとした様子で胸から生えた腕を見おろしている。

「な……こ、これ……なに？」

「今のを避よけるなんて、さすがだね。『世界ワールド』のアスピーテ」

　綾織の胸から生えた腕が喋ったように聞こえた。

　黒い腕がどんどん前に伸びる。

「な……」

　綾織の体を突き抜けるようにして、黒い姿が現れた。

　それは人型をした、不定形な物体。コールタールのような、粘度のある液体の固まりが、人のような形を作っている。それが綾織の体を突き破って現れた。

「がは……っ!?」

　綾織が苦しげな息を吐き出した。

「!?」

　綾織の体の半分がない。

　黒い化け物の形に、体が削り取られていた。

　綾織は糸の切れた操り人形のように、その場に倒れた。地面に黒い染みが広がり、死の沼が綾織の体を地の底へ引きずり込んで行く。

「……っ」

　それは目の前にいる、黒い化け物と同種のものに見えた。

　ぐにゃりと形を歪ゆがめる黒い化け物から、再び声が聞こえた。

「でも、他人の個人情報を漁あさろうとするのは、感心しないなあ」

「貴様……浄じよう土どヶが浜はまロスト、か」

　黒い物体は急に姿を変えた。まるで、彫刻が自然と出来上がって行く様を見るようだった。髪は赤い色に変わり、顔も肌色に変わると、先日出会った浄土ヶ浜ロストが現れた。

　ただし、頭の上には耳が生えている。そして体は、あのときのラフな服装とは違う。

　黒い鎧よろいだった。体にぴったりとフィットした、薄い装甲。不思議なことに、鎧を着ているのではなく、ロストの皮膚が鎧になっているように感じられた。

「これが僕の固有魔法『夢望無残ドリーミング』」

「夢……だと？」

「何でも好きな形になれる。僕の夢を叶かなえてくれる。ステキでしょ？」

　アスピーテは鼻先で笑った。

「ふん、なるほどな。あの黒い沼のような液体が、貴様の実体か」

　ロストの目が細くなった。

「どうでもいいでしょ？　そんなの」

　じわりと殺気が滲にじみ出る。

　不ふ遜そんな表情のアスピーテだが、その頬に冷や汗が流れる。

　こいつは──ヤバそうだな。

　ロストは少し不機嫌そうな口調で尋ねる。

「キミ、最近ユートと親しくしてるらしいね」

　ユート？

　アスピーテは体の中で魔術式を組み立てながら、見下すような笑みを浮かべた。

「それがどうした？　敵である貴様には何の関係もあるまい」

　ロストは上目遣いでアスピーテを睨んだ。

「キミ、ウザいね」

「そういう貴様は無礼だな。この俺は世界一の男、『世界ワールド』のアスピーテだぞ？」

　ロストの金色の目が光る。

　──来るか！

　ロストがアスピーテに向かって飛びだした。

　その瞬間、アスピーテの魔術式が完成する。

　ロストの腕が黒く染まり、液体化してアスピーテに伸びた。

　──が、

「!?」

　アスピーテの姿が消えていた。
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　地面に、微かすかに魔法陣の名残が映っていた。

「『空間転移トランザート』……大口を叩たたくくせに、逃げ足が速い……これだから貴族は」

　ロストは憎らしそうに、その魔法陣を睨み付ける。

　その名残も消えたとき、誰かがやって来る足音が聞こえた。

　まだ近くに!?

　振り向きざまに腕を振ろうとして──

「っ！」

　そこにいたのは、ピンク色の髪をした少女だった。

　自分に忠実な、憐あわれな少女。

「……りんね？」

　下しも鹿か妻づまりんねは、びっくりした顔で固まっていた。

「あ、あの……」

　ロストは引きつった笑いを浮かべた。

「ごめんごめん、驚かしちゃって。今ちょっと『世界ワールド』とやり合ってたからさ」

　りんねは、さっと顔色を変えた。

「あ……すみません」

　邪魔をしてしまったのだろうか。来てはいけなかったのだろうかと、りんねは視線を落とした。

「ああ、本当に気にしないで。ちょうど取り逃がした後だったから。それより何か用があったのかな？」

「は、はい……例の件。『隠者ハーミツト』が引き受けてくれました……」

　怖々とした声でそうつぶやくと、ロストはにっこり笑って、りんねの肩を叩いた。

「ありがとう。お手柄だ」

「……あ」

　りんねの顔が明るくなった。

　この一言が欲しくて、自分は働いている。ロストの役に立てた。

　ものすごい多幸感に包まれる。

「それじゃ戻ろうか。ここにはもう用はないから」

「は、はい……」

　りんねは満たされた気持ちで、ロストの背中を追いかけた。




　　　　◇　◇　◇




　ステラを俺たちの泊まっているホテルに匿かくまって、三日が過ぎた。

　れいながおフロの世話をしたり、雅みやびが着替えを用意したり、ネイトが髪を梳とかしてくれたりと、色々と世話をしたおかげで身ぎれいにはなっていた。

　しかし、まだ何があったのか話してはくれない。

　一応、ネットニュースでステラのコンサートが中断したことは知っていた。ただ、思ったほどの話題になっていないのは意外だった。

　リゼル先輩の見立てでは、恐らく何らかの方法でステラは罠わなにはめられたのだろう、ということだ。

　だが、それが何だったのかは分からない。

　詳しいことをステラから聞きたいのだが、当のステラがずっと塞ふさぎ込んでいて、一切答えてくれない。

　俺はステラの部屋の前に立つと、扉をノックした。

「ステラ、入るぞ」

　返事はない。ドアをそっと開けると、ベッドの上で体を起こしていた。

　俺はベッドの脇にある椅子に腰をかける。

「なあ、ステラ。そろそろ二学期が始まる。明後日にはここを発たって、学園に戻る予定なんだ。それで……」

　ステラの表情に変化はない。

　虚うつろな瞳ひとみでじっとしていると、人形ではないかと思えてくる。いつもの元気のいいアイドルスマイルや偉ぶった態度に慣れていると、本当に抜け殻になってしまったかのようだ。しかし、こうして黙っていると、ステラの顔や体の美しさだけが目立つので、よけいに美しい人形めいて見えてくる。

「ステラはどうするんだ？」

「…………」

　仮にホテルの部屋をキープしたとしても、今のステラでは一人で暮らすのは難しい。

「俺たちと一緒に帰らないか」

「…………」

「もしも、こうしたい、という希望があるなら言ってくれ。出来るだけ添いたい」

「……ふ」

　思わず目を見はった。

　ステラの口元が微笑んでいる。

　ここに来てから、初めて見せる感情だ。

「ステラ？」

「ザマないわね……」

　寄せた眉まゆから、悔しさが滲む。

「このあたしが、こんな無様な姿をさらすなんて……」

「一体、何があったんだ？　ステラほどの実力者が……」

　ステラは俺の方を見ない。まるで独り言のように答えた。

「あたしは……ファンに生命力を貢がせて、それを魔力に変換してる……だからあたしには、常に大量の魔力が流れ込んでくる。それが突然途絶えたの」

　毛布を掴つかむ手に力が込められた。

「何が起こったのか分からない。でも一つだけ確かなことは、あたしはもう最強じゃない。魔術式を構築する能力は高くても、それを実行する魔力はない……結局は、どこにでもいる普通の魔族と変わらない……魔王大戦なんか戦えない」

「…………」

　何か声をかけたいと思った。しかし何を言っても慰めにならないだろう。

　今は、黙って聞いてあげるのが一番な気がした。

「あたしは、仇かたきを取ると誓って、今まで生きてきた……」

　──仇？

「子供の頃から、あたしは才能があった。自分は世界一強いと思っていた。名門貴族のお嬢様で、何不自由なく暮らしていた。お父様がいて、お母様がいて、弟がいて……それが、ある日突然、全部壊された……黒い姿をした化け物に」

「黒い……化け物？」

「いつもと同じ夜のはずだった……でも、そいつが現れて、みんなを殺した。あたしは何も出来ず、ただ逃げた。泣きながら、恐怖に震えて……」

　意外な告白だった。

　何不自由なく育ったお嬢様だろうとは思っていたが、まさかそんな過酷な過去があっただなんて……。

「あたし一人だけが生き残った。それから一人で家名を守って……憎しみと復ふく讐しゆう心しんを心の支えにして強くなってきた。もし仇に出で逢あえたら……そのときは絶対に許さない。生まれてきたことを後悔させてやる。それほどの苦痛を与えてやる、そう思っていた。思っていたのに──」

　ステラはうつむいた。その手元に涙が落ちる。

「なのに……やっぱり何も出来なかった。泣いて、怯おびえて、逃げ惑うことしか出来なかった……あのときと同じ。何も変わってなかった……あたしは……今まで何のために！」

　震える声は、やがて嗚お咽えつへと変わった。

　毛布の上に、ぽたぽたと止めどもなく涙がこぼれる。

「ステラ……」

　俺は腰を浮かせると、ステラのベッドに腰をかけた。俺は選んでステラの近くにいる、そのことに気付いて欲しかった。

「そんなことがあったのか……それは、つらいな……悲しいし、やり切れないし、泣いたって当然だ」

「うるさいわね!!　人間風情が利いたふうな口を叩たたかないで！」

　人を殺しそうな目で睨にらまれた。

　でも、やっと俺のことを見てくれたので、少し嬉うれしい。

　ボロボロと涙を流し、目の周りが赤く腫はれていても、やはりステラは綺き麗れいだった。

「そんな目に遭ったら、立ち直れなくても無理はない。それなのに、一人で家を支え、スーパーアイドルになって、家族の仇を討つために強くなったなんて……尊敬するよ」

　ステラの手の平が、俺の頬を叩いた。

　乾いた音がして、俺は驚いた。

　叩かれたことにじゃない。その力の、あまりの弱さに。

「ステラ……」

「……くっ！」

　ステラは怒りと羞しゅう恥ちに頬を染めて、拳こぶしを握ると俺の胸を殴り始めた。

「そうよ！　今のあたしはこんなものよ！　笑いたければ笑いなさいよ！」

　痛くないわけじゃないが、ダメージには程遠い。これが、次期魔王に最有力との呼び声も高い、正真正銘の化け物と呼ばれた星ほしガ丘おかステラ。

「畜生！　ちくしょうっ！　ちくしょおおおぅ……う、うううわぁあああああああん」

　俺の胸に頭突きをかますと、そのまま声を上げて泣きだした。

　何も言うことは出来ない。その代わり、俺はステラの背中に手を回して抱きしめた。

　そして頭をそっと撫なでる。

　頭の小ささにちょっと驚いた。そしてプラチナブロンドの触り心地の、あまりの気持ちよさにも。

　子供をなだめるように、優しく抱きしめて撫で続けた。

　どれほどそうしていただろうか。

　泣き止んだステラは顔を伏せたまま俺から離れると、ベッドの上で三角座りをして顔を伏せた。

　少し落ち着いて恥ずかしくなったのかも知れない。

　でも、俺の隣から離れたわけではないので、まだここに居ても良さそうだ。

　そして何も言わずに座っていると、

「……あんた、変な奴ね」

　ぽつりとしたつぶやきに、俺は苦笑いを浮かべる。

「そうかもな」

「まだ何か、言いたいことが……あるの？」

「もうしばらくでいい。俺たちと一緒に居てくれないか？」

「……え」

「魔力を集める方法は他にもあるかも知れないし、誰かが仕組んでそうなっているのなら、元に戻す方法だって──」

「……じゃあ教えてよ。どうすれば戻るっていうの？」

　拗すねたような目つきで睨まれる。

「……すまん。それは分からない。でも、まずは元気にならないと。心が負けたら、本当に終わりだ」

　ステラは呆あきれたような溜ため息を吐いた。

「今さらだけど、元気付けてどうするのよ……あたしだって、あんたの敵なのよ？」

「俺たちを頼ってきてくれたステラを、見捨てたりしない」

「…………」

　しばらくして、ステラは皮肉な笑みを浮かべた。

「そうよね……今じゃ眼中なし。敵にすらならないもんね……」

　膝ひざを抱えて、再びうつむいたステラに、かつての輝きが全くない。本当にこれがあの星ガ丘ステラなのか、と信じがたい思いがした。

「……せいぜい見下すと良いわ。あんな偉そうなこと言っておいて……恥も外聞もなく、助けを求めに来るだなんて……本当に最低……」

　ステラは諦あきらめたように溜め息を吐く。

「死にたくないって、ただそれしか考えられなかった……でも、結局あたしは死んだも同然だわ。学園に戻っても、ここにいても、魔界へ帰っても……きっと殺される」

「殺させないよ」

「何でよ……今あたしを殺しておかないと、いずれユートを殺すかも知れないのよ？」

　確かにステラが復活したら、魔王大戦で最強の敵になるのかも知れない。

　でも──、

「魔族は魔力を集めるのに、人間の感情を使っている。だから、憎み合わせ、怨うらみを抱かせ、恐怖を感じさせるのが恐らく一番手っ取り早いんだと思う」

　俺は顔を伏せたままのステラを見つめる。

「でも、ステラは違う。魔力を集めるのに、人間に喜びや楽しみを与えている。生命力を奪ってはいるが、命に別状がない範囲でしかしていない。だから俺はステラを信用している」

　ステラが微かすかに顔を上げた。

「そんなのただの手段よ」

「でも、そんな手段を取るステラはいい奴だと思う」

「……」

「仮にステラが魔王になっても、ステラなりのいい世界を作りそうな気がする。俺が考えるものとは違うかも知れないが、きっと楽しそうだ」

「あんた……本当に変な男ね」

「いや、そこまでじゃないと思うけど」

「普通、次期魔王を争っている相手に、そんなことは言わないわ」

「確かにそうかもな。ステラがいい子で、頑張り屋さんだってことが分かったから……かもな」

「……」

　しばらく黙っていたステラが、囁ささやくような小さな声で何かつぶやいた。

「……いい子……頑張り屋さん……か。そんなの、久しぶりに言われたな……」

　ステラの体が寄りかかってきた。

「え？」

　まるで甘えるように、俺の肩にステラの頭が乗せられる。

「──ス、ステラ？」

　細い腕が、俺の腕に絡められる。

「ねえ……ユート」

「……何だ？」

「あたしが力を取り戻すまで……あたしを守ってくれる？」

　ステラが不安そうなまなざしで、俺を見上げていた。

　俺は子供を安心させるような笑顔で答える。

「まかせとけ」

　不安げだったステラの顔が、明るく微笑んだ。

　その瞬間──

「!?」

　部屋の天井に、魔法陣が展開した。

　──あれは『空間転移トランザート』の魔法陣!?

「ひっ!?」

　怯えたステラが俺に抱きついてくる。

「大丈夫だ。俺から離れるなよ！」

　俺はステラを守るように抱きしめ、魔法陣を睨み付けた。

　恐らくはステラを追ってきた連中。

　とすれば、ロストの手の者か！

　俺は左手を前に出すと、防御魔法を構築する。

　天井に浮かんだ魔法陣から、足が現れ──

「──え」

　見慣れた人影が、床へと着地した。

「ん？」

　灰色の髪をした目めつきの悪いその男は、ベッドの上で抱き合う俺とステラに目を留めた。

　しばし、じっと見つめていたが、すぐにイラついた表情へと変わる。

「盛もり岡おか雄ゆう斗と……貴様、この俺様がわざわざ調査をしている間、敵とイチャついているとは、どういう了見だ」

『世界ワールド』の魔王候補、アスピーテだった。

「ち、違うんだアスピーテ！　実はこれには深いわけが!!」

　抱きついていたステラが俺から離れる。しかしまだ不安なのか、二の腕のあたりの袖そでを指先でつまんでいる。そして憎らしそうな顔でアスピーテを睨み付けた。

「ユート！　アスピーテなんか、やっつけちゃって！」

「なにぃ!?　おい、盛岡雄斗!!　どういうことだ!?」

「ま、待てアスピーテ！　ステラも落ち着け！　アスピーテは大丈夫だから！」

「何が大丈夫なのよっ!?　いかにもロスト側に付きそうな顔じゃないっ！」

　アスピーテのこめかみに、怒りの血管が浮かび上がる。

「無礼な！　おい盛岡雄斗、こんな女に騙だまされるなよ！　女という生き物は裏で何を考えているか知れたものではない！　此こ奴やつこそロストのスパイに違いない！」

　うわああああ、すげえ面倒なことになってきたぁああああっ!!

　その時、扉が音を立てて開いた。

「ユート！　どうかしたの!?」

　リゼル先輩、雅、れいな、ネイト、ルキが飛びこんで来る。

　俺は心の中で、助かった！　と叫ぶ。

「よかった！　リゼル先輩、二人に説明を──」

「わっ!?　何コレ？　どーゆー状況っ!?」

「ですです!?」

　俺の声をかき消すような大声で、雅とれいなが騒ぎ立てる。

　そしてネイトは素早い動きで、アスピーテの前に立ちふさがった。

「あん？　何の真似だ『戦車チヤリオツト』」

　ネイトは鋭いまなざしで、アスピーテを睨み付ける。

「アスピーテ、まさかユートくんを襲う気なんじゃ……」

「あぁ!?　どう見ても、盛岡雄斗を襲っているのは『星スター』の女だろうが!!」

　ブチギレたアスピーテの怒鳴り声に、今度はリゼル先輩が反応する。

「ユート？」

　俺とステラの前にそびえ立つリゼル先輩。その目がナイフのように冷たい。

「……何をしてるの？」

　どう見ても抱き合っている、この状況。

　この後、場が落ち着くまでに十五分を要した。




　　　　◇　◇　◇




「──なるほど。そんなことがあったのね」

　ステラの話を聞いて、リゼル先輩は納得したようにうなずいた。

　一騒動収まって……やっと落ち着いて話が出来るようになった。

　ステラと俺はベッドに座り、リゼル先輩とアスピーテはそれぞれ一人掛けのソファに座っている。れいなとネイト、ルキはロングソファに腰を下ろし、雅はなぜか窓枠に座って、足をぶらぶらさせていた。

「でもセンパイ。そんな熱烈なファンが、急にプイッとかするかなー？」

　雅の疑問も尤もつともだ。リゼル先輩は思案するように、指先を唇に当てた。

「恐らくは何らかの魔法を使ったはずよ。ステラの話と、ネット上の情報からすると、コンサートの最中に、突然ファンがあなたに興味を失ったということになる……一体、どんな手を使ったのか……ネイト、心当たりはある？」

　話を振られたネイトは、申し訳なさそうに首を横に振った。

「分からない……けど、まだ姿を現していない魔王候補もいるから……」

　ルキも同意するようにうなずいた。

「それだよ、きっと！　そんな固有魔法を持つ魔王候補が、ロストの側についたって考えるのが、自然じゃない？」

「そうね……凱旋六王トライアンフが『死神デス』に加担するとは考えづらいから、残るは『隠者ハーミツト』か『節制テンパランス』かしらね……」

　しかしそれ以上の議論は進まない。

　特に手掛かりもないし、仮に『隠者ハーミツト』か『節制テンパランス』の能力だったとして、ステラを元通りにするにはどうしたらいいのか？　その二人を倒せば元に戻るのか、或あるいはもう手遅れなのか、あまりにも情報が不足している。

　俺は話題を変えようと、アスピーテに話を向けた。

「そういえばアスピーテは、何を調べに行ったんだ？　っていうか……ありがとな。一人で動いてもらって」

　アスピーテは不機嫌そうに腕を組むと、ソファにふんぞり返る。

「ふん。礼を言うのが遅い。まったくもって無礼だぞ」

　そう言いながらも、アスピーテは得意そうにシュバレーゼで起きたことを話した。

「……そうだったのか。じゃ『死神デス』の魔王候補は、ロストに──」

「ああ。一族郎党皆殺しだ」

　しかしステラは、納得いかない顔をしていた。

「そんなのおかしいじゃない。魔王候補を殺したって、魔王候補の資格が得られるわけじゃないわ。アルカナだって一いつ旦たんは魔王学園に戻るはずよ。それなのに、どうしてロストは『死神デス』のアルカナを持っているの？」

「ステラの言う通りね。岩がん洞どう校長もロストの正体を気にしている風だったし……そんなに簡単な話ではないんじゃないかしら？」

　リゼル先輩も同意見のようだ。

　ほぼ全員が、アスピーテに否定的なまなざしを向ける。

　しかしその視線を気持ちよさそうに受け止め、アスピーテは得意げに言った。

「はっ！　所しよ詮せん、貴様らの頭ではその程度の発想しか出来まい。この俺様と違ってな！」

　なにもそんな挑発的な態度を取らなくてもいいだろうに……と俺は内心ハラハラした。

　しかしアスピーテは、みんなの冷ややかなまなざしや、俺の心配など気付く様子もない。むしろ気分は絶好調、といった様子だ。

「頭の悪いお前らに教えてやる。いいか？　浄土ヶ浜ロストはモルス・ゴルゴダをただ殺したんじゃない。奴は──喰くったんだ」

　……喰った？

「おい、アスピーテ。まさか……」

「勘違いするなよ、盛岡雄斗。メシ代わりに喰ったというワケじゃない。恐らく奴には、相手を吸収する能力がある」

「吸収……能力だって？」

「そうだ。綾織が体をえぐり取られて死んだと言ったが、引きちぎったわけじゃない。ロストが綾織の体を通り抜けたとき、ロストの体の形にきれいに抜き取られていた。消えた体の破片はどこにもない。あれは恐らく綾織の力……魔力や、魔族としての存在、血統を吸い取ったんだ」

「血統って……」

　魔族は血筋を重んじる。その血に魔族としての能力やアイデンティティーが存在している。一族に伝わる血族魔法も血によって伝わっている。それは雅とイビザの戦いの時に、学んだことだ。

「そんなことが可能なのか……？」

「奴は子供の頃に、強くなるために魔物の血を輸血する実験を受けていたのだろう？　恐らくはその結果得た能力だろう。逆に言えば、それが出来たからこそ、奴はまだ生きているというわけだ」

　しかし、俺はまだ半信半疑だった。

「……でも、何でそんなことが分かったんだ？」

「ゴルゴダの屋敷は荒れ放題だった。恐らくロストが襲撃したのだろうと当たりを付けたが、何が起こったのかは分からない。そこで俺は『世界ワールド・改訂リヴイジヨン』で残留している魔力を目視出来るようにした」

「『世界ワールド・改訂リヴイジヨン』って、そんなことも出来るのか!?　マジで凄すごいな！」

「ふふん。ようやく貴様も物事が分かるようになってきたか」

　アスピーテはめちゃくちゃ嬉うれしそうだった。

「何人も殺された形跡があったが、一人だけ妙な奴がいた。足を残して、他の部分の魔力がない」

「足だけ……？」

　そう聞き返すと、アスピーテは体を起こして俺の方に前のめりになる。

「そうだ。魔力が散逸してしまったのかとも思ったが、他の連中は薄いながらも全身が残っている。一人だけ、一部分を残して消えているのはおかしい。そしてその近くには、モルス・ゴルゴダの生徒手帳が落ちていた」

「ってことは……」

「恐らくモルス・ゴルゴダは、『死神デス』の魔王候補という資格を、浄土ヶ浜ロストに喰われた」

「──だからロストは『死神デス』のアルカナを持つ資格がある。体内に、モルスの血を吸収しているから……」

「そういうことだ」

　にわかには信じがたい。

　しかし、ポランが教えてくれた、ロストが村から消えた理由と妙に符合する。

　アスピーテはにやりと笑うと、さらに付け加えた。

「元々、あの土地には怪しげな噂があった」

「噂？」

「ゴルゴダ家は辺境であることをいいことに、見つかるとヤバい生体実験を繰り返していたという話だ」

　──生体実験。

「そのなれの果てが奴なのだろうよ。あいつの正体を見たことはあるか？」

「……正体？」

「お前が見た姿は仮のものだ。奴の実体は──黒い沼だ」

　みんなが「えっ」と声を上げた。

　雅が気味悪そうな顔で訊きいてくる。

「黒い沼って……魔族が死んだときに引きずり込まれる、あの……？」

「そうだ。ロストはあらゆる魔物を取り込んだ結果、本来の形を維持することも出来なくなったんだろう。綾織の体から出て来た黒い液体……あれが奴の本性だ」

　なんだそれ。

　あのどろりとした黒い液体が、本当の姿？

　父さんに薦められた、昔のアクション映画をふと思い出した。なんにでも化ける液体金属の殺人マシーンが敵として登場していた。子供の頃、初めて見たときには、震え上がったものだ。

　一通り話し終わったのか、アスピーテは背もたれに体を預けてふんぞり返る。

「まさか、奴の正体が死の沼そのものとはな……ある意味、奴は『死神デス』の魔王候補に相応ふさわしいのかも知れん。皮肉な話だがな」

　リゼル先輩が溜ため息交じりにつぶやいた。

「どんな綺麗な色も、全部混ぜれば黒くなる……そしてそれは、他の色を塗りつぶしてしまう恐ろしい力……」

「やっぱり……あたしの家族を殺したのは──」

　俺の隣に座っているステラが、震える声でつぶやいた。

　しかしネイトは、悩むような顔で口を挟む。

「でも、ポランの話では、ロストが連れて行かれたのは十年前らしくて……確か、ステラのご家族が襲われたのって……」

「……十年前よ」

　タイミング的には微妙だ。

　しかしステラは、険しい顔でネイトを睨にらんだ。

「でもロストが無関係とは思えない！　あいつを倒して、口を割らせるしかないわ!!」

　いつものステラが戻って来たような口調だった。その圧力に、ネイトも思わず身を引いた。しかし、その元気は長持ちしない。ステラは肩を落とすと表情を曇らせる。

「だからって……あたしの力が戻るか分からないけど……」

　そのつぶやきを、アスピーテは聞き逃さなかった。

「なんだ貴様、力を失ったのか？」

「……くっ！　あ、あんたには関係ないでしょ!?」

　ここぞとばかりに、アスピーテは意地の悪い笑みを浮かべる。

「そうかそうか！　以前から大口叩きで、無駄に態度のでかい貴様がな！　これは愉快、愉快だな！　わはははははははははははははは!!」

　本当に楽しそうだな……アスピーテ。今まで見た中で一番良い笑顔じゃないか？

　一方のステラは、ぐぬぬぬと歯を食いしばる。

「るっさい！　あんたにだけは言われたくないわ!!」

　それも、ごもっとも。

　なんて思ってると、ステラに袖そでを引っ張られた。

「ユート！　こんな奴信じちゃダメよ！　絶対裏切るから!!　見てよあの悪役ヅラ！　奴にはやられ役がお似合いなのよ！」

「貴様ぁ！　この俺様に対して無礼だぞ!!　おい盛岡雄斗！　そんな女など相手にするな！　そもそも女などというものは、男を利用することしか考えていないのだ!!　奴らは裏で何を考えているか知れたものではない!!」

　ああ……リゼル先輩に利用されたことが、完全にトラウマになってる……それについては、俺も責任を感じてしまう。

「ユート!!」

「盛岡雄斗!!」

　しかし、俺を挟んで怒鳴り合うこの状況は、如何いかんともしがたい。

　ああ……そう考えると、魔王って凄いよな。こんなクセの強い、それでいて化け物みたいな力を持っている奴らを取りまとめているんだ。正直、こんな連中まとめられる気がしない。

　きっとどこかで妥協点を探して、納得してもらう必要があるんだろうけど……それを国とか、世界レベルでやるって考えると気が遠くなる。

　魔王と聞くと、支配者とか絶対君主、独裁者的な姿がまず思い付く。自分の思うがままに、人や世界の運命を決めるってイメージ。

　人間の世界にも、実際に独裁者はいる。

　でも、仮に俺がこのまま魔王になったとしたら……どうなるんだろう？

　今、どう思っていても、その立場になったら独裁者になってしまうのか？

　そう考えると怖い。

　でも──少なくとも、今はそんな気はこれっぽっちもないし、なれる気もしない。

　面倒でヤバい連中の間で頭を悩ませる姿なら、容易に想像できるけど。

　魔王というよりは調整役？　それって……ボランティア精神が強くないと、とてもじゃないがやっていけない気がする。

　……もしかしたら、それが俺の考える魔王の姿なんだろうか？

「いいからあんたはどっかへ行きなさいよ！」

「貴様こそ消えろ！」

　……それはともかく、今はこの状況を何とかしなければ！

　俺は救いを求めるまなざしで、リゼル先輩を見つめた。結局、リゼル先輩に頼る俺……カッコワルイ。

　リゼル先輩は、「しかたないわね」と言いたそうな笑顔で、立ち上がった。

「ステラ」

「え？　何よリゼル」

「あなたが魔力を取り戻す方法が、一つだけあるわ」

「……は!?」

「えっ!?」

　俺とステラが同時に声を上げる。

「ちょっと！　どういうことよ!?」

　ステラがベッドの上に立ち上がった。

「但し、前とは違う方法になる。ステラにとってはつらい選択になるかも知れない。けれど以前と遜そん色しよくない魔力が得られる……あなた次第よ」

　リゼル先輩は凄みを感じさせる上目遣いで、ベッドに立つステラを見上げた。

　ステラの頬に、冷や汗が流れる。

「ふん……上等よ」

　無理して強気の微笑みを見せた。

「方法なんて関係ないわ！　大事なのは手段じゃなく目的。その目的を達成出来るかどうかよ。教えなさい！　その方法を!!」

　リゼル先輩の青い瞳ひとみが、ステラを射い貫ぬくように見つめる。

「『恋人ラバーズ』のカードになるのよ」

「……!?」

　その言葉に、ステラは言葉を失った。見開かれた瞳の瞳どう孔こうが開く。

　俺も呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　反応のないステラに、リゼル先輩は畳みかける。

「魔力の供給を断たれたあなたには、それしか方法がないわ」

「……ば、バッカじゃないの！　そんなの出来るわけないじゃない!!　第一、あたしは次期魔王を目指している！　他人のカードになるとか意味わかんないわ!!」

「魔王候補が、他の魔王候補のカードになることは可能よ。そして『恋人ラバーズ』には無限の魔力を生み出す『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』という固有魔法がある。その効果を使えば、あなたは莫ばく大だいな魔力を手にすることが出来る」

「あのねぇ！　何適当なことをほざいてんのよリゼル！　あたしをバカにしてんの!?」

　ネイトが恥ずかしそうに手を挙げた。

「あ、あのね、ステラ。それ、本当……」

「はぁ!?」

「『恋人ラバーズ』の『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』が発動したとき、あたしの体にユートくんの魔力が入ってきて……量も凄すごいけど、魔力がとても綺麗っていうか、ちょっとの魔力でも効果が跳ね上がる感じがして……実際に『覇道最速トツプランナー』がもの凄くパワーアップしたの」

「そんなことが……って──え？」

　ステラは微妙な表情で、ネイトを睨んだ。

「ネイト……あんた、まさか……」

　ネイトは顔を真っ赤にして、もじもじと指先を絡め合わせた。

「……うん。あたし、ユートくんのカードに……なっちゃった」

「はぁああ!?」

　ステラは仰天した顔で、ネイトに叫んだ。

「あ、あ、あんた正気!?　そんなの自分から勝負を降りるようなものじゃないの!!」

「ステラやリゼルがいる以上、あたしに勝ち目はないから……」

　ぐっ、とステラは言葉に詰まった。

「……あたしも今じゃ、見る影もないけどね……でも、ネイトは本当にそれでいいワケ？」

　ネイトは落ち着いた笑顔で、小さくうなずいた。
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「ユートくんが勝てば、あたしの望みも叶かなうから、それでいいの。あたしは自分の領地が今のまま守られれば、それでいいから」

「そう……でもね、あたしは納得出来ない」

　ステラは腕を組んでそっぽを向いた。そんなステラに、リゼル先輩は静かに語りかける。

「なにも、ずっとカードでいろとは言ってないわ。当面はロストを倒すまで……その後のことは、その時に決めればいい。その時点で『契約解除リリース』しても良し、凱旋六王トライアンフを倒すまでに延長しても良し。あなたが決めればいいわ」

「随分と余裕ね」

「当然でしょう？　今は私たちが圧倒的な優位に立っているんですもの。嫌ならこのホテルを出て行けばいいわ。こう言っては何だけど、今ステラが息をしているのは、私たちの庇ひ護ご下にあるからよ。ここから出て行ったら、数日であなたは死体になる」

「……リゼル。あんたの性格の悪さを久々に思い出したわ」

「事実を述べているだけよ。自分にとって都合の悪いことを、性格が悪いなどという曖あい昧まいな感想に置き換えないで欲しいわ」

「そういうのを性格が悪いって言うのよ！」

「でも、とりあえず生き延びることが出来れば、魔力を取り戻す方法が見つかるかも知れない。私としては、救いの手を差し伸べているつもりなのだけど？」

　リゼル先輩は、文字通り悪魔のような微笑みを浮かべた。

「……ぐっ……こ、この……うぅっ」

　ステラは拳こぶしを握りしめ、肩を震わせた。

「なんであたしが……こんな……こんなぁ……う……うぇ」

　顔を伏せる。下を向いた瞳から、悔し涙がポロポロとこぼれ落ちる。

　食いしばった歯がギリギリと音を立てた。

「う、うぅ……ううううううう!!」

　しばらく低い唸うなり声を上げていたが、やがて怨うらみの籠こもった声でつぶやいた。

「……分かったわ」

　リゼル先輩は満足そうに、サディスティックとすら思える笑みで聞き返す。

「つまり『恋人ラバーズ』の……ユートのカードになる、ということでいいのね？」

　ステラは偉そうに腕を組むと、斜め上を見上げる。

「でもエースよ!!」

　怒りの表情で、俺を見下ろすと──、

「あたしがエースだから!!　エース以外は認めないからね!!」

　涙目でそう宣言した。
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　そんなこんなで一ひと悶もん着ちやくあったものの、その晩にステラと契約を結ぶことになった。

　みんながいる前ではイヤ、ということだったので俺と二人っきり。

　ついでに『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』を模した行為もする必要がある、とリゼル先輩に言われた。今のステラは魔力ゼロ。『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』をしても意味はないのだが、『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』を行うための前提条件のようなものらしい。

　一応、『恋人ラバーズ』のアルカナにも確認をして、さらにどんなシチュエーションがステラに好まれるかを相談した。

　なんか、アルカナがすっかり恋愛相談室。

「ねえ……ちょっとこれって、子供っぽすぎない？」

　雅が用意してくれた下着を着て、ステラがパウダールームから出てくる。

　フリルの沢山付いた、白いベビードール。スタイル抜群のステラが着ると、これはこれでセクシーだが、清せい楚そで可愛らしいデザインだ。

　アルカナのアドバイスは『エース候補は児童を愛めでるように』ということだった。

　俺自身、半信半疑ではある。あの強気で、実際に強いステラが？　とは思うが、アルカナを信じるしかない。

「いや……とても良く似合ってる。可愛いよ」

　褒めるのも恥ずかしいが、相手は小さな子供だと言い聞かせて、何とか照れないように頑張った。

「……っ。そんなの、月並みな褒め言葉ね」

　と、背けた顔が少し赤い。

　俺はステラの頭を優しく撫なでる。

「あ……」

　少し驚いたような顔でステラが見上げた。そして軽く睨にらまれる。

「どういうつもり？　この前もどさくさに紛れてしてたけど、勝手にあたしの頭を撫でるなんて……ちょといい気になり過ぎじゃない？」

「ステラはいつも頑張ってるからな」

　頭を撫でるこちらの手の方が気持ちいい。ステラの髪は、さらさらで柔らかい。

　プラチナブロンドの髪を梳すくようにして撫でる。

「髪……気持ちいいな。ステラは頭撫でられるの、嫌いか？」

「……別に、嫌いじゃないけど」

　唇を噛かんでから答える。

「子供の頃を思い出すから……」

『推奨。対象を優しく抱擁』

　俺は言われた通り、ステラの肩に手を添えて、そっと抱き寄せた。

　ステラは嫌がるどころか、自分から俺の胸に顔をうずめた。

「ずっと一人で頑張ってきたのよ？　誰もあたしを可愛がってくれる人なんていなかった」

「偉いな。ステラは」

　背中に手を回して抱きしめながら、再び頭を撫でてやる。

「ずっと頑張り続けるのは大変だからな。俺たちと一緒にいる間くらいは、気を抜いてくれていい」

「でも、もしあたしが力を取り戻したら……また、ユートたちとは敵同士になっちゃうのよ？」

「構わないよ。その代わり、一緒にいる間は俺たちは仲間だ。何があっても、俺はステラを守る。誰にも傷付けさせない」

　ステラが上目遣いで見上げてくる。その瞳には涙が溜たまって光っている。

「本当に？」

「本当だ」

「あたしを……一人にしない？」

　──ステラ？

「もう、あたしをひとりぼっちにしない？」

　そう訊きく声は、どこか甘えるような響きがあった。

「しないよ。約束する」

「……わかった。だったら、あたしも契約、する」

　そしてステラはそっと目を閉じる。

「ステラ……」

　俺はステラに顔を近付ける。間近で見るトップアイドルの顔は、溜め息が出るほど綺き麗れいだった。こんな美しいものに唇を押し付けようとするなんて、とんでもない暴挙のような気がしてくる。

　あと三センチの距離で止まる。

　だがステラは待っている。それどころか、キスしやすいようにつま先立ちになった。

　俺は思いきって、三センチの距離を詰めた。

　唇から至上の快感が伝わる。

　その柔らかい入り口から、舌を差し込む。肩がびくりと跳ねる。しかし嫌がる素振りはない。ステラの舌を見つけた。舌と舌が触れ合った。

　一度触れ合うと、ステラは積極的に舌を絡めてくる。俺の首に腕が回されて、逃がさないとでも言うように力が込められる。

　ステラの口の中を貪むさぼるのに夢中になっていると、突然響いた声に我に返った。

『星ガ丘ステラがエースになりました』

　俺はそっとステラから唇を離した。

　上気した顔のステラと見つめ合う。何だか急に照れくさくなった。ステラも恥ずかしいのだろう、視線を逸そらして唇を尖とがらせる。

「もう……あんなにしつこくベロチューするなんて……ケダモノ」

　夢中になってたのはお互い様じゃないのか？　と思ったが、口に出さないのが優しさだろう。

「悪い。あまりにも気持ち良くて……キスであんなに夢中になったの、初めてかも」

　と言うと、何が気に障ったのかギロリと睨まれた。

「あっそ！　言っとくけど、あたしはキス初めてだったんだけど！」

「え!?」

　俺は国民的アイドルの初めてを……。

「あたしのファーストキスは高く付くからね！　覚えておきなさいよ」

　と、口では文句を言いながら、なぜかベビードールの紐ひもを肩から外す。

「ス、ステラ!?」

　妖よう精せいのように、白く華きや奢しやな肢体が露あらわになった。

　全体的に色素が薄い体は、人間離れした清廉さを感じさせる。ほんのりと桜色に色づいた胸の先が、余計に目を引いた。

　俺の視線を感じて、恥ずかしそうに両手で胸を隠す。

「こ、固有魔法のために必要なんでしょ？　仕方ないから、ついでにこっちの初めてもあげるわよ。か、感謝しなさい」

　気丈に振る舞う肩が、少し震えている。

　何だかんだ言っても怖いに違いない。俺に気を遣ってくれているのかと思うと、ステラを愛いとおしく思う気持ちがより強くなった。

　俺はそっとステラの二の腕に両手で触れる。

「ステラは本当に優しい、いい子だな。俺も優しくする」

　心からそう告げると、ステラは両手を下ろして隠していた胸を露わにする。

「……本当に優しくしてよ？」

　少し不安そうに、そして甘えるような顔で、ステラは身を寄せてきた。
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　日本に帰って来たのは、もう八月の終わりも目前の三十日。

「ママっ！　ただいまですです!!」

「おかえりーっ!!」

　玄関先で行われる、れいなと母さんの熱い抱擁。もはや盛もり岡おか家におけるお約束だ。

「ゆーくんもお帰りなさい」

　俺は両手に下げた紙袋の束を掲げる。

「ただいま。今回はお土産もいっぱい買って来たよ。写真も撮ってきたし」

「そうなの!?　それじゃ今晩は土産話をいっぱい聞かせてね!!」

　母さんがにっこり微笑むと、れいなは元気よく返事をした。

「はいっ！　れいなにおまかせください!!　れいなもたくさんたくさん写真を撮ってきましたですです！」

　……夜の特訓の写真がないか、一応後でチェックしておこう。

　そして、その夜は久々の母さんの手作り料理パーティ。

　日本の家庭料理はやはりほっとする。

　翌日も丸一日くつろぎ、明けて九月一日──二学期の開始である。
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　初日は始業式のみで、各クラスでホームルームを済ませれば帰宅となる。

　朝一で体育館に集まった生徒を前に、岩がん洞どう校長の挨あい拶さつ、そして注意事項などが、つつがなく行われた。ここには全校生徒が集まっているはずだが、魔王候補の姿はほぼ見えない。

　俺が知っている範囲だと、いるのはネイトとステラくらいだ。当然、ロストの姿もない。

　逆に言えば、何ごとも起きそうにないので安心、ということでもある。

　始業式を済ませ、生徒はそれぞれの教室へ戻ってゆく。

　俺も一年Ｄ組の教室へ戻り、久々の自分の席へ腰を下ろす。

　それを見計らったように、校内放送のチャイムが鳴った。

『あーただ今より、防災訓練を行う！　突然だけどね！』

　は!?

　今の声って……岩洞校長だよな？　訓練って……そんなの聞いてないぞ？

　教室を見回すとみんなも戸惑ったように、辺りの友達と言葉を交わしている。ざわめきが大きくなる中、続けて校長の声がスピーカーから響く。

『それでは避難開始！　まずは校庭に集合し、順次下校すること！　但し魔王候補とそのカードは校内に残るようにね!!』

　教室内のざわめきは一段と大きくなった。

「どうする？」「分かんないけど……校長の命令なら、従うしかないよね？」といったやり取りがあちこちで繰り返され、教室を出て行く生徒が増えてゆく。

　そんな流れを横目に、雅みやびが俺の側へやって来る。

「ねーねーユート！　突然過ぎてギョッとしたね!!　これってどーゆーことかな？」

「さあな……あの校長のすることだからな。一体何を考えているのか……」

「だよねー。ドキドキだよねー」

　そう言って、雅は当然のように俺の膝ひざの上に腰を下ろす。膝の上に、雅の柔らかくて弾力満点のお尻しりの感触が広がった。

「さり気なく座ったつもりかも知れないが、全然さり気なくないからな？」

「あはははドンマイドンマイ」

「雅が言う事じゃない……」

　そんな俺たちを残し、他の生徒たちはぞろぞろと教室を出て行く。手を挙げて挨拶するゲルトに、俺も片手を挙げて応こたえる。そして教室は俺と雅の二人っきりになった。

　そのまま何の連絡もなく、時間が過ぎる。

「防災訓練……って、地震とか火事を想定してるのかな？」

「さー？　アタシは学校通ってて初めてだよ？　防災訓練なんて」

「そうなのか？」

「うん。地震も火事も、アタシたちは別に怖くないし」

　それじゃ、一体何の災害に対する訓練なんだろう？

　ごねる雅を何とか膝の上から下ろし、俺は窓際へ行った。そこから校庭を見下ろすと、集まった生徒がどんどん校門から出て行くのが見える。

　その流れに逆行して、こちらへやって来る小さな姿があった。

「あれって、れいなじゃないか？」

　中等部の制服を着た小柄な少女が、ぱたぱたと駆けてくる。長い銀髪に、背中には身長より長い日本刀。

　俺は振り返りながら、雅に話しかける。

「たぶん中等部にも集合を──」

　突然──夜の教室だった。

「……!?」

　雅の姿もない。

　窓の方をもう一度振り向く。

　校庭が目に入る。夜の校庭だ。

「雅っ！」

　教室を見回しながら、廊下へ出る。

　しんと静まり返った廊下は、夜の学校以外の何ものでもない。月明かりが差し込む先に、非常口の緑色の光がぽつんと灯ともっている。

『あーあー、ごほん』

　校長!?

『えー一般生徒の避難は完了！　よって今から校内は戦場となります』

　なにぃ!?

「ちょっと待て！　戦場ってどういう意味だ!?」

　と、叫んだところで答えてくれるはずもない。

『元気いいねえ、ユートくん！』

　まさかの返事が!?

『今校内はセンセーが掌握してるから、ぜーんぶお見通しさ！　で、戦場っていうのは、その通りの意味だよ。これから君たち「恋人ラバーズ」陣営と、ロストくん率いる「死神デス」陣営の殺し合いをしてもらうぜ！　いえーい!!』

「な……ちょ、ちょっと！　そんないきなり!?」

『おいおい、魔王大戦はいつ仕掛けたっていいんだぜ？　いきなりもくそもないって』

「でも何で先生が仕切ってるんですか？」

『いやあ君たちの仕掛けがじれったくてさ！　お互い好きなのに告白できない状況を延々見せられるラブコメみたいで、イライラすんだよね!!　さっさと押し倒しちまえよ！　ってカンジでさ!!』

　どういう喩たとえだ！

「しかし、肝心のロストは学園にいないんじゃ……」

『それがなんと！　本日初登校さ!!』

　えっ!?

　自らを魔王学園の反逆者だと言っていた、あのロストが？

『不登校の生徒と根気強く付き合って、導く……センセー教育者の鑑かがみだな！　うははははっはははっは!!』

　それはちょっと怪しいが──ロストが学園に来ているのであれば、本当に戦いが始まってもおかしくない。校長にしたところで、これだけ手の込んだお膳ぜん立だてをしたのだ。何もせずに外へ出してくれるとも思えない。

『では、ルール説明といこうか。「恋人ラバーズ」と「死神デス」両陣営のみんなは、校内にバラバラに配置させてもらったよ！　仲間を捜して連係するも良し、その前に各個撃破を狙うも良し。どちらかが全滅、もしくは戦闘不能になった段階でゲームオーバー。特に制限はないんで、ルールがないのがルールってとこかな！』

　要は潰つぶし合いか。

『結界代わりにセンセーの固有魔法で学校の敷地を囲ってるからね！　思いっきりやっちゃっていいよ!!』

　俺の未解決魔術式『世界崩落ワールド・フオール』を止めたあれか。確かにあれで囲まれているなら、周囲に影響は出ないだろう。

『それじゃ、ぬるっとスタート』

　と、何とも締まらない合図で恐ろしいデスゲームが始まった。

　すぐにリゼル先輩から電話が掛かってくる。

『ユート、今どこにいるの？』

「校舎の中です。一年Ｄ組の……あれ？」

　クラス名が書かれているはずの札が、真っ白になっている。廊下も何か変だ。暗いとはいえ、先が見えないほどに長く続いている。

「先輩……なんか変です。校舎にいるのは間違いないんですけど、どの教室にいるのかが分かりません。校舎が異様に広いというか」

『それも校長の演出ね。学園の中が迷路のようになっているんだわ。私は今サッカー場にいるのだけれど……隣のテニスコートへ行ってみるわね』

　電話の向こうで、金網を開けるような軋きしむ音が聞こえる。

『屋内プールに出たわ』

「それって……空間が変なつながり方をしてるってことですか？」

『…………』

「リゼル先輩？」

『ごめんなさい。ちょっと手が離せなくなったわ。何とかしてみんなと合流しましょう』

「は、はい」

　返事をすると電話が切られた。

　何があったのだろう？　リゼル先輩に限って大丈夫だとは思うが、やはり心配だ。もちろん他のみんなも。

　俺はスマホで順番に連絡を取り合いながら、どこまでも続く廊下を歩いて行った。
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「今こん生じようのお別れは済みまして？　リゼル」

　ユートとの電話を切り、リゼルは二十五メートルプールの反対側に立つ人影を睨にらむ。

「夜よ鷹たか……よりによって最初に出くわすのがあなたとはツイてないわ」

　横一列に並んだ飛び込み台の、ちょうど真ん中に早はや池ち峰ね夜鷹の姿がある。いつものボンデージスタイル。手には愛用のムチ。そのムチを両手で握り、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべている。

「わたくしは幸運と思っていますわ。あなたを他の連中に取られずに済みますもの。ところで──」

　夜鷹は二十五メートル先のリゼルをじっと見つめる。

「ここのところ綾あや織おりの姿が見えませんの。あなた心当たりはなくて？」

「ああ、あなたのところのエースね。直接は知らないけれど、アスピーテの話によれば、ロストに殺されたそうよ」

「そう……可哀想な子」

「あなたもロストを怪しいと思っていた、というわけね」

「それはもう。怪しさの塊のような男ですわ。さほど興味はありませんけれど」

　夜鷹は片手でムチを振った。

　空気を切り裂く音が響き、プールの水面が裂けて水しぶきが上がる。

「わたくしが興味を抱くのはあなただけですわ。姫ひめ神かみリゼル……小さい頃は、よく一緒に遊びましたわね」

「そんなこともあったかしら」

「ふふ……良い意味ライバル。そして親友。誰よりもお互いのことを理解していましたわ。でも、あの日……あなたが人間界へ行ったあの日から、あなたは変わってしまった」

「…………」

「これ以上、生き恥を晒さらさせるわけにはゆきませんわ。わたくしが、あなたを美しいままで葬って差し上げます。最高の美しい姿で……死の直前の最高潮の美と可か憐れんさと共に」

　うっとりと微笑む夜鷹を、リゼルは冷めた目で見つめていた。

「あなたは変態過ぎるのよ」

　リゼルの手に光が走った。

　その輝きは真っ直ぐに伸びると、今度は湾曲した。先端同士が細い光で結ばれると、弓を形作る。

　──『弓婚破弾キユーピツト』。

　遠距離攻撃において絶大な力を誇る、リゼルの固有魔法。

「他人の苦しむ姿にしか、喜びを感じることが出来ない」

「但し美しい者に限りますわ。わたくしが恋しく思う存在であれば、尚なおのこと」

「ド変態」

　リゼルは弓を引き絞ると、迷わずに矢を放った。

　魔力で生み出された矢は、光のような速さで夜鷹に迫る。

　人間は勿もち論ろんのこと、普通の魔族ならば、何も出来ずにただ射い貫ぬかれるしかない。

　長い睫まつ毛げの下で、夜鷹の青い瞳ひとみが光った。

　手にしたムチがしなり、宙を駆ける。

　夜鷹の手前数メートルで、リゼルの矢が真っ二つになった。魔力の矢は、光の粒となってプールの水面に散った。

　艶つやのある夜鷹の唇が、にっと吊つり上がる。

「遅いですわ」

　夜鷹はムチを引き戻すと、見せびらかすように振った。その度に破裂音のような鋭い音が響く。

「あなたの矢は、想定外の場所から飛んで来てこそ威力を発揮しますわ。こんな真っ正面から、しかも飛んでくると分かっていては、何の役にも立ちません。叩たたき落とすなど造作もありませんわ」

「…………」

　リゼルは黙って次の矢をつがえる。

　その硬い表情を見て、夜鷹の声はますます弾んだ。

「ふふふっ。岩洞校長が設定したこの条件。あなたには不利に働いているようですわね？」

　リゼルは黙って矢を放つ。

　夜鷹のムチは飛んでくる矢を的確に捉とらえ、いとも簡単に空中でへし折った。折れた矢は、プールに落ちる。

「もっと近くから射った方がよろしくてよ？」

　距離を詰めれば、それだけ矢を落とすのが難しくなる。しかし、同時にムチの餌え食じきにもなりやすい。

　リゼルはその場から動かず、もう一度弓を引いた。

「では、こちらから近付いてあげますわ」

　夜鷹はふわりと、飛び込み台の上からプールに向かって飛んだ。

　普通ならば、そのまま水に落ちる。しかし夜鷹のつま先は、水面に着地した。

　そしてそのまま水の上を、リゼルに向かって歩いて行く。

「……くっ」

　リゼルが初めて顔をしかめた。

　そして、矢を放つ。

　夜鷹は足を止めずにムチを振るう。空気を斬り裂く音と共に、矢が折れてプールに沈む。

「さあ、もうすぐ捕まえてしまいますわよ？」

「……っ！」

　リゼルも矢をつがえながらプールの水面へと下りる。夜鷹と同じく、当然のように水の上に立った。

「あら？　勝負に出ましたわね？」

　リゼルは矢を射続ける。

　夜鷹は矢を払い落とす。

　両者の距離が近付き、払い落とすムチの先が、リゼルのスカートを切り裂いた。

　その瞬間──、

　矢をつがえようとしたリゼルの指先が、水面をすくい上げるように上を向く。

　プールの水が一気に波打つ。

「!?」

　静かだったプールが、突如として荒れ狂う海へと変へん貌ぼうしたかのようだ。

　二人の間に津波のような水の壁が出来た。

　夜鷹の足元から水が吸い上げられる。激しい地震に襲われたように、夜鷹の体が傾いた。

「甘いですわ！」

　ムチが一いつ閃せんする。

　倒れながらも振るったムチが、水の壁を斬り裂いた。しかしそこにリゼルはいない。

　水しぶきが横殴りの雨のように叩き付ける。

　激しくかき混ぜられるようなプールの上、夜鷹が斬り裂いた水に乗ってリゼルが宙に舞った。

「『雷神雷獣サンダルギア』!!」

　電撃系の上級魔法が水を伝い、あらゆる方向から夜鷹に襲いかかる。

「『獄魔炎フアイザード』!!」

　夜鷹を中心として、超高熱の炎が燃え上がる。

　その熱は降りかかる水を一瞬で蒸発させた。水蒸気が煙幕の如く視界を奪う。

「──っ!?」

　それはリゼルの方向感覚を狂わせた。

　その隙を、夜鷹は逃さない。

「『死因絶頂エクスタシー』!!」

「な!?」

　真っ白な視界の中で、何かが体に絡みついた。

　魔法陣を展開させようと、手を広げようとした。しかし両腕が動かない。

　魔術を使って足場を確保しようとしたが、そのときには両脚も動かなくなっていた。

「これは……!?」

　水蒸気が薄くなり、視界が戻ってくると、リゼルは自分がどのような状況にあるのかを理解した。

　魔術で出来た縄に、全身を縛り上げられている。

　そしてまるで蜘く蛛もの巣にでも掛かったかのように、天井からぶら下げられていた。

「この程度で──」

　リゼルは攻撃魔法で縄を断ち切ろうとした。

「……!?」

　胸に食い込んだ縄を見ると、うっすら光り輝く白い縄に魔術文字が浮かんでいる。これが結界の役割を果たしているのか、リゼルの体内で魔術式を構築することが出来なくなっていた。

　縄はきつく体に食い込み、リゼルの柔らかな体を、より肉感的に魅せている。

　胸の縄はおっぱいをより浮き立たせ、足を拘束する縄は片足を持ち上げて、股またを強引に開かせている。その股の間にも縄は食い込み、下着のその下にある敏感な部分を責め立てていた。

「ふふふステキよ、リゼル」

　浮遊魔法で宙に浮かんだ夜鷹は、リゼルの前でねっとりと微笑む。

「夜鷹……これが、あなたの固有魔法なの？」

「ええ、『死因絶頂エクスタシー』──人生最大最高の快感と共にこの世を去る……最高に幸せな死に方をプレゼントする魔法。それがわたくしの固有魔法よ」

「……最低ね」

「あら？　無理しなくてもよろしくてよ？　もう、かなりの快感を感じているはずですわ」

　夜鷹がリゼルの前にやって来る。そして手にしたムチの先で、リゼルの胸の先を嬲なぶる。

「んあぅっ！」

「ふふふふ……いい声で鳴きますこと。たまりませんわ！」

「く……この程度で、私をどうにか出来るとでも思っているの？」

「まだそんな口がきけるなんて、大したものですわね。縄が食い込んだところが、感じて仕方ありませんでしょう？　ちょっとした刺激にも敏感になっているはず♥」

　リゼルの胸の先は、制服の上からでも分かるくらいに立っている。夜鷹は勿もつ体たいつけるようにつまんで、揺らし、引っ張る。

「うぁあぅっ!!」

「ふふ、楽しむのも結構ですけど、気を付けた方がよろしくてよ？」

　リゼルは怒りのまなざしで夜鷹を睨む。

「何が……よ！」

「この固有魔法は、あなたが絶頂を迎えた瞬間に命を奪いましてよ？」

「……何ですって」

　リゼルの頬に汗が流れた。

　夜鷹は顔を近付けると、耳元で囁ささやく。

「ですから……せいぜいイかないように、頑張ることですわ」

　ふっ、と息を耳に吹きかけた。

「くっ！」

　リゼルの耳から首筋にかけて、ぞくぞくする快感が走る。

「ああ、それと言い忘れましたけれど、この縄は快感を通常の三倍に増幅させるので、普段では味わえない快楽が楽しめますわ」

「さ……三倍？」

　リゼルの背筋が、ぞくっと寒くなった。

「ええ、今は」

「どういう意味……よ──うっ!?」

　夜鷹がリゼルの胸に手を這はわせ、ゆっくりと揉もみしだく。

「時間と共に、快感が倍増してゆきますわ。ですから長く耐えた方が、より激しい絶頂が味わえますの。ガマンして、ガマンして、限界を超えたその先で理性が崩壊した瞬間……誰も感じたことのない究極の快感を味わえる……リゼルならきっと到達出来ますわよね？」

「……っ！」

　リゼルは歯を食いしばっていて、返事も出来ない。夜鷹は微笑むと、手を離した。

「うふふっ。五分もすれば、快感は三百倍になると思いますわ」

「な……」

　リゼルの顔色が真っ青になった。

「や、やめて！　そんなの耐えられるはずが──」

　夜鷹はリゼルのお尻しりを手の平で打った。

　ぱしんっといい音が響き、リゼルの甘い絶叫が重なる。

「ひぃ……ぃやああああああああんんっ!!♥」

「あらあら、そんな淫みだらな声を上げちゃって。姫神家のご令嬢ともあろう方が……」

　夜鷹はぞくぞくする快感を感じながら、リゼルの股の縄に指先をかける。

「や……やめてやめてっ！　そこは！　そこだけは！　そんなのガマン出来な──」

　しかし、夜鷹は嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべると、その縄をリゼルの割れ目に食い込ませるように引っ張った。

「ひぎぃ……っ!!!!!!」

　リゼルは歯を食いしばって必死に耐える。

　力を込めすぎて、顎あごと首がぶるぶると震える。口の端からよだれが垂れ、瞳には涙が浮かぶ。

「立派ですわ。よく耐えましたわ。それでこそリゼルですわ」

　リゼルは肩で息をしながら、震える声で懇願した。

「お願い……もうやめて。お願いだから、許して……」

「ああっ、たまりませんわ！　なんて可愛らしいのかしら！　その調子ですわ！　そうして快感を高めて高めて、至高の絶頂を迎えたときこそ、最高に美しいあなたになる瞬間なのですわ！　それは儚はかない一瞬の美。けれど、それは永遠ですわ！」

　そして夜鷹は嬉き々きとした表情でリゼルの体を嬲り続けた。

　リゼルはその間必死で耐え続けた。そして──、

「あら、もう五分経ちましたわ。楽しい時間は、あっという間に過ぎるものですわね」

「……う、あ……あぁ……う」

　虚うつろな瞳ひとみで、涙とよだれを垂らしたリゼルに普段の面影はない。

「でも、ここまで耐えるとは思いませんでしたわ。尤もつとも……もう気が変になっているかも知れませんけど」

　そう言って、夜鷹は上品に笑った。

　その笑い声に、もう一つ笑い声が重なった。

「……リゼル？」

「ふ、ふふふふふ……」

「本当に頭がおかしくなりましたの？」

「少し……時間をかけすぎたわ」

「いいえ、ガマンした方が最高の絶頂と死を迎えられましてよ？　せっかくですから、前人未踏の快楽へと至りましょう。あなたなら行けるはず」

「残念だけど、あなた一人で行ってもらうわ」

「なにを──」

　その瞬間、無数の矢が夜鷹を貫いた。

「──っ!?」

　プールの底に沈んでいた矢が息を吹き返したかのように、一斉に飛び出していた。

　それは夜鷹に叩たたき落とされた矢尻。

「バカな……確かに、へし折って──」

　そういえば、最初に叩き落とした矢はすぐに消滅したのに、それ以降の矢は、プールに落ちて沈んでいた。

「矢は死んだのではないわ。私が眠らせておいたの」

　そして、一時停止からの再スタートをしたようにターゲットを狙う。

　それは勝利を確信し、獲物をいたぶる快楽に酔った夜鷹を仕留めた。

「ぐ……くあぁああぅっ!!」

　再び目を覚ました矢は夜鷹を貫き、さらに向きを変えて何度も夜鷹に襲いかかった。

　何度も、何度も、美しい体に突き刺さり、貫通する。

「……かはっ」

　夜鷹の体は、血を噴き出しながら、プールへ落ちた。

　派手な水しぶきが上がり、夜鷹の体が沈んでゆく。

　リゼルの体を拘束していた固有魔法も、その瞬間に消滅した。リゼルは空中に浮かんだまま、波紋が広がる水面を見下ろした。

　そこには夜鷹の姿はない。

　黒い沼に引き込まれたか、或あるいは──。

　しかしあの傷では、もう戦線には戻れまい。リゼルはプールサイドへ下りると、大きく溜ため息を吐いた。

　そしてプールの出口に向かいながら、縛られた胸の痕あとをそっと指先でなぞる。

　ユートとなら、あんなプレイもいいかも……？

　少しネイトの趣味が分かったような気がしていた。

　微笑みを浮かべると、リゼルは更衣室を通り抜けて、出口の扉までやって来た。

　しかし今は、ユートと合流することが先決だ。リゼルは取っ手に手をかけ、心の準備をした。

　今度は校内のどこに出るのか。鬼が出るか蛇が出るか──というのは古い言い回しだが、魔王候補よりはずっとマシだ。

　そう思いながら、リゼルは扉を開いた。




　　　　◇　◇　◇




『戦車チヤリオツト』の魔王候補ネイト・カルナックは、陸上競技用のグラウンドにいた。

　教室にいたはずだが、瞬まばたきをした間に移動していた。

　スピーカーから流れた校長の説明で、状況は把握できた。しかし、いきなり戦場へ放り出されるとは、思ってもみなかった。

　泣き言を言っても始まらない。今の自分は『恋人ラバーズ』のカードなのだ。一刻も早く、主人であるユートのもとに駆け付けなければならない。もしその前に敵と遭遇したら──

「！」

　一周四百メートルのトラックの向こう側から、誰かがやって来る。

　まだ午前中のはずなのに、夜のように暗い。その暗がりから、金属の棒を引きずるような音が近付いてくる。

　棒ではない──剣だ。

　左手に持った剣を引きずっている。おぼつかない足取りで、ゆらゆらとやって来る人影は、まるで歩く屍しかばねのようだ。

「……山さん王のう、正せい義ぎ」

『正義ジヤステイス』の魔王候補、山王正義。かつての凛り々りしい若王子、という面影はない。

　ネイトの存在に気付き、顔を上げる。青白い顔に、濁った瞳。その周りは重度の寝不足のように黒く染まっていた。

「……『戦車チヤリオツト』」

　虚ろな瞳が、ネイトを捉とらえた。

「貴様……『恋人ラバーズ』と組んで、姉様を……殺したな」

　ネイトの背筋がぞくりと震える。

　屍のようだった正義の魔力が増大してゆく。その背後に悪鬼の姿が見えるようだ。

「許さん、許さん、許さん、許さん、許さん、許さん、許さん、許さん」

　正義が剣の柄つかに手をかける。

「なぜ姉様が死なねばならんのだ姉様は次期魔王になるのだいやもうなることが決まっているそれなのに死ぬのはおかしいお前がお前がお前がお前がお前が!!」

　剣を抜き払い、病んだ瞳が赤く燃える。

　ネイトはその怨おん念ねんに呑のまれ、動くのが遅れた。

　生きた屍のような動きから一転、正義は神速の踏み込みでネイトに迫る。

「く……『魔障壁バリカーデ』!!」

　防御魔法を張りつつ、後ろへ下がる。しかし正義の剣は、一撃で防御魔法を斬り裂いた。

「うっ!?」

　触れていないのに、ネイトの肩が裂けた。

　血しぶきを飛ばしながら、後ろへ飛ぶ。

「『覇道最速トツプランナー』!!」

　出し惜しみをしている余裕はない。固有魔法で一気に蹴け散ちらす。

『戦車チヤリオツト』の固有魔法『覇道最速トツプランナー』は、古代ローマ時代のような戦車を出現させる。そして美しく飾られた装甲車を引くのは馬ではなく、仮面を着けた二頭のスフィンクス。

「蹴散らせ！」

　ネイトが手綱でスフィンクスの背中を打つと、獅し子しの足が地面を蹴る。

　陸上のコースをえぐり取りながら、戦車が猛然と走り出した。

『力ストレングス』の魔王候補、正義の姉である力りき丸まるはこの突進を止めて見せた。微かすかな不安がネイトの胸を過よぎる。それを否定するように手綱を握りしめた。

　あれは『力ストレングス』だからこそ出来たこと。『正義ジヤステイス』はその能力の特性上、止めることは出来ない。たとえどれほどの剣技があっても、ねじ伏せてみせる！

「いけ！　『覇道最速トツプランナー』!!」

　四百メートルのトラックを横切り、正義に迫る。

　正義は口元を歪ゆがめるように笑った。

「『６６６シクサーズ』」

「!?」

　戦車を引くスフィンクスの足を、鋭い剣が貫いた。

　続けて首、胴体、後ろ足、地面から次々と剣が突き出されて、スフィンクスを串くし刺ざしにする。

　さらに剣は戦車の車輪を破壊し、車体をも貫く。

「これは……っ!?」

　ネイトは戦車を捨てて、大きく後ろへと飛び退いた。

　正義を中心に、地面から剣の切っ先が生えてくる。まるで剣山のようだ。

「『戦車チヤリオツト』の突破力は大したものだ。普通であれば、剣はへし折られ、体も踏み潰つぶされるところだろう。しかし我が『６６６シクサーズ』は六百六十六の剣……この全てを蹂じゆう躙りんすることは出来ぬ」

　正義が手にした剣を引きずりながら、ゆらりと歩き出す。

「動力であるスフィンクスを殺すのには、剣の十本もあればいい。そして車輪もまた同様」

　ハリネズミのようになったスフィンクスと車輪の脇を、正義が通り過ぎる。

「それが『正義ジヤステイス』の固有魔法なのね……」

「『６６６シクサーズ』……六百六十六の剣が我を守り、敵を討つ。これぞ正義の剣……」

　正義の顔が引きつった笑みに歪む。

「くくっ……戦車を失った貴様は無力」

　ネイトの額に汗が浮かぶ。

　剣が一斉にネイトの方を向いた。

「ゆけ!!　『６６６シクサーズ』!!」

　その号令と共に、剣が一斉に飛び立った。

「『魔障壁バリカーデ』!!」

　ネイトは右手を前に突き出して、防御魔法を展開する。

　濁流のように飛んでくる剣を防ぐ。しかし弾はじかれた剣は再び浮かび上がり、ネイトの背後を狙ってくる。

「くっ!!」

　左手でも『魔障壁バリカーデ』を展開。背後から襲ってくる剣を止める。

　しかし剣はまるで意思を持っているかのように、ネイトの隙を突いてきた。

「きゃあっ!?」

　二の腕や太ももを斬り付けられて、血が噴き出した。

　たまらずネイトは浮遊魔法でその場を離脱する。しかし剣は空を飛んで追ってくる。その様は、まるで虫の大群だ。

「わははは！　じわじわ切り刻んでやる！　姉様の怨うらみはこんなものでは晴らせぬが、姉様の無念、苦しみ、その何千分の一でも味わわせてくれる！」

　なんとか致命傷からは逃れているが、ネイトは全身傷だらけだ。時間が経つにつれて、出血も増えてゆく。

　このままでは負ける。

　ユートくんのカードとして何の役にも立てないまま。

　正義はユートくんを力丸の仇かたきとして追っている。もしここで正義を討つことが出来ず、ユートくんのもとに辿たどり着いたら……。

　万が一にでも、ユートくんの身に何かあったら、あたしは──!!

　ネイトの体の奥で煮えたぎるような思いが溢あふれ出す。

　とっておきの燃料が焼くべられたように。
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　爆発的な魔力がネイトの体から生み出された。

　それは周囲の空間に影響を及ぼしてゆく。ただならぬ兆候を感じ取り、『６６６シクサーズ』の剣も動きを止めた。その剣身がネイトの魔力を受けて、細かく振動する。その揺れは、甲高い音を生み出した。

　六百六十六の剣が、怯おびえた声を上げているかの如く。

　正義の目が怒りに吊つり上がる。

「どうした『６６６シクサーズ』！　奴を切り刻め!!」

　その声に撃ち出されたように、数十本の剣がネイトを襲う。

「『魔障壁バリカーデ』!!」

　ネイトを取り囲むように、防御魔法が展開される。

「バカめ！　通常の防御魔法など通用しないと、まだ分からないのか！」

　あざ笑う正義の顔が、次の瞬間固まった。

「……なに？」

　上下左右に展開された防御の魔法陣が、『６６６シクサーズ』の剣を全て止めていた。

「これは通常の防御魔法……けれど、魔力が特別」

「何だと!?」

　ネイトは自分の胸をそっと押さえた。

「これはユートくんからもらった魔力。それがまだあたしの中に残っている」

「『恋人ラバーズ』の……魔力だと？」

「あたしは一人じゃない。離れていても、ユートくんを感じる。ユートくんの愛と信頼を感じるの。それがあたしを強くしてくれる」

　ネイトの瞳ひとみが青く輝く。

「立ち上がれ！　『覇道最速トツプランナー』!!」

　串刺しにされて倒れていたスフィンクスが、立ち上がった。

　青い光に包まれ、突き刺さった剣が剥はがれ落ちるように抜けてゆく。そして破壊され尽くした装甲車が、時間を巻き戻すかのように復元してゆく。

　固有魔法を発動しながら、ネイトは爆発系の上級魔法を発動する。

「『魔爆粉砕デストラツシヤー』!!」

　正義の足下で巨大な爆発が起きた。

「ぐ……おっ!?」

　空にばらまくように、『６６６シクサーズ』の剣が吹き飛ばされた。正義の体も衝撃波を受け、四百メートルトラックの彼方かなたまで飛ばされる。

「ぐ……この程度で！　この我を倒せるとでも思ったかあああああ!!」

　正義が剣を構えると、空中に散った剣が再び命を取り戻す。爆煙の向こうへ、数百本の剣が襲いかかった。

「くたばれ『戦車チヤリオツト』!!」

　煙の中で、立て続けに金属音が響く。

「!?」

　煙を突き破って、巨大なスフィンクスが飛び出して来た。雄お叫たけびを上げながら、トラックを疾走する。その手綱を握り、ネイトは叫ぶ。

「行け！　『覇道最速トツプランナー』!!　全ての障害を駆逐しろ！」

　目指す先には山王正義。

　正義は狂気の笑みを浮かべ、剣を構える。

「面白い！　殺されに来るがいい!!」

『６６６シクサーズ』の剣が、あらゆる方向からネイトに襲いかかる。

　しかし加速した『覇道最速トツプランナー』の速度に追いつけない。戦車が通り過ぎた跡に空しく剣が刺さる。

　ネイトはスフィンクスを鞭むち打うち、トラックを一瞬で駆け抜ける。

　その目は獲物を狩る喜びに輝き、口元には殺気を込めた笑みが浮かんでいる。

　その表情は、普段の穏やかなネイトからは想像も出来ない。

「行くぞ！　『正義ジヤステイス』!!」

　向かう先には、正義と数百本の剣の切っ先が待ち受けている。

「来い！　『戦車チヤリオツト』!!」

　正義が地面を蹴り『戦車チヤリオツト』に向かう。その周りを『６６６シクサーズ』の剣が供をする。

　両者が激突した。

　四方に閃せん光こうが走る。

　地鳴りのような轟ごう音おんが轟とどろき、突風が吹き荒れた。

『覇道最速トツプランナー』と『６６６シクサーズ』の魔力がぶつかり合っている。

　両者の鍔つば迫ぜり合いは、この空間に衝撃を伝でん播ぱする。陸上トラックに亀き裂れつが入り、大地震が起きているかのように、地面が崩れた。

　その中で、ネイトと正義の間合いが近付いてゆく。

　両者の間に挟まった魔力が、どんどん薄くなる。正義の『６６６シクサーズ』が魔力の壁を越えて、スフィンクスの仮面に刺さる。

　──勝った。

　正義の顔が喜びに歪んだとき、

『６６６シクサーズ』の六百六十六の剣が一斉に砕けた。

　──っ。

「蹴散らせぇええええええええええええええええええええええええ!!」

『覇道最速トツプランナー』が正義の体をはね飛ばす。

　全ての魔力を『６６６シクサーズ』に注ぎ込んでいた正義は無防備だ。

　生身の人間が車にはねられたようなものだった。その体は面白いように宙を飛び、放物線を描いて落下する。そして地面を数十メートル転がってゆく。

　やっと止まった正義の体は、ぴくりとも動かない。全身至る所が粉砕骨折していることだろう。

　ネイトは手綱を引いて『覇道最速トツプランナー』を止めると、倒れた正義を見つめた。

　微かすかに、その唇が動いている。

「……ねえ、さま」

　倒れた体の下から、黒い沼が広がってきた。

「そこに、いたのか……ねえさま」

　黒い沼は正義の体を抱きしめるようにして、地面の下へと沈んでゆく。

「ああ、ねえさまが……しぬわけないからな……これからも、いっしょだ……ずっと」

　正義の姿が完全に沈むと、黒い沼も地面に吸い込まれるように姿を消した。

「…………」

　勝ったネイトに勝利の喜びはない。

　正義が消えた辺りを、じっと見つめた。なぜかやり切れない思いで一杯だった。

　でも──今は進まないと。

『覇道最速トツプランナー』を消すと、ネイトは地面に降り立った。

　──早く、みんなと合流しないと。

　ネイトはグラウンドの出口の方へ歩いて行った。




　　　　◇　◇　◇




「こっちはれいなと合流出来たよ。すっごいラッキー!!　ってカンジ」

　雅はユートと電話で会話をしていた。その側にはれいなもいる。

　ハンズフリーにしてあるので、れいなは画面を覗のぞき込むようにして、話しかける。

「こっちも校舎の中ですけど……お兄ちゃんと違って、一階みたいですです」

「外に出られるかなーってテクテク歩いてるんだけど、昇降口がないんだよねー？」

「変ですです……お兄ちゃんの方はいかがですか？」

『こっちも全然出口が見つからない。普段の校舎と違って、迷路みたいに入り組んでいて、どっちへ行ったらいいかさっぱり分からないんだ。教室に入っても変化はないし、階段も見つからない』

「窓壊しちゃったら？　バリーンって」

「あのあの、その前に開くかどうか試した方が……」

『どっちもやってみたけどダメだった。もうしばらくしたら、また連絡を取り合おう』

「りょーかい！」

「分かりましたですです！」

　そう返事をして、雅は通話を切った。

「んじゃ、こっちも出口探しを続けるとしよっか──ん？」

　雅は廊下の先に、保健室と書かれた表札を見つけた。

「ちょっと保健室に寄ってかない？」

「へ？　いいですけど、どこか具合でも悪いですか？」

「いやー昨日の夜、ゲームのやめどころが分かんなくて、寝不足なんだよねー」

「ね、寝る気なのですです!?」

「いや～ホントに寝るつもりはないけど。ちょっと横になるくらいなら、いいかなーって」

　それは完全に熟睡してしまうフラグなのでは……と、れいなは思った。

「ほら～なんかさ！　そーゆーのガマン出来ないよね？　夜に食べるお菓子とかさ！」

「あ、それは分かりますですです。つい、スナック菓子とか止まらなくなっちゃいます」

「夜中に食べるカップ麺めんとかヤバいよね～特にやきそばとか！」

「いえ、そこまでは……」

　そんな緊張感のないお喋しやべりをしながら、二人は保健室の扉を開けた。

「んにゃっ!?」

　──そこは保健室ではなかった。

　ベッドの代わりに、重厚な椅子とテーブルが並んでいる。シックで高級感のある内装は、まるで一流レストランのそれだ。消毒液の香りの代わりに、甘く美味おいしそうな香りが漂ってくる。

「ここって学食じゃん!?」

　普段から雅もよく使っている食堂だった。

　そのテーブルの一つに、宝石のようなスイーツが並んでいる。

「ん～たまんないわね！　学食だと思って侮ってたわ。すごく美味しいじゃない」

　嬉うれしそうにパフェを頬張っている、一人の少女。服もメイクも、派手と言うよりはケバい──という表現が似合う。

「……『太陽サン』のサンサ・サマーズ」

「ん？」

　今気づいたように、サンサは顔を上げた。

「あんたたちも来たの？　食べてく？」

　返事を待たずに、サンサは厨ちゆう房ぼうに声をかけた。

「チーズケーキとクリームチーズパンケーキ追加でお願い。あ、三人分ね」

「三人分とは、節度がありませんね」

　奥からメガネをかけた男子が現れた。細身で長身。やや頬の痩こけた顔に銀縁のメガネが神経質そうなイメージを抱かせる。白いワイシャツに腰に巻いた黒いエプロンが、まるでカフェの店員かソムリエを連想させた。

「せっかくなんだから、あんたも食べたら？」

「遠慮しておきます。サンサがしつこいので、先程パンケーキを食べてしまいました。おかげで一食分のカロリーを摂取済みです──と」

　その男は、立ち尽くす雅とれいなに目を留めた。

「ああ、やっと現れたんですね。ふむ……『恋人ラバーズ』の王女プリンセスと騎士ナイトですか」

　雅はその男の顔に見覚えがあった。

「……確か三年生だったよね？」

「おや、『恋人ラバーズ』の王女プリンセスは頭が弱いと聞いていましたが、まさか私の顔を覚えているとは。これは予想外」

「頭弱いとか言うな！」

　そのやり取りに、サンサは笑い声を上げる。

「あははは。じゃーその子たちは任せるわね」

「おや、サンサは戦わないのですか？」

「うふふ、女を守って戦うのが男の本懐でしょ？　頑張ってね♡『節制テンパランス』」

　──『節制テンパランス』。

　その言葉を聞いて、雅とれいなは警戒を強めた。

「そっか……あんたが『節制テンパランス』の魔王候補なんだ」

「ええ。三年Ａ組の水みず沢さわバランスです」

　魔王候補にしては、やけに礼儀正しい。品行方正で折り目正しい優等生といったイメージだ。本当に魔王候補？　と、雅とれいなは疑いたくなった。

　水沢は厨房を離れて、雅とれいなの方へやって来る。食堂はちょっとしたコンサートが開けるくらいの広さだ。その中央までやって来ると、足を止めた。

「ふむふむ、お二人とも欲望に弱く、節制には程遠いようですね。これは僥ぎよう倖こう」

「は？　何言ってんの？」

　水沢は手の平を上に向け、両手を前に出した。

「──『禁欲解除ストレス・フリー』」

　左右の手に、ワイングラスを大きくしたような、金属製のアンティークな杯が現れた。精せい緻ちな装飾が彫り込まれたそれは、まるで聖杯の如き存在感。

　左手の杯には、なみなみとワインのような赤い液体が満たされ、右の杯には何も入っていない。

「な……なんなのですです？」

「分かんないけど……気を付けて、れいな」

　そんな二人を見つめ、水沢は失笑を漏らす。

「ふっ、くく……気を付ける？　無駄だなあ、気を付けてもなあ」

　それまでの真面目そうな雰囲気が消え、水沢の顔が邪よこしまなものに変わってゆく。

「私は節制を旨として生きている。過ぎたるは及ばざるが如し。何ごとも節度を持って行うべきってな。欲望を抑え、ほどほどを良しとする。全てが調和するように、バランスが取られるように気を配っている」

　水沢が何の話を始めたのか、二人にはまったく理解出来なかった。

「だがな──んなもんはクソ食らえだ!!」

　突如激げき昂こうすると、水沢は左の杯を傾け、中に入った液体を右の杯へと移し始めた。

「魔族はある意味、欲望の生き物だ。己の欲するところを行うことを、美徳と考える。つまり、節制というのは魔族の本質に合わねえんだ！」

　なるほど、それは雅とれいなにも分かる気がした。

　魔族らしくない──その点で、『恋人ラバーズ』と通じるところがあるかも知れない。

　水沢は狂気の笑みを浮かべながら、左から右へ移動する杯の液体を見つめている。

「分かるんだよ、私には。お前らが欲望を抑えず、自堕落な生き方をしているのが。食欲に溺おぼれ、怠惰に溺れ、さらには愛欲に溺れている」

「んな!?　なに知ったかぶってんの！　ゼンゼンそんなことないし!!」

　言い返す雅に、水沢は凶悪な笑みを浮かべる。

「お前は昨夜、遊びが止められず明け方近くまで遊んでいた。そしてその間、節度を大きく超えた暴飲暴食を繰り返していた。違うか？」

「え!?　な……なんで知ってんの!?」

　水沢はれいなに視線を移す。

「そちらのお前は、昨夜愛欲に溺れ淫みだらな行為にふけっていたな？　節度などという言葉から程遠い、爛ただれた行為を」

　れいなの顔が真っ赤に染まった。

「なっなななななななになになにをなにをななにをそそそんそんそんなこと」

　頭がパニックになり壊れたように同じ言葉を繰り返した。

　雅は驚いた顔をした。

「えっ、れいな昨日、ユートとＨしたの!?　ずるい！」

「すすすすいませんすいませんっ！」

「あーやっぱ一つ屋根の下とかずっこい！　でも！」

　雅は水沢に向かって胸を張った。

「あんたにカンケーないでしょ！　口だしすんな!!」

　水沢はうらやましそうに雅を見つめた。

「ああ……欲望の趣おもむくまま行動する。それこそ魔族の美徳……なのに！」

　突然ブチキレた。

「ああああああくそくそくそ!!　何でそんなガマンしなきゃならねーんだよ！　欲望を抑えて生きろとか無理だろうが！　ストレスがハンパねーわ!!　マジで！」

　その豹ひよう変へん振りに、二人はぎょっとした。

　水沢は血走った目を二人に向ける。

「だが、そのストレスが私の貯蓄」

　赤い液体で満たされた右の杯を、二人に向かって掲げてみせる。

「この杯はお前たちの体だ。この私のストレスが貴様らに満ちる」

「はあ？　もーなに喋ってんだか、さっぱり……ぐ!?」

　雅の胸の中で激痛が走った。

「が……な、なに……これ」

　たまらず膝ひざをついて胸を押さえる。その激痛は胸だけに止とどまらなかった。腹の奥でも何かが暴れているかのような痛みに体を叩たたかれる。

「れ、れいなっ……大丈夫!?」

「か……からだが、うごかない……ですで──」

　話している途中で、れいなが床に倒れる。目を開いたまま、まるで人形のように動かなくなった。

　それは以前、度々れいなが起こしていた発作のようだった。体の中心となる魔法石を取り替えて、ユートの母親と魔力でつながることで、れいなは健康な状態で生活出来るようになった。

　しかし、それが元の状態に戻ってしまっている。

「く……れ、れいな！　しっかり……」

　そう元気付ける雅自身も、寄せては返す苦痛に意識を失いそうだった。

　今まで感じたことのない頭痛、目、耳、喉のど、全てが痛く、苦しい。これでは魔力を体内に流したり、魔術式を組み立てるなど、到底不可能だ。

「これが……あんたの固有、魔法？」

「その通り。溜ために溜めたストレスが怨おん念ねんの魔法となって、欲望のままに行動した相手に報いを与える。それが『禁欲解除ストレス・フリー』」

　水沢は復ふく讐しゆうを果たしたような、爽そう快かい感を感じていた。

「魔族は欲望の生き物。故に、私の固有魔法に相性はない。どんな魔族にも有効なのだ。お前らに使うのは、ちょっと勿もつ体たいないが──」

　水沢は悪意に満ちた笑顔で振り向く。

　その視線の先には──、

「く……あ、あんた……この私も……」

　全身を苦痛に苛さいなまれ、脂汗を流すサンサがいた。

「ああ、せっかくの『禁欲解除ストレス・フリー』ですから。二人より三人片付けた方がおトクです」

「な……舐なめたマネしてくれるじゃない……この私に」

「ナメてるのはそちらでは？　男ならば誰でも操れると思っていたようですが……私は無理ですよ。なにせ節制していますので、女に深入りも致しません──ああっ！　ムカつくなあ!!　思いっきり犯してやりたかったのによお!!」

　水沢は大きく深呼吸をした。すると、わずかに冷静さを取り戻したのか、笑顔で語りかける。

「それに『恋人ラバーズ』のカード二枚を処分したら、バランスを取らなければなりません。あなたが丁度いいかなと思いましてね」

「バランス……ですって？」

「ええ。ひとつ言い忘れていましたが。『節制テンパランス』には、『バランス』と『調和』という意味があるのですよ。すなわち、私は両陣営のバランスを取り、力が拮きつ抗こうする調和を生み出したいと思っていたのです。それこそが理想的展開」

「この……ゲス野郎が!!　潰つぶし合わせてるだけじゃないの！」

「そういうあなたも、他人を戦わせて高みの見物をしていたのでしょう？　お互い様、と言いたいところですが──私の方が上手ですよ。はるかにね……ふ、ふはははははははははははははは!!」

　高笑いをする水沢を、サンサは憎らしげに睨にらむ。

　──が、その表情が一変した。

　まるで、信じられないものを見ているかのようだ。

　驚きに目を見開いていた。

「……？」

　水沢も、そんなサンサの態度を訝いぶかしむ。

「どうかしたのですか？　何か新しい言い逃れでも思い付きましたか？」

　サンサの瞳ひとみが揺れ、ごくりとツバを飲み込んだ。

「あんた……その額の星は？」

「星？」

　水沢は、鏡のように光る『禁欲解除ストレス・フリー』の杯を目の高さに掲げた。そこに映った自分の顔を覗のぞき込む。

　まるで痣あざのような、灰色の星があった。

「何だ……これは」

　食堂の入り口が開いた。

「──不幸の星よ」

　白い制服を着た少女が入ってくる。

　水沢は我が目を疑った。

　バカな。

　確かに取り逃がしはしたが、もはや再起不能のはず。

　魔力の供給を断ち、ボロ雑ぞう巾きんのようにしてやったはずの女。

『星スター』の魔王候補──星ほしガ丘おかステラ。

「わざわざ殺されに戻って来たのですか……」

　しかしステラの強気な笑みは揺るがない。その笑みの下には、復讐の炎が激しく燃えている。

「やれるもんなら、やってみたら？　どんな不幸が降ってくるか、見ものだわ」

「不幸の星……だと？」

「あたしの固有魔法『運命予約ホロスコープ』によって、今あんたは不幸の星の下にいる。何をやっても失敗。運は最悪。急いで帰って、何もせずに引きこもることをオススメするわ。尤もつとも──」

　アイドルスマイルからは程遠い、凶悪な微笑みを浮かべる。

「不幸が、あんたのところへ押しかけるかも知れないけどね」

「小こ賢ざかしい」

　水沢は『禁欲解除ストレス・フリー』の杯から手を離す。杯を空中に浮かべたまま、水沢は左手を前に出した。その指先に攻撃魔法の魔法陣が展開する。

「『爆雷サンダ──ラ」

　!?

　たった一ワードの呪じゆ文もんを間違えた。水沢は自分自身に驚いた。

「な……もう一度──」

　頭上で物音がした。

　何だ？　と思って見上げると、天井からぶら下がっているシャンデリアが落ちてくる。

「っ!!」

　慌てて横へ飛び退いた。その拍子にテーブルに腰をしたたかにぶつけ、さらに不運なことに床のカーペットがたるんでいるところへつま先を引っかけた。

「……!?」

　みっともなくカーペットの上を転がった。

　水沢は何が起きたのか、まったく理解出来なかった。

　魔王候補ともあろう自分が、何という失態。信じがたい事実だった。

　──不幸の星。

　そんな世よ迷まい言ごとに騙だまされるな、と自分に言い聞かせて立ち上がろうとする。

「うりゃあああああああ!!」

　いきなり顔をぶん殴られ、水沢の体が奇妙な回転をして壁に叩たたき付けられる。

「ぐあ……あぁっ！」

　防御魔法を展開することも出来なかったので、ダメージが直接肉体を傷付けた。

　一体、何に殴られたのか。

　見ると、夕ゆう顔がお瀬ぜ雅だった。拳こぶしを鳴らしながら、水沢を仁王立ちで睨み付けている。

「よくもやってくれたね……お返しにボッコボコのバッキバキにしてやんからね!!」

　その背後にはもう一人。小こ岩いわ井いれいなが、背負っていた日本刀を鞘さやから抜く。

　水沢の思考が焦りで混乱し始める。

　まずいまずいなんだか分からないが不幸、不幸だ、ツキがない、運が悪い、あり得ない程に、奇跡的に不運だ、ここにいたら、逃げる、逃げる？　いや戦略的撤退だ、今すぐにすぐ逃げろ！

「っ!!」

　水沢は『駿足鬼ストライド』の魔法を発動させた。床を蹴けって、ステラが入って来たのとは反対側、厨ちゆう房ぼうのある方向へと走った。

「あ！　こら待てーっ!!」

　今度は上手うまく魔法が効果を発揮し、水沢の体は風のように厨房の中を駆けた。

　厨房に裏口がある。

　そこから逃げよう。どこに出るかは分からないが、仕方がない。不幸の星がもし本当に効果を発揮しているのなら、どんなヤバいところへ飛ばされるか知れない。

　それでも、この場に留とどまるよりは可能性がある。

「くそっ！」

　幸い、障害物もなく、転ぶこともなく、扉の向こうへ飛び込んだ。

「……ここは!?」

　校舎の屋上だった。

　辺りを見回すが、誰もいない。水沢はほっと人心地付いた。

「ふう……どうやら、ここまではステラの固有魔法も、力が及ばないようですね……」

「あー、不幸の星をもらっちゃったんだね」

「──っ!?」

　どこからか声がした。少年のような、少女のような、不思議な響きの声だった。

「ここだよ」

　振り向いて上を見る。

　屋上へ出る扉のための、小屋のような小さな建物。その上に少女が立っていた。

　水色の髪をした可愛らしい少女だ。セーラー服に身を包み、スカートの裾すそを風になびかせながら見下ろしている。

「君は……確か『審判ジヤツジメント』の──」

「好こう摩まルキだよ」

　少女ではなく少年、のはず。しかし水沢にとっては、もっと大きな問題がある。

「君は『恋人ラバーズ』陣営に加担しているのだったな……となると」

「うーん、そうなんだけど……出来れば今回は参戦しないで、観戦するのがベストかなーって思ったんだけどね。でも、君が来ちゃったからなあ……さすがにスルーしちゃうと、色々と問題がありそうだし？」

　まるで他人事のように語った。どういうわけか、当事者である感覚が希薄だ。

「それにしてもステラちゃんの『運命予約ホロスコープ』は凄すごいなあ。多分、ボクのところへ来るのって、一番不幸だと思うもん」

　何だと？

　いや、ただのハッタリかも知れん。実際、俺はここへ逃げ込むのに、何の不幸も発生しなかった。魔法も使えた。邪魔も入らなかった。

　でも──、

　ここへ来るのが一番不幸だから邪魔が入らなかった──としたら？

「それじゃ、審判を下すね？」

「……なに？」

　ルキは両手を胸に当て、目を閉じた。

「──『最終ラスト・審判ジヤツジメント』」

　そして小さくうなずくと、瞳を開く。

　にっこり笑って、可愛らしい仕草で水沢を指さした。

「残念、君は死刑だよ♪」

「……は？」

　水沢は苦笑いを浮かべた。

　何だこれは？　子供の遊びか？　特にヤバい魔法も感じない。

「やはり『星スター』の固有魔法の効果は切れていたのですね……ふふふ、でしたら最も早はや、怖いものは──」

　背後に妙な気配を感じた。

　振り返ると、黒塗りの箱があった。

「なん……」

　何だと言おうとして、それが何なのか気が付いた。

　棺かん桶おけだ。

「ぐ──はぅっ!?」

　棺桶に吸い込まれるように、体が収まった。

「なっ！　何だ!?　くそっ！　何なんだ!!」

　身動き一つ取れない。何とか棺桶から出ようとするのに、指一本動かせなかった。

「だから言ったじゃない。これは、最後ラスト・の審判ジヤツジメントだよ？」

　──最後ラスト・の審判ジヤツジメント？

「言っておくけど、魔界に帰れるわけでも、煉れん獄ごくで魂が保管されるわけでもないよ？　絶対的な死──転生も許されない消滅だからね？」

　ルキが暗い空に浮かんでいた。その背中には白い羽が見える。

　純白の、輝くような、十二枚の羽が。

　──なんだ？

　なんなんだ、こいつ。

　まるで──話に聞く──

「堕天──」
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　棺桶の蓋ふたが閉じた。

　水沢は真の闇に包まれた。

　何も見えず、何も聞こえず、全ての感覚を失い──そして消えた。




　　　　◇　◇　◇




　──水沢が厨房の出口から逃亡した後、

　雅とれいなは、その後を追いかけるかどうか、その選択に迫られた。

「どーしよっか……追いかける？」

「でもでも、せっかくステラさんと合流出来たです。それに、まだステラさんは──」

　れいなはサンサと睨にらみ合うステラを、ちらりと見た。

「だよね……それに三人の方が──」

「何をこそこそ話しているの？」

　ステラはサンサから目を離さずに言った。

「三人がどうとか関係ないから。サンサはあたし一人で十分過ぎる。それと勝手にどこかへ行かないで。また捜すの面倒だし」

　自信満々のその態度に、雅とれいなは乾いた笑いを浮かべた。

　ステラはまだ魔力のライフラインを回復出来ていない。今はユートの『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』による魔力を、体内にストックしてあるだけなのだ。

　それがいつまでもつのか。

　ステラの顔は自信に満ちあふれているが、ハッタリかも知れない。見ている雅とれいなも内心ハラハラだった。

「サンサ、あたしはあんたのことなんか眼中にないわ。でも、この前の借りは返させてもらうから」

「あら？　もうちょっと借りててもいいのよ」

「いい機会だし、サンサの実力を見てみたいわ。あんた、いつも男を代わりに戦わせて陰に隠れてるから、よく知らないのよ」

「人を使うのも、私の実力の一部なの。太陽はその輝きで、他の星々に恵みを与える。私はそういう存在なの。ひとりぼっちのステラとは違うわ」

「一人の方が気が楽よ」

「ウソでしょ？　単に他人が怖いのよ。誰も信用出来ないし、誰も好きになれない。それってなに？　子供の頃のトラウマが原因ってやつ？」

　ステラの歯が、ぎりりと音を立てた。

「サンサ、あんたに一つ教えておいてあげる」

「は？　ステラに教わるようなことなんて、一つもないわ」

「期間限定だけどね、あたし──一人じゃないのよ」

　ステラは胸を押さえた。

　ユートが触れた手の感触を思い出す。

　体の奥から、焦がすような切なさと、熱さと、愛いとおしさが燃え上がった。

「ホント──ムカつくけどね!!」

　ステラの魔力が一気に増大する。

　サンサの顔色が変わった。

「こいつ……!?　前よりも──」

　ステラが恐ろしく大掛かりな魔術式を組み立てているのを感じる。

　対抗すべく、自分の持つ最強最大の魔術式を構築する。

　それは『太陽サン』の固有魔法──、

「『日輪降臨サンシヤイン』!!」

　ステラが両手を叩き、開く。

　その間に、丸い炎が燃え上がる。

　ミニチュアの太陽──それが巨大化してゆく。

　その太陽を持ち上げるように、サンサは両手を上に掲げた。吹き抜けのような高い天井にも、あっという間に迫ってゆく。

　食堂の中の気温が一気に上昇し、熱風が吹き付けた。

「わわわっ!?　な、なにあれってゆーか熱い!!」

「ぼ、防御魔法を！　『装甲鬼アルマード』と並列で体を冷却させる魔法ですです！」

　雅とれいなが右往左往する一方、ステラは一歩も動かず『星スター』のアルカナを天に掲げた。

「『天体死球ギヤラクシー・ゼロ』!!」

　それは『星スター』の固有魔法。小惑星を落下させる驚異の力業。魔法の中でも有数の、大量虐殺魔法である。

　しかしここは校舎の中である。そこに小惑星が落ちるということは──、

　天井が粉砕した。

　校舎を押し潰つぶし、『天体死球ギヤラクシー・ゼロ』が落ちてくる。

　柱が砕け、ガラスが破裂したように飛び散る。

「太陽を舐なめるな!!」

　サンサが『日輪降臨サンシヤイン』で『天体死球ギヤラクシー・ゼロ』を受け止めた。

　星と星との激突は、さらなる大破壊を生んだ。

　校舎の一棟が完全に消し飛ぶ。

　雅とれいなも、そのカタストロフィに翻ほん弄ろうされた。

　初めて経験する大爆発と衝撃波。防御魔法を展開していても、吹き飛ばされそうになる。

　そんな二人に向かってステラが叫ぶ。

「雅！　れいな！　自分の身は自分で守ってよ!!」

　その叫びに、二人も応こたえる。

「そんなの心配すんなーっ!!　やっちゃえーっ!!」

「ぶっとばしちゃってくださいですです!!」

　その声援に、思わず笑みがこぼれた。

　──らしくない。

　ただそこにいるだけなのに、役に立ってるわけでもないのに。

　不思議と、心強い。

　それに、

　姿は見えず、今どこにいるかも分からない。

　でも、ユートを感じる。

　まるで側にいてくれるように。

　お互いを見守り、手をつないでいるかのように。

　見えない絆きずなでつながっている。

　それが分かる。信じられる。

　たったそれだけのことが、こんなにも力になるなんて。

　ステラは自信に満ちあふれた瞳ひとみで、目の前で繰り広げられている現象を見つめた。

　目の前で、小惑星と太陽がぶつかりあっている。

　何という不条理。

　本物であれば、太陽は痛くも痒かゆくもないだろう。

　しかしこれは固有魔法の勝負。

『天体死球ギヤラクシー・ゼロ』の方が『日輪降臨サンシヤイン』の何倍も大きい。

　だが『日輪降臨サンシヤイン』の熱が『天体死球ギヤラクシー・ゼロ』を溶かしてゆく。

　サンサが渾こん身しんの力を込めて、太陽を支えている。

　滝のような汗を流し、食いしばった口からは血が滲にじんでいる。支える手の平からも、血が流れていた。

「ああああああああ！　クソが!!　クソ重おめーんだよ!!　早く溶けろ溶けろ溶けろとけろとけろとけろおおおおおおおおおおお!!」

　そんなサンサを見つめるステラの瞳が笑う。

「その程度で天体のアルカナを持つなんて、おこがましいわ」

「……っ！　てめ──」

「沈め太陽!!」

　太陽が潰れた。

「──」

　サンサの姿は一瞬で見えなくなった。

　小惑星が床に激突し、校舎の基礎部分も破壊し尽くす。

「うわわわぁああああああっ!!」

「ひゃぁああああああああっ!!」

　猛烈な粉ふん塵じんに、雅とれいなは視界を奪われた。

　その煙が晴れると、そこには小惑星も、太陽も、サンサもいない。ただクレーターだけが残っていた。

　そして──、

「ステラ!!」

　二人は倒れているステラに駆け寄った。

「だ、大丈夫!?」

　倒れてはいたが、気を失っていたわけではなかった。ステラは苦笑いで応える。

「ったく……情けないけど、ガス欠よ」

　雅とれいなは顔を見合わせると、ほっとしたように微笑んだ。

「そんじゃーしょーがない。センパイが新入りの面倒を見てあげますか。ね、れいな」

「はいですです！」

　笑顔で応えると、二人はステラの体を抱き起こし、両側から支えた。

「ちょっと……なによ新入りって」

　不機嫌そうに訊きくと、雅がにかっと笑う。

「だってそうじゃん」

「あのね、あたしはエースなのよ？」

「エースだって一番の新人には変わりないし！」

「……ふん。後で覚えてなさいよ」

　れいながにこにこの笑顔でステラを見上げた。

「でもでも、ホント凄すごかったです！　さすがはエースですです!!」

「うん、それはマジで！　マジで凄かったよ！　ステラ!!」

「……当然よ」

「あれ？　ちょっと赤くなってる？」

「っ!?　こ、これは熱かったからよ！　あんなしょぼい太陽だって、至近距離ならさすがに熱いっての!!」

「はいはい。とにかくユートと合流しないとだね」

「厨ちゆう房ぼうとは別の出口の方が、いいかなと思うですです」

「ちょっとあんたたち！　聞いてるの!?」

　吼ほえるステラを引きずるようにして、三人は半壊した校舎の中へと戻って行った。
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　俺は雅との通話を終えると、スマホを上着の内ポケットにしまう。

　改めて、廊下の先を見つめる。まるで地の果てまで続いているような気がしてきて、思わず溜ため息を吐いた。別の場所へ移動したいが、まずその扉が見つからない。

　雅とれいなが食堂で会ったということは、俺も食堂へ向かえば二人に会えるはず……と思うのだが、その食堂が見つからない。

　窓から外を見る限り、ここは三階らしい。ということは、階段を下りなければいけないのだが、階段がないのだ。

　教室に入る扉は並んでいるが、試しに中に入ってみても、別の場所へ移動するわけじゃなかった。とすると、化学室や美術室といった特別教室が移動の場所になっているのかも知れない。

　はやく出口を見つけて、みんなと合流しなければ。そう思って歩き続けているのだが、代わり映えのしない眺めが延々と続く。

「……ん？」

　変化があった。

　というよりも……誰か倒れている!?

　敵か？　それとも──。

　俺は用心しながら、その人影に近付いた。

　女の子だ。特徴的なピンク色のロングヘア。そして腕に巻かれた包帯。

　俺は警戒しながらその顔を覗のぞき込む。

　まさか……いや、間違いない。

　力丸を倒した後、ロストたちと一緒に現れた面メン子ツの中にいた──『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』の魔王候補、下しも鹿か妻づまりんね。

　どうして、こんなところで倒れているんだ？

　服も乱れていないし、誰かと戦ったようにも見えない。

　罠わなか？

　だが、近付いても何か仕掛けてくる様子もない。

「おい。どうかしたのか？」

　思いきって、肩を揺さぶってみた。すると、微かすかなうめき声と共に、瞼まぶたが開く。

「うぅ……はっ!?」

　驚いた様子で上半身を起こすと、俺から離れるように後ずさった。

　そして、きょろきょろと辺りを見回す。

　俺を恐れているんじゃないのか……？

「ロスト……いない？」

　震える声で訊いてくる。

「少なくとも、俺は見ていない。この廊下を延々と歩いて来たけど」

　そう答えると、ほっと溜め息を吐いた。

「……一体、何があったんだ？」

　りんねは悲しげな表情でうつむいた。

「ロストは……もう、かつてのロストじゃ、ないんです」

「どういうことだ？」

「前は優しかったんです……私みたいに、心に傷を負ってる者や、弱い者には特に……私はロストに救われた。だから付いて来たのに……」

　俺はポランから聞いた昔のロストを思い浮かべる。それは、りんねが語る内容と同じだ。

「それが変わってしまった……私たちを騙して、使い捨ての道具のように……利用価値がないと、殺されそうになって……必死で逃げるしか──」

　そして、諦あきらめの笑みを浮かべると、上目遣いで俺を見上げる。

「あなたのせいです」

「俺……の？」

「あなたと出会ってから、ロストは変わった。イライラして凶暴になって……」

　俺と会ってから？　なぜだ？

　りんねはスカートのポケットからスマホを出した。

「私には……友達が、いるんです。たった一人の……彼女があぶない。きっとロストは彼女も殺します」

「一体、何でロストは君や友達を殺そうと──」

「私のことは分かりません……けれど、友達は……その能力が敵に利用されるのを恐れたのでしょう。その子はこの迷路の道案内が出来るんです」

「え!?」

「私も彼女の案内に従って、命からがらロストから逃れてきました。彼女なら、あなたを導いてくれます。お願いです……助けてください。彼女が道案内をしますから」

「…………」

　俺はりんねの持つスマホを見つめた。

「……悪い。俺はまだ逃げるわけにはいかない。みんなと……俺の仲間と合流しなきゃならないんだ」

「でしたら……私を連れて行ってください」

「君を？」

「彼女に案内をしてもらっても……ロストに見つからないという保証はありません。私一人では、抵抗できずに殺されてしまいます。ですから……あなたの仲間と合流するまで。出来たらその後で、この空間からの出口まで一緒に来て頂けると……」

　りんねはスマホの画面に文字を入力し始めた。

「ＳＮＳで友達に連絡しています……ちょっと待って下さい」

　返事が来たらしく、りんねはスマホを俺に差し出した。

「お願い……します」

　りんねは、うつむいて顔を隠した。よほど不安なのか、捧ささげるように持つスマホが小刻みに揺れていた。

「──分かった。こっちが合流したら、君たちを逃がす」

　俺はスマホを受け取ると、画面を見つめた。

　そこには、こう書いてあった。

『盛岡雄ゆう斗とはロストの仲間になる』

　──!?

　何だこれ？

　これがりんねの友達からのメッセージ？

　俺が、ロストの仲間になるとか……何なんだ。

　全然、意味が分からない。

　だって──、

「そんなの当たり前だろ？」

　画面に向かって、そう言い返した。

　りんねがそっと俺の手からスマホを取り返す。

　いつの間にか立ち上がって、俺の側に立っている。その顔に、不安も悲しみもない。

　貼り付けたような笑顔がそこにあった。

　りんねはスマホに再び文字を入力した。その内容は──、

『完了、ありがとう。それじゃ案内をお願い』

「ロストのところへ行くのか？」

「……ええ」

　そうか。

「そうなのか？」

「何か気になる？」

　りんねの質問に、俺は首をかしげた。

「なぜそんなことを訊くんだ？」

　まったく妙な話だ。

「そんなの当然だろ？　俺はロストの仲間なんだから」
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　僕の名はロスト。シュバレーゼの村で生まれた。

　いや、生まれたのか、単に捨てられていたのかは、分からない。

　いずれにしろ、その貧しい村で僕は育った。

　シュバレーゼの領主は、領民のことや、領地経営のことなど頭になかった。生活を良くするための政策や、作物や獲物が多く獲とれるようにといった施策なんか、してくれたためしがない。

　貴族の連中は毎月、自動的に税がやって来ると思っている。

　納税するために村のみんなが飢えて死んでも、獲物を獲るために危険を冒して死んでも、まったく気にしない。

　貴族はそれが当然だと思っている。

　悔しかった。憎らしかった。

　しかし抵抗する手段はない。恐ろしい力を持つ貴族たちに、無力な混血魔族である僕らが敵かなうはずがないのだ。

　僕たちは生まれた時、運命が決められている。努力など無意味──いや、努力する方法すらない。あるのは絶対的な諦てい念ねんのみ。

　そんな僕に転機が訪れた。

　一人の貴族が村にやって来た。

　名前は知らない。ただ、魔術師とだけ名乗った。

　その魔術師は言った。強くなりたい者は、自分に付いてこいと。

　混血魔族は先祖が取り入れた魔物の血によって、強さが決まっている。強くなるには、新たな魔物の血を取り入れなければならない。

　だが、ほとんどの場合は成功することなく死ぬ。それが分かっていたので、誰も付いて行こうとはしなかった。

　そこで魔術師は言った。自分は新たな血を取り入れる方法を開発したのだと。よって危険は低く抑えられ、安全になったのだと。貴族たちは混血魔族が力を持つことを恐れている。だからこれは秘密の儀式なのだ。君たちを解放するための。

　魔術師も貴族じゃないかと言うと、自分はこの世界への反逆者なのだと笑った。

　意味が良く分からなかったけど、貴族なのにあまり怖くないと少し安心した。

　それから魔術師は、村の人たちに説明をして回ったが、ほとんどの者は尻しり込ごみした。でも僕には失うものはなにもない。

　僕と二十人の子供がその魔術師に付いて行った。

　山を幾つか越えたところに病院のような施設があった。僕らはそこに入れられた。

　そこで始まったのは、まさに死の実験だった。

　床も壁も天井も、一面に複雑な魔術式の描かれた部屋で、香を焚たき、魔術師が呪じゆ文もんを唱える。良く分からない不思議な儀式──そして何の血か分からないどす黒い液体を注射される。

　最初の一週間で三人が死んだ。

　次の週には五人が死んだ。

　これが本当に安全な方法なのか？

　僕たちは恐怖し、村へ帰してくれと頼んだ。

　しかし僕らは監禁されていた。部屋は扉に鍵かぎがかけられ、病院にも結界が張られて、中と外の行き来が出来ないようになっている。

　僕たちは騙だまされたんだ。

　無知で、無能で、愚かで、騙しやすい、ただの実験動物として連れて来られた。

　気付いたときにはもう遅かった。

　僕は何度も死の淵ふちをさ迷った。

　その度に僕は生にしがみついた。僕を支えるのは、怒りと怨うらみと執念だけだった。

　半年が過ぎると、残っているのは僕だけになった。

　そして、魔術師は僕に一つの仕事を与えた。

　その頃既に、六種類の魔物の血を混入させられていた。その力を試せというのだ。

　仕事の内容は──貴族の子供を殺すこと。

　魔術師だって貴族なのに、貴族を殺すのかと奇妙に感じた。

　僕は魔術師に案内され、初めて人間界へ行った。

　魔術師によると、とある場所にかなり身分の高い貴族の子供がやって来る。それを待ち伏せして、殺せということだった。

　なぜその子が来るのが分かるのか、と尋ねると、その未来は確定しているので疑問を持つな──とのことだった。

　ただ、来るのは明日なのか、三日後なのか、一ヶ月後なのかは分からない。

　場所は川の河川敷だった。堤防の土手から見下ろすと芝生が広がり、その先に川が流れている。大きな橋が架かっていたので、その下で待つことにした。

　そうして一週間が過ぎた。

　魔術師から人除よけの魔法を教わっていたので、人間との接触も避けられた。しかし、腹が減ってきた。魔術師の実験を受けてから、あまり腹が空すかなくなったが、さすがに苦しくなってきた。

　そのせいで集中力も途切れたのだろう。人間の子供に見つかってしまった。

「腹減ってるのか？」

　そいつは手提げカバンの中から、白と黒の三角形の物体を出した。

　初めて見るおにぎりだった。

　それは涙が出そうになるくらいに、おいしかった。

「うまいだろ？　うちの母さんの握り飯は店のよりうまいんだ」

　その子供は、盛もり岡おか雄ゆう斗とと名乗った。僕はユートと呼ぶことにした。

　それからユートは、度々来るようになった。僕も退屈していたので、拒まなかった。一人くらいなら人間と接触しても問題ないだろう。

　いざとなれば殺せばいいのだ。

　だが一週間もすると、ユートが来るのを心待ちにするようになった。

　この河原から離れなければいいのだろうと、一緒に駆け回って遊んだ。

　久しぶりに、普通の子供に戻った気がした。

　いや、もしかしたら初めて子供らしい時間を過ごしたのかも知れない。

　村にいた頃は、朝も夜も大人の仕事を手伝わされていた。少し大きくなると、年下の子たちの面倒もみなければならない。そして、より危険な仕事を負わされるようになる。

　今はただ遊んでいるだけでいい。

　それに友達も出来た。なんの警戒もいらない、安心出来る相手。ユートが自分よりも弱い、人間だということも安心感があったのかも知れない。

　僕はすっかり仕事のことを忘れていた。

　今思い返せば、あれが僕の人生で最も幸せな時間だった気がする。

　毎日が楽しく、明日が待ち遠しかった。

　ずっとこんな時間が続けばいい。

　最初は人間を憐あわれだと思った。人間たちは自分たちが世界の全てを知っていて、支配者だと思っている。

　本当はただの家畜なのに。

　自分たちが理解出来ない、もっと広い世界があることを人間は知らない。自分たちの運命が、魔族に委ゆだねられていることを知らないのだ。

　でも、魔界で地獄のような生活をしてきた僕と、どちらが幸せなんだろう。

　いっそ何も知らないフリをして、人間のフリをして、ここで暮らすのも悪くないかも知れない。そんな考えが、頭を過よぎるようになった。

　もし、ユートがずっと友達でいてくれるなら、僕は──。

　そんなときだった。

　堤防の上を、一人の少女が通りかかった。

　現れた。

　現れてしまったのだ。

　僕が殺すべき相手が。

　その少女の名前は──姫ひめ神かみリゼルといった。




　　　　◇　◇　◇




「やあ、ユート」

　体育館の壇上で、ロストが手を振っていた。

　いつも通りフードを被かぶり、その下には人の好よさそうな笑顔があった。

「ようやく会えたね。りんね、ご苦労さま」

　りんねの案内で──というか、メッセージアプリの相手の案内で、俺たちは無事にロストのもとに辿たどり着いた。

　俺も片手を挙げて、笑顔を向ける。

「ああ、やっと落ち合えたな。ロスト……」

　……何だ？　この違和感は。

　妙だ。

　ロストと俺は、仲間──なのに。

「どうしたんだい？　浮かない顔だね」

「いや……別に」

「僕がキミを助けにいくのが遅かったから、拗すねてるのかな？」

「そんなんじゃないって。リゼル先輩や、みんなとやり取りして、俺も脱出方法を色々と考えていたから──」

　あれ？　何で俺、リゼル先輩たちと連絡なんか取り合ってたんだ？

「まだ混乱しているようだね、ユート」

　ロストはりんねに向かってうなずいた。

「盛岡雄斗、見て」

　りんねの方を向くと、スマホがかざされていた。画面には文字が流れている。

『姫神リゼルたち「恋人ラバーズ」のカードは敵。盛岡雄斗を騙して、自分の操り人形として使っている。盛岡雄斗はロストの親友。昔からの友達。力を合わせろ』

「キミと僕は、魔王学園の反逆者だ。そうだろ？」

「ああ……そうだった」

「僕は初めて人間界へ来たとき、キミと出会った。キミは僕を助けてくれた……あの時食べたおにぎりの味は忘れられないよ」

　ああ、そうだった。

　何で俺はそんなことを忘れていたんだろう。

「僕はキミと一緒に遊んだ。色々な話をした。僕はてっきり、人間とは虐げられている生き物だと思っていた。混血魔族である僕よりも、もっと過酷な人生を送っているものと思っていた。だが、違った」

　ロストは気の毒そうな目で俺を見つめた。

「そして衝撃を受けた。世界の真実、その一端を初めて見た気がした。この世は支配者の都合の良いように出来ている。人間は、そもそも真実を知らない。知ることを許されていない。だから自分たちが家畜であることすら知らないんだ。なんて憐れな生き物だろうか、僕はそう思った」

　真実を知らず、でもそれなりに幸せに暮らしている人間。真実を知っているが、過酷な人生を送っている混血魔族。果たして、どちらが幸せなのか。

「だから僕たちは誓った。この世界を変えてやると。世界の枠組みをぶっ壊してやる。貴族たちが作った秩序やルールを否定する。僕らは新しい決まりを作って、新しい世界を作る。それは世界への反逆だ」

　ロストは俺に向かって、握手を求めるように右手を差し出した。

「来いよ、ユート。あのときの約束を果たそう。僕は魔界を、キミは人間界を、そして僕ら二人で世界の全てを支配するんだ。より良き世界を作るために！」

　俺は壇上に向かって歩き出した。

　そう言われて思い出した。ロストに教えられた俺は、ひどく怒った。「そんな悪い奴らは許せない！　絶対にぶっ倒してやる!!」と。子供らしい単純さと純粋さで。

「そうだったな……そんな約束をした。正直言って、夢物語だと思ったけど」

「夢を実現させるんだ。僕たち二人で」

「……ロスト」

　壇上まであと少し。

「僕はキミに謝らなければならない。あのとき……僕の仕事にキミを巻き込んでしまった」

「え？」

「だからキミは、あの貴族の子供に囚とらわれたんだ」

　仕事？

　そういえば……ロストはどうして俺と知り合ったんだっけ？　そうだ、誰かを暗殺すると言ってなかったっけ？

　俺は、何かのごっこ遊びだと思っていた。

「ユート、キミをあの女から取り戻すのが、僕の罪滅ぼしだ。そして──」

　あの女──、

　俺の脳裏に少女の姿が浮かんだ。

　驚くほど白い肌に、艶つやのある長い黒髪。

　大人びていて、どこか妖あやしげな、この世のものとは思えない美しい少女。

　あんな美しいものを見たのは初めてだった。

　その子の名は──確か、

　──壇上が突然爆発した。

「うおっ!?」

　爆発の衝撃波を受け、俺の体は真後ろへ転がる。

　何だ!?　一体何が──、

　壇上が崩れ落ち、体育館の前方半分が消し飛んでいた。

「ロスト!?」

　思わず叫ぶと、炎の中からロストが姿を現した。

　フードが燃えて、その下にある赤い髪と──狼のような耳が露あらわになっていた。

　ロストは体育館の天井を、ぎろっと睨にらむ。

「……逃げたのに、戻ってくるなよ『世界ワールド』」

　──『世界ワールド』!?

　俺も上を見上げた。

　魔術文字で埋め尽くされた、球体結界が天井を突き抜けて降りてくる。そしてその中にいるのは灰色の髪に白い制服を着た男。

「逃げただと？　見逃してやったのに無礼だな『死神デス』」

「……アスピーテ!?」

　宙に浮かんでいたアスピーテが、俺の前に降り立った。

「どうした、間抜け面をして」

「いや……あれ？」

　俺は……ロストの仲間、じゃない……そうだ、俺はロストを倒すために──。

「おい！　何をボーッとしている!!」

「あ、ああ……りんねの──『運ホイー命ル・オブの・フオ輪ーチユン』が持っていたスマホを見せられて……そうしたらロストを仲間だと思い込んでいて──」

　ロストは「なに？」と顔をしかめると、りんねを睨む。するとりんねは、たじろぐように後ずさった。

「ふん……大方、あの女に操られたのだろう。とことん女に甘い奴だな」

　そんなことはないと否定したい気持ちでいっぱいだが、反論のしようがない。

「……面目ない。だが、助かったぜ」

　するとアスピーテは得意そうな笑みを浮かべた。

「当然だ。この俺は『世界ワールド』のアスピーテだからな。それよりも早く気合いを入れ直せ。ついでに死神退治と行くぞ」

「いや──ちょっと待ってくれ」

　俺はアスピーテを止めると、ロストに話しかけた。

「ロスト……お前の過酷な生き様を思えば、貴族を恨むのは分かる。けれど、全ての貴族がお前に酷ひどいことをしたわけじゃない。よく話し合おう」

「……ユート、キミが何を話しているのか、良く分からないな。貴族は僕たち混血魔族を弾圧し虐待した。人間に真実を知らせず、一方的に家畜にしている。それが現実だ。貴族は貴族というだけで罪なんだ」

「それは違う！　貴族が悪だというのは、混血魔族を弾圧するのと同じだ」

「いいんだよ。いずれにしろ復ふく讐しゆうは必要だ。話し合いをするにも、まずは借りを返させてもらわないと落ち着けない。貴族には数千年は煮え湯を飲んでもらう。話はそれからだ」

「それじゃただの八つ当たりだ！」

　ロストの目が険しくなった。

「何だって？」

「相手より優位に立ち、相手を支配したい──そんな考え方では永遠に戦いは終わらない」

　俺は俺の感じているものをロストへ伝えたい。

「元々、違う種族なんだ。無理に自分の考えを押し付けようとするから争いになる。自分とは違う存在がこの世にあることを許さなきゃいけない。人間の感情で魔界が回っているのなら、それは提供しよう。ただ、そのために人間に苦しみを与えることは許さない。代わりに魔族から提供してもらえるものもあるはずだ」

　うまく伝えられるかは分からない。

　立場の違う相手と、まったく同じ気持ちと考えを共有出来ると考えるのは、それこそ無理な話だ。

　でも──たとえ共感出来なくても、相手の考えを受け止め理解することは出来る。同じように、自分の考えを理解してもらうことも出来るはずだ。

「どうしたらいいかは、これから話し合って決めればいい。だから俺は──」

　幸せになりたいという気持ちは、誰だって同じはずだから。

「だから俺は！　そのために魔王になる!!」

　ロストは俺の目を見つめ返す。

　頼む──と心の中で願う。

　しかし、ロストは冷めたように言った。

「どう足あ掻がいたところで魔王大戦だ。殺し合おうか」

「ま……待て！　ロスト!!」

　ロストの唇が動いた。

「『夢望無残ドリーミング』」

　ロストの体から、どろりとした黒い液体があふれ、渦を巻いた。まるで意思を持っているかのように、ロストの体を包んでゆく。

　それは魔族が死んだときに飲み込まれる、黒い沼そのものだった。

「ロスト!?」

　ロストを包んだ黒い沼は、鎧よろいのような形を作り、硬化した。

　まるでボディスーツのように、ぴったりと体を包む細身の鎧。漆黒の装甲は、ロストの闇と絶望を塗り固め、心を守る鎧──そんな風に見えた。

「この黒い沼の水は僕自身。どんな形状にも性質にも変化させることが出来る。これは僕の肌であり、装甲でもある。それが『夢望無残ドリーミング』」

　自らを語るロストはどこか得意そうであり、どこか自じ嘲ちよう的だった。

「もう一つの特徴は、吸収能力があること。僕は数多くの魔物の血を輸血して、改造された。そのせいか、他の個体の特徴を取り込むことが出来る。例えば──僕が『死神デス』のアルカナを持っているのは、体の中にモルス・ゴルゴダの血があるからだ」

　アスピーテが緊迫した声で注意を促した。

「気を付けろ。迂う闊かつに触れると、喰くわれるぞ」

「……ああ」

　こうなったら、やり合うしかない。

　ロストと分かり合うことを諦あきらめはしない。けれども今は、話を聞いてもらうためにも、ロストに勝つ。

　アスピーテが左手を前に出す。その先に赤い魔法陣が展開した。

　俺も右手を前に出し、同じく赤い魔法陣を展開。

「いくぞ！　『魔炎焦土フアイドゼノン』!!」

「『魔炎焦土フアイドゼノン』!!」

　俺はアスピーテに合わせて、上級魔法を起動する。

　──すまん。ロスト。

　地獄の釜かまが二つ開き、火炎地獄の炎がほとばしった。

　ロストが両手を前に出すと、全身の装甲が移動を始める。形を変えながら、まるで変形するように鎧がロストの前面に集まり、何枚もの盾を連ねたような形状になる。それはまるで小さな要よう塞さいだ。

　二倍の地獄の炎がその要塞を包む。

　しかし──、

「……あいつめ」

　アスピーテが舌打ちをした。

『魔炎焦土フアイドゼノン』の魔法陣が閉じるのに合わせて、『夢望無残ドリーミング』の装甲は再び変形し、涼しげな顔をしたロストが現れた。

「普通の魔法じゃ、僕は倒せない」

　右手がどろりとした液体へと変化した。

「魔術師に改造された結果、死ねない体になってしまってね」

　腕が細長く伸び、その先は半円形の巨大な刃物──鎌へと形を変えた。

「死ねないだけでなく、どんな環境にも対応出来る。火の中だろうが水の中だろうが平気だよ。あと武器を持つ必要もない。体を自由に武器に変えられるからね──こんな風に」

　巨大な鎌となった右腕が一いつ閃せんした。

「!?」

　俺とアスピーテの胸が裂けた。

「バカな!?　これだけ距離が離れていながら！」

　うろたえるアスピーテに、ロストは微笑む。

「死に方に注文があったら言ってよ。出来るだけ希望に添うから」

「距離を取ろう！　ロストの手の内がまだ分からない！」

　俺とアスピーテは後ろへ下がりながら、『装甲鬼アルマード』で体を守る。

　しかしロストは、そんな俺たちを見て失笑する。

「無駄だよ。現魔王が作ったこの結界の中では、逃げ場なんてない」

　ロストは思い付いたように言った。

「でもまあ、追いかけっこも悪くないか。どうだいユート。久々に鬼ごっこでもしようか」

　ロストの下半身が溶け出した。そして膨張して形を変えてゆく。それは四本の足を持つ形へと変形した。

　その姿を見て、アスピーテが顔をしかめた。

「おいおい……今度はケンタウロスの真似事か？」

　それは馬の胴体だった。首がある場所には、ロストの上半身。そしてロストも馬も装甲を身にまとっている。

「まるで変形ロボットだ……」

　思わず漏らした俺のつぶやきに、ロストはふっと笑った。

「正直に言うとね、ユートに見せてもらった変形ロボットのアニメや映画を参考にしてる。とても役に立ったよ」

　ロストの下半身が駆け出した。

「ユート、ここから出るぞ！」

「ああ！」

　俺たちは『駿足鬼ストライド』を発動して、半壊した体育館から飛び出す。崩れ落ちた壁の向こうは校庭になっている。ひょっとしたらまた別の場所に飛ばされるかも──と思ったが、俺とアスピーテはそのまま校庭を走った。

　後ろからは、凄すさまじい速度でロストが走ってくる。

　腕は異様に長い槍やりへと変わっていた。その姿は、まさに中世の槍騎兵だ。

「とりあえず突進を止めよう！」

「ちっ！　『魔障壁バリカーデ』!!」

　二人で防御魔法で壁を作る。

　そこへケンタウロスのロストが激突する。

「うおっ!?」

『魔障壁バリカーデ』ごと俺たちは後ろへ押し込まれた。

「くそ！　馬鹿力め!!」

「あははは！　このまま押してゆこうか？　結界の端で押し潰つぶされちゃうよ？」

「そう簡単にはいかないぞ！　ロスト！」

　俺は魔力をさらに送り込み、何とか踏みとどまる。

「へえ……頑張るね、ユート。でもいいの？　魔力がどんどん減ってゆくけど」

　アスピーテは歯ぎしりをして、ロストを睨にらみ付ける。

「ほざけ！　それは貴様も同じ事だろうが!!」

「あははは！　僕の体は元々が不定形だからね。姿を変えるのに、そんなに魔力がいらないんだ。心配してくれて、ありがとう」

　ロストは槍を『魔障壁バリカーデ』に突き立てる。魔力の壁に亀き裂れつが入った。

「く……アスピーテ！　お前の『世界ワールド・改訂リヴイジヨン』で何とかならないか!?」

「奴の魔術式と、あの体の理屈が分からん！　対抗式が構築出来なければ無理だ！」

　ロストには普通の魔法は通用しない。

　上級魔法を順番に試してもいい。しかし、こちらの魔力を消耗するだけだ。

　ロストは自分の体を使った攻撃しかしてこない。もしかしたら、通常の魔法が苦手なのかも知れない。

　となると、お互いに魔法の攻撃は無効。

　ロストの槍が、『魔障壁バリカーデ』を貫いた。

「!!」

　俺とアスピーテは左右に飛んだ。

「『爆裂デトネイト』！」

　爆発系の魔法をすぐ側で爆発させる。

　それはロストにダメージを与えるためではなく、その衝撃波で自分の体を飛ばすためだ。

　何とかロストをやり過ごし、再び距離を取るとアスピーテと並んだ。

　体の中の魔力が減ってきている。

『愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ』が出来ればいいが、ここには俺のカードはいない。

「くそ……このままだと埒らちが明かないな……」

　魔法による攻撃が無効となれば、こちらは丸腰。ロストは全身が武器だ。

「……どっちにしろ、分が悪いな」

　ロストは勝利を確信したのか、焦る様子はない。ゆっくりとこちらに向かって歩いてくる。

「おい、ユート……やむを得ん。アレをやれ」

　──アレ？

「何だよ、アレって」

　アスピーテは吐き捨てるように言った。

「俺の『世界ワールド・改訂リヴイジヨン』を破ったアレだ！」

　──『世界崩落ワールド・フオール』。

「でも、あれは……」

　力りき丸まるを倒したときを思い出す。制御することが出来ずに、文字通り世界が崩落しかけた。

「ダメだ。あれは制御不能になると、際限なく破壊の連鎖反応が起きる。ここは校長の結界の中だから、外には影響が出ないかも知れない。けれど、ここにはみんながいる！　そんな危険にさらすことは出来ない!!」

「だったら、俺様が制御してやる」

「……何だって？」

「俺様の『世界ワールド・改訂リヴイジヨン』は、半径三メートル以内であれば世界の法則を書き換えられる。あの魔術式をよこせ。その式を相殺する法則が、『世界ワールド・改訂リヴイジヨン』の外縁部に発生するように、法則を書き換えてやる」

　アスピーテは俺に向かって拳こぶしを突き出した。

「──でも」

　俺にはまだ迷いがあった。

「通常の魔法なら、ロストにダメージを与えられても、死にはしない……根拠はないけど、そんな気がするんだ。でも『世界崩落ワールド・フオール』は……あの未解決魔術式は、ロストの体だって消滅させてしまう！　だから──」

「だからやるんだろうが！　お前はバカか!!」

　アスピーテの怒鳴り声が、俺の頬を打った。

「貴様と奴に何があったのかは知らん。だが魔王を目指すのなら、やることはひとつだ！」

「……アスピーテ」

「奴を蹴け散ちらせ!!　盛岡雄斗!!」

　俺は唇を噛かみしめ──、

　拳を握ると、アスピーテの拳に突き合わせる。

「──アルカナ！」

『了解。「世界ワールド」へ魔術式を転送』

　その瞬間、アスピーテは顔をしかめた。

「──っ！　何だこれは!?」

「いけそうか!?　アスピーテ！」

「なんてクソ面倒な魔術式だ……出来なくはないが、こんなモノせいぜい数秒しかもたんぞ！」

「上等だ！」

　ロストは校庭を横切り、俺たちへ向かって来る。

「色々相談してたみたいだけど、話は付いた？」

「ああ……待たせたな。ロスト」

「行くぞユート！」

　俺たちはロストに向かって駆け出した。

　すぐ隣にはアスピーテが並走している。

　俺は走りながら、左腕に沿って『世界崩落ワールド・フオール』の魔術式を展開。

　ロストは悠然と俺たちを待ち構えている。

　蘇よみがえった子供の頃の記憶が、目の前にちらつく。

　なぜ忘れていたのか分からない。

　いい思い出だったはずだ。

　なぜなら、懐かしさに胸が切なくなっているからだ。

　だがそれでも──、

「『世界崩落ワールド・フオール』!!」

　俺の左腕に、世界を破壊する魔法が走る。

「『世界ワールド・改訂リヴイジヨン』!!」

　アスピーテの世界が俺を取り囲む。

「いけえええユートぉおおおおおおおおお!!」

　俺たちは並んでロストの懐へ飛び込む。

　ロストは哀れむような瞳ひとみで、俺に向かって槍を向ける。

「ロストぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　左の拳がロストの槍先に触れた。

　黒い液体が飛び散った。

「──!?」

　初めてロストの目が驚きよう愕がくに見開いた。

　槍を突き抜け、ケンタウロスの胴体へと拳が突き刺さる。

「な──」

　ロストの装甲が一瞬で液体に戻る。そして弾はじけるように、辺りへと飛び散った。

「うぉおおおおおぁあああああああああああああああ!?」

　馬となっていた、ロストの下半身が消し飛んだ。

　そして、傷口は徐々に広がり、ロストの体を崩壊させてゆく。

「な、な、な……なんだこれはあぁああああああっ!?」

　ロストの悲鳴と共に、アスピーテの苦しげな声が聞こえる。

「く……もう限界だ!!」

　俺は慌てて『世界崩落ワールド・フオール』を解除する。一瞬遅れて、『世界ワールド・改訂リヴイジヨン』の結界が消えた。

「うおっ!?」

　足をもつれさせて、アスピーテが地面に倒れる。

「アスピーテ!!　大丈夫か!?」

　俺はアスピーテに肩を貸そうとした。

「それより奴は!?」

「ああ……やったよ。ロストだけを崩落させた。もうあとちょっとで──」

　俺は崩れゆくロストに目をやった。

「……っ!!」

　ロストの前に、ピンク色の髪をした少女が立っていた。

　目を細めた笑顔。そしてカッターナイフを腕に当てている。

「え？」

　一瞬遅れて、俺は下しも鹿か妻づまりんねの固有魔法を思い出した。

　──まずい。

　下鹿妻りんねは、腕にカッターナイフを走らせた。傷きず痕あとから勢いよく血が噴き出す。

「なっ!?」

　俺とアスピーテは、思わず言葉を失った。

　りんねの背後に、うっすら光る文字盤が浮かび上がる。魔法陣に時計の針が付いたような形をしていた。その針が、時計とは逆回りに動き始める。

　しかし針が途中で引っかかったように止まる。

「ぐっ……!?」

　りんねが顔を歪ゆがめ、胸を押さえた。

「こんな……バカな『無限再演リバイバル』が……」

　脂汗を流しながら、体を震わせて、何かと必死に戦っている。

　もしかしたら、時間を巻き戻すにも難しい場合があるのかも知れない。『世界崩落ワールド・フオール』のような強大な魔法の結果を覆すには、それ相応の力が必要になる──というのは、有り得る話だ。

「く……っ！」

　りんねは震える手でカッターを握り、再び左腕に添えた。

「!?」

　腕に傷が増え、血が流れた。

「ぜったい……助ける……死なせない」

　何かに取り憑つかれたように、りんねは何度もカッターで腕を切りつける。

　何度も、何度も、何度も、腕を傷付けてゆく。

「死なせない！　死なせない！　私が！　私がぁあああああああああああああ!!」

　引っかかっていた文字盤の針が一気に巻き戻った。

「なっ!?」

　時間が巻き戻っていた。

　俺の前には、ケンタウロスのような姿のロストが立っている。

　隣には驚いた顔のアスピーテ。

「おい……これは？」

　しかし、さっきとまったく同じというわけではない。

　ロストの足下に、りんねが倒れている。

「……りんね」

　ロストの下半身が変形し、再び人の姿に戻る。そして、りんねの側に膝ひざをついた。

　呼び掛けても、気を失っているのか、りんねは応こたえない。

　ズタズタになった腕に目を落とす。

「僕はキミを利用していただけだ……そのくらい、本当は分かっていただろ？」

　そうつぶやくと、ロストは立ち上がった。

　殺気に満ちた瞳が、俺たちを睨にらんでいた。

「アスピーテ、もう一度──」

　隣のアスピーテが、がくりと膝をつく。

「だから、せいぜい数秒だと言っただろう！　くそ……っ！　時間が巻き戻っても、全てが元通りになるわけじゃないのか……これ以上『世界ワールド・改訂リヴイジヨン』は無理だ！」

　恐らく『無限再演リバイバル』は、対象の時間を戻すのが主な効果であって、それ以外への影響は付随的なものなのだろう。

　実際、時間が巻き戻っても、記憶が消えたりはしない。同じように、消費した魔力や、疲労した体が元に戻るわけではなかった。

「となると……マズいな」

　ロストの右腕が再び変形し、今度は剣へと変わった。

「悪いね、ユート。こんな僕にも、背負うものがあるみたいだ」

　くそっ……どうする!?

　と言っても、選択肢がそうあるわけじゃない。通常の魔法攻撃で、活路を見いだす他に手はないんだ。

「『魔爆粉砕デストラツシヤー』!!」

　爆発系の上級魔法をロストの足下で爆発させる。

　暗い校庭に真っ赤な爆炎が広がってゆく。その炎を背に、ロストが飛び出して来た。

「そんなものが効くとでも！」

　ロストの右腕が光る。鋭い剣が宙で振られると、鋭い衝撃波が校庭を斬り裂き向かってくる。

「くっ！」

　横へ飛んで避よけるが、その衝撃波に吸い込まれそうになる。同時に、頬が裂けて血が飛び散る。

「そいつから潰つぶしてやる!!」

　ロストはアスピーテに向かって拳こぶしを振り上げる。その拳に装甲がまとわりつき、二倍もの大きさへと変形した。

　俺はアスピーテの襟首を掴つかむと、必死の思いで後ろへ飛んだ。

「ぬあっ!?」

　ロストの拳がアスピーテがいた場所にめり込み、校庭に亀き裂れつが走る。激しい震動とともに地割れが起きて、地面が陥没した。

　俺たちは地面を滑るように移動し、再び距離を取った。

　しかしそれだけでは、何の解決にもならないのは分かっている。何か手を考えなければ。

　自分が作ったクレーターから、ロストがゆっくりと姿を現す。

「このままなぶり殺しにしてもいいんだけど……仮にも昔の知り合いだ。楽に死なせてあげるよ」

「何……？」

「奴め、まだ何か隠し持っているのか!?」

　ロストの口元に、残酷な笑みが浮かぶ。

「僕には様々な魔物の血が輸血されている。そうだね……自分でも良く分からないけど、多分四十種類くらいはあるんじゃないかな。まあ無む茶ちやな話だよね。おかげで僕の体は、形を保つことも出来なくなった。自分自身の存在が何なのか、分からなくなったんだ」

「でも……俺の前にいるのは、ロストだ」

「何年もかかったよ。この形を維持できるようになるまでに。まあ、良かったことと言えば、物理的な攻撃じゃ僕は倒せないってことかな。元が液状だから、形を変えるだけだ」

　爆発系の魔法じゃ通用しないってことか。

　だったら、直接魔法がダメージを与えるようなもので攻撃すれば──。

「言っておくけど、僕の体は全てが魔術式で出来ている。だから魔法の耐性はズバ抜けて高い。他の魔術式を全て吸収しちゃうからね。さっきのみたいな特殊なものならともかく、通常魔法じゃまず倒せない」

「でも、お前も通常魔法が使えない。そうだろ？」

　ロストは、ふっと自じ嘲ちよう的てきな微笑みを見せた。

「この体で別の魔法を使うのは、難しいんだ。体そのものが魔術式で、別の魔術式を吸収しちゃう。だから、体の中で生成するまえに消えちゃうんだ」

　そう言った後で、ロストは不気味に微笑んだ。

「でもね、一つだけ使える魔法があるんだ。いや……これは魔法と言うより、呪いかな」

　ロストの左手が形を変える。

　現れたのは──黒い拳けん銃じゆうだった。

　嫌な予感しかしない。俺は無意識に、後ろに下がった。

「『生命打切ハツピーエンド』──即死の呪いだよ」

　──即死？

「命を、人生をそこで打ち切る魔法。どんな防御魔法も通用しない、最強の呪いさ」

「防御、出来ないって……普通の攻撃じゃないってことか？」

「人生という道筋を、本当はこれから先にあるはずの生命を、強制的に終わらせる。相手がどれだけの魔力を持っていようが、どれほど高度な魔術式を使えようが、関係ない。ただ、そこで終わらせる」

　俺とアスピーテの顔に冷や汗が流れた。

　何だ、それ？

「……どうすれば、そんなことが可能なんだ」

「僕の中には、様々な命が吸い取られている。理不尽に運命を断ち切られた、怨おん念ねんと共にね。その怨念が殺すんだよ。怨うらみを晴らす相手は誰でもいい。自分だけが不幸なのが許せないんだ。自分の苦しみを、相手にも与えたい。怨みが怨みを呼び、死が死を呼ぶ。不幸の連鎖──それが『生命打切ハツピーエンド』」

　まさに最悪──吐き気を催すほどの最悪魔法。

「これが僕の呪われた体に宿った、唯一の魔法──さあ、ユート。キミからだ」

　ロストの銃が俺に向けられる。

　銃口の奥に、不気味な黒い何かが潜んでいた。

「さよなら、僕の唯一の友達だった人間」

　ロストの目が金色に輝き、銃口から煙のような黒い瘴しよう気きが飛び散った。炎の代わりに真っ黒な光。そして不幸を固めた弾丸が発射された。

　俺は条件反射で、防御魔法を張るように手を前に出した。

　ここで俺は死ぬのかも知れない。

　でも最後の瞬間まで諦あきらめない！　俺の中の魔力を最大にまで高めて対抗する!!

「『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』!!」

　俺の中で魔力が爆発的に膨れあがる。俺の体に収まりきらない魔力が溢あふれ出す。

「『魔障壁バリカーデ』!!」

　弾丸が魔法陣に激突した瞬間──圧倒的な闇に飲み込まれた。

　目の前が真っ暗になる。

　何も見えず、何も聞こえず、何も感じない。

　これほどの無。

　これほどの暗さ。

　生きているときには、感じ得ない。

　これが、死。

　──!?

　目の前が弾はじけた。

　夜のように暗い校庭が、まるで昼間のように明るく感じる。

　一瞬体を包んだ闇の、あの暗さに比べれば──希望の光に包まれているかの如く。

「……一体、どうなったんだ？」

　戸惑う俺の前で、ロストが驚きよう愕がくに目を見開いている。

「それは……」

「──え？」

　手の平に星のような印が浮かび上がっている。

　虹にじのように色を変える美しい星だった。

「これは……？」

「ユートぉおおおおおおおおお!!」

　校庭を叫び声が斬り裂いた。

　反射的に声のする方を向く。

　学園の校舎──その屋上から、何かが飛び出した。
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　それは二体のスフィンクスが引く戦車。

　ということは──!!

「ネイト!?」

「ユート！　お待たせーっ!!」

「お兄ちゃぁああああん!!」

　戦車にはネイトだけでなく、雅みやびとれいなも乗っている。そして、

「あたし史上最強の『運命予約ホロスコープ』なんだから！　これで負けたら殺すからねっ!!」

　──ステラ!!

「タイミング良く『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』の魔力が回ってきたからいいけど……どうせならもっと早くやんなさいっての!!」

　心の中で「悪い」とつぶやいたとき、鈴を転がすような声が響く。

「ほらね!?　ボクの言った通りでしょ？　屋上から飛び降りればユートくんのところへ行けるって！」

　一体のスフィンクスの背に、白いセーラー服の美少女が立っていた。

　──ルキ!?

　そしてもう一体のスフィンクスの背には、黒いセーラー服の──、

「リゼル先輩!!」

　ネイトが操る『覇道最速トツプランナー』は校庭に着地すると、あっという間に俺の横までやって来て、スピンターンをして止まった。

「ユート!!」

　スフィンクスの背から飛んだリゼル先輩が俺に抱きついた。

「リゼ──」

　先輩の柔らかい唇が俺の口をふさぎ、舌が触れた。




　──あれ？




「ここは……」

　うちの近所の、河川敷だ。

　右を見ると小高い堤防。左には芝生が続き、その先に川が流れている。その川をまたぐように、大きな橋が見える。

　俺は魔王学園の校庭で戦っていたはず。

　──あれは。

　芝生の上を駆け回る二人の子供がいた。

　あれは──俺だ。

　子供の頃の、一緒に遊んでいる俺とロストだ。

　追いかけっこをしているが、俺はまったく追いつけない。

　ロストは足が速かった。力も強かった。俺は素直に、その凄すごさに感心していたっけ。

　二人が俺に向かって走ってくる。

　すぐ側を通り抜けたロストに気を取られて、俺は俺を避よけられなかった。

「あれ!?」

　その瞬間、俺の意識は子供の姿をした俺の中に入った。

　──これは、一体どうなってるんだ？

　俺の意識が、子供時代の俺と溶け合うように一体化してゆくのを感じる。

「……えっと、俺は……あれ？」

　わけが分からず立ち止まった俺に、ロストが呼び掛ける。

「おい、どーしたんだよ？　ユー……」

　ロストの顔が驚きに固まっていた。視線は俺を通り越して、ずっと後ろの方を向いている。その先を追って振り向くと、堤防の上に一人の女の子が立っているのが見えた。

　背格好からすると、俺より一つか二つ年上。小学二年生だろうか。

　あんなキレイな子、見たことがない。クラスの女子とは比較にもならなかった。

　長い黒髪に、黒のワンピース。白い肌に長い黒髪が美しく、大人っぽくて、神秘的な妖あやしさがあった。

　その女の子は河原に下りると、こちらに向かってやって来る。

　やって来る姿を見て、ロストは顔色を失っていた。

「あいつは……」

　女の子は責めるような口調で尋ねる。

「どうしてこんなところに混血魔族がいるのかしら？　誰の許可を得てるの？」

「う……うるさい！」

　ロストはズボンのポケットから魔法石を出すと、女の子に向かって走り出す。

　そういえば「こいつがあれば貴族を倒せる」──そうロストは教えてくれた。具体的に、どういう効果があるのかはロストも知らなかったけど。

　女の子が宙で腕を振ると、見えない手がロストの手から魔法石を奪うように、上空に弾き飛ばされた。

「あっ!?」

　慌てたロストが立ち止まる。魔法石は大きな弧を描き、川に落ちた。そして──大きな爆発を起こした。

「うわっ!?」

　それは不思議な爆発だった。炎も煙も出ない代わりに、青白い光と、奇妙な文字列が渦を巻いていた。

「魔術爆発……なるほど、子供を使った自爆テロというわけね」

　女の子は、目を細めて笑った。

　ロストは蛇に睨にらまれた蛙の如く、固まっていた。

「このわたしを暗殺しようだなんて、本来なら拷問の永久刑よ？」

「ひっ！」

　小さく悲鳴を上げるロストを、女の子は指さした。その指先に光る文様が浮かび上がった。次の瞬間──、

「うわっ!?」

　ロストの胸で火が弾け、後ろへ吹っ飛んだ。

「なっ!?」

　俺は慌ててロストのもとへ走った。

「大丈夫か!?」

「に……逃げろ、ユート。お前まで……殺される」

「殺される？」

　気配に気付いて顔を上げると、女の子がすぐ近くにまでやって来ていた。

　冷たい青い瞳ひとみが見下ろしている。

　──人間じゃない。

　理屈ではなく、本能でそう思った。俺が何をしても、敵かなわない。この子がその気になったら、俺は簡単に殺される。

　でも、それ以前に俺なんか眼中にない。恐らくはこの子にとって、俺は取るに足らない存在だから。ロストの言うとおり、逃げればいい。多分、この子は俺なんか相手にしない。でも──、

　俺は、女の子の前に立ちふさがった。

「あら？」

　その子は、俺を不思議そうな顔で見た。

「あなたは魔族じゃないのね」

「あ、ああ……普通の人間だ！　こいつをいじめないでくれ！　いい奴なんだ!!」

「ユート……」

　ロストが涙ぐんでいた。俺は精一杯強がって微笑むと、もう一度女の子に頼んだ。

「お願いだ。こいつ、可哀想な目に遭って……君を襲おうとしたのも、命令されただけなんだ。だから──」

　女の子は、じろじろと品定めをするように俺を眺め回した。

「──では今回の不祥事の責任として、あなたをもらうわ」

「……え？」

「そちらの混血魔族。命拾いしたわね」

　倒れていたロストが、震えながら体を起こそうとする。

「ま、まってくれ……こ、これは、僕が……やったことだ。ユートは、関係ない」

　しかし女の子は冷たいまなざしで一いち瞥べつすると、指をパチンと鳴らした。すると、不思議なことに、ロストは白目を剥むいて、再び倒れた。

「あっ!?」

「気を失っただけよ」

　つまらなそうに言うと、スカートのポケットからスマートフォンを出した。

「わたしよ。不法に越境した混血魔族を発見したわ。回収して、送り返しなさい」

　そして簡単に場所を説明すると、電話を切った。

「あなたはこっちに来て」

　不思議なことに、その子の言うことに俺は逆らえなかった。

「わたしの名はリゼル。あなたは？」

「……盛岡雄斗」

　リゼルは俺を橋の下まで連れて行くと、橋脚の側で足を止めた。

「ここなら人目を避けられるわ。一応、人除よけの結界も張っておくけど」

　その時俺は、リゼルが何を言っているのか理解出来なかった。だが、不思議とあまり気にならなかった。ただこの子と一緒にいられることを幸せに感じていた。リゼルは簡単に俺を殺せるということが分かっているのに。

「わたしは人間と交わるために来たの」

「人間……って、やっぱりお姉さんは、人間じゃないの？」

「そうよ。魔族、つまり悪魔ね」

　ロストと同じ種類の人、ということだろうか。しかし耳は人間っぽい。

「『恋人ラバーズ』の力を引き出したければ、人間と交わる必要がある──魔王はそう言ったわ。それを確認するために、わたしは来たの」

　そう言うと、リゼルはワンピースを肩から外した。

「わっ!?」

　途端に真っ白なリゼルの体が現れる。残っているのは、大人っぽい小さなパンツ。それと靴下と靴だけだ。

　俺が目の前にいるのに、リゼルは恥ずかしがる様子もない。そして、さらにパンツまでするすると脱ぎ始めた。

「ちょ……ちょっと！」

「何をしているの？　あなたも脱ぎなさい」

「……っ!?」

　こんなところで!?　恥ずかしさで頬が熱くなり、頭がのぼせそうになる。そんなことしちゃいけないことなんじゃ？　そんな疑問が頭の中をぐるぐる回って、パニックだった。

　しかしなぜか俺は素直に言うことを聞いた。

　パンツ一丁になって、さすがに躊ちゆう躇ちよしていると「それも脱ぐのよ。早く」と非情に言われた。

　俺も靴下と靴だけになると、リゼルは俺の体をじろじろと舐なめるように眺めた。そして、特に下半身を熱心に観察した。

「ふうん……そんな風になってるのね」

「は、恥ずかしいよ」

「安心しなさい。結界を張っているから、他の人間には見つからないわ」

「そ、それでも恥ずかしいよ。お姉さんも恥ずかしくないの？」

「人間如きに見られても、別に。それよりも始めるわよ」

「な、なにを──うわ!?」

　リゼルに軽く押されると、俺は芝生の上に倒れた。

　そして、リゼルは俺をまたいだ。男との体の違いを見せつけられ、俺は驚き、感動し、目が離せなくなった。しかしすぐにリゼルは腰を下ろし、俺に馬乗りになった。

「一応、調べてきたわ。交わる──というのは、性行為をするということらしいの」

　太陽の光を浴びて、リゼルが俺を見下ろす。

　薄い白い胸に桜色に浮かんだ乳首が、すごくエッチだった。胸が膨らんでいるわけではないし、男の子とそんなに変わらないはずなのに、やはりどこか違う。特にリゼルは綺き麗れいだから、特別なのかも。

　緊張と恥ずかしさが凄すぎて呆ぼう然ぜんとしていたせいだろうか、一周回って冷静に観察する余裕があった。と言うよりは、まるで他人事のように感じる。

　リゼルの手が俺の胸に触れた。少しひんやりして気持ちがいい。

「こうして肌を触れ合ったり……そうだ、キスをするといいのね」

「えっ？」

　驚く間もなく、リゼルの顔が迫ってくる。人工的に作ったのではないかと思えるほどに整った顔、長くたっぷりの睫まつ毛げと、発光する宝石のような青い瞳。

　文字通り心を奪われた。そして唇を奪われる。

「……んっ」

　リゼルが唇を離し、俺の胸を押すようにして上半身を起こす。

　陶磁器のように白い頬が、赤く染まっていた。

「な、何かしら……この感じは？」

　視線をさ迷わせ、もじもじと落ち着きがなくなった。さっきまで堂々と張っていた胸を、腕で急に隠す。

「やだ……恥ずかしい」

　そうつぶやいたリゼルは、とても──、

「──かわいい」

「えっ!?」

　リゼルはさらに頬を赤くした。その熱を冷ますように、両手で頬を押さえる。

「いやん、もう……どうしちゃったのかしら、わたし……」

　そして、はっと何かに気付いたような顔をした。

「まだ体内の魔術機構が固まる前に人間と接触すると、影響を受けるとは聞いていたけれど……それが、これなの？」

　自分自身に問いかけるように言うと、俺の顔をじっと見つめた。

「不思議ね……理由も理屈もないのに、あなたのことを可愛いと思う……愛いとしいと思う……それで何か見返りがあるわけじゃないのに」

　再びリゼルの顔が近付いてきて、額を合わせた。

「これが恋なの？」

　そのとき、頭上で何かが光った。

「あれは!?」

　リゼルは顔を離して、飛び起きる。

　空中にカードのようなものが浮いている。

　俺も立ち上がると、キラキラと輝きながら下りてくるカードを見つめた。

　リゼルがうわごとのようにつぶやく。

「どうしてここに……『恋人ラバーズ』のアルカナが」

　リゼルが手を伸ばして、そのカードに触れた瞬間──、

「えっ!?」

　世界が一変していた。

　水色の空に白い雲。真っ平らな地平線の彼方かなたに赤い山が見える。そして手前には木々が生えている。

　そして大人の女の人が立っていた。

　銀色の髪に金色の瞳をした、とても綺麗な女の人。まるで女神様のようだ。

『私の名はザイン。よく来ましたね、姫神リゼル』

　リゼルは手にしたアルカナと、その女の人を交互に見つめた。

「あなた……『恋人ラバーズ』のアルカナね？　アルカナが擬人化した、或あるいはアルカナの人格が作り上げた空間にいる、といったところかしら？」

『聡そう明めいな所有者で、私も嬉うれしく思います』

「このわたしが正式に『恋人ラバーズ』の魔王候補になった……ということ？」

『その資格が、あなたにはあります』

　リゼルは神妙な顔で考え込む。

「でも、にわかには信じがたいわ……魔王のアルカナに人格があるというのは驚きだし、アルカナの方からやって来るというのも、聞いたことがないわ」

『それは、真の意味で「恋人ラバーズ」の所有者ではなかったからです』

「どういうことかしら？」

『魔王のアルカナは二千年以上前に作られました。魔族と、人間の魔術師によって』

「共同作業だった、ということ？」

『その通りです。人間の魔術師の功績を認め、二十一枚のアルカナのうち一枚だけを、人間の持つものと定めたのです』

「まさか……『恋人ラバーズ』は人間のためのアルカナだったというの!?」

『元々は人間が所有するはずのものだった。しかし人間の反逆を恐れた当時の魔王は、「恋人ラバーズ」を人間の手から奪い取りました。そして、その事実も記録も、抹消したのです』

「それじゃ……どうしてわたしの前に現れたの」

『それは、あなたが人間の子供と交わったからです』

　ザインとリゼルは俺を見つめた。

『子供の頃の柔軟な魔術機構は、人間の影響を受けやすいのです。それにより、あなたの中に人間としての機構が出来上がった。だから私に出会うことが出来た。私の姿を見て、声を聞くことが出来た。すなわち、「恋人ラバーズ」を持つ資格を得たのです』

「信じられない……『恋人ラバーズ』が人間のもの？　だから今まで『恋人ラバーズ』は最弱だったの？　魔族が使っていたから？」

『そうです。だから「恋人ラバーズ」の実力をまったく引き出せなかった。魔族は人間からの悪影響を受けないよう、子供の頃は人間と触れ合わないようにしている。それが原因です』

「……皮肉なものね。でも、今のわたしなら、あなたの力を全て引き出せる、というわけね？」

『いいえ』

「なぜ!?」

『「恋人ラバーズ」は人のために作られたアルカナ。「愛ヒー魔リング献・ラ上バーズ」や「無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ」、それに私自身を攻撃魔法として使う固有魔法……それら全ての力を引き出すには、魔族では難しいのです』

「そう……結局、わたしは魔王大戦では勝てないのね」

『尤もつとも、人間でも私の機能を全て使い切るのは困難です。人間は魔族に比べて、魔法の適性が著しく低い。ゆえに魔術式の理解や解析は困難です。さらに魔力量が圧倒的に不足しています』

　俺は黙ってその話を聞いていた。内容はよく分からない。けれど、リゼルがとても悲しそうな顔をしているのを見ると、俺も胸が痛んだ。

　この子のために何かしてあげたい。そんな思いがつのる。

「あの……俺に出来ることはないかな？」

「あなたが？」

　リゼルは驚いたように俺を見つめた。

「どうしてそんなことを？」

「その……お姉さんが困ってるみたいだったから」

　きょとんとしたリゼルの顔は可愛かった。

「それで、どうしてわたしを助けようなんて思ったの？」

「それは……」

　恥ずかしくて答えられない。リゼルの顔も見られない。

　好きになったからなんて、言えない。

　リゼルはふっと微笑むと、手を伸ばして俺の頬を撫なでた。

「ありがとう。うれしいわ」

　それだけで天にも昇るような気持ちだった。

　笑顔を見るだけで、少し触れるだけで、とても嬉しい。

　リゼルは俺から手を離すと、持っていたアルカナに目を落とす。

　奥には祝福するような天使の姿……そして手前には、向かい合う裸の男女。

「……ザイン。『恋人ラバーズ』は本来、人間のものだと言ったわね」

『ええ』

「でも、人間が使っても、魔族が使っても、いずれにしろ不足があるわ」

『残念ながら』

「だったら、二人ならどうなの？」

　リゼルは俺の方をちらりと見てから、再びザインに話しかける。

「いいえ、二人とあなたね。人間であるユートなら、あなたの声を聞くことが出来る。あなたが魔術式の理解や解析、魔法や戦闘のナビゲートをすることが出来るのではないの？」

『可能です。ただし、儀式魔法によって三者の関係を結ぶ必要があります。そしてコストも大きい』

「どれくらい？」

『リゼル、あなたの命の半分』

　俺の胸がどきりと鳴った。

　半分って、そんなの……。

　リゼルが早く死んでしまうことを想像したら怖くなった。しかしリゼル本人は、顔色一つ変えなかった。

「寿命が半分になるということ？」

『はい。それに魔術の処理を一部担って頂く必要があります。あなた自身の処理能力と、魔力の消耗に影響が出ます』

「なら安いものだわ」

「だ、ダメだよ！　そんなの。リゼルが死んじゃうなんて!!」

　泣きそうな俺に、リゼルは微笑んだ。

「優しいのね。でもこれはただの選択肢なの」

「選択肢？」

「何を捨てて、何を得るかよ。失うのを恐れて何も選べなければ、何も得られない。このままではわたしは少しずつ持っているものを失ってゆく。それならば一番勝ち目のある勝負をしたい。そう思っているの」

「リゼルは、何を手に入れようとしてるの？」

「世界の全て」

「……せか」

　あまりのスケールの大きさに、返事が出来なかった。

「わたしは自分の生まれが不満だったの。勿もち論ろん、全体から見れば恵まれていることは知っている。けれど、わたしの能力から見ればまだ足りないと思ってる。そんな、生まれが全てを支配するような世界が嫌だった。わたしはわたしの能力に見合ったものが欲しい。さっきの混血魔族もそうよ。もし彼に実力があるのなら、それに見合ったものを手にすべきだと思うわ」

　俺は呆あつ気けにとられた。自分と幾つも違わない女の子が、こんなことを考えているなんて。見た目の綺き麗れいさだけでなく、俺はリゼルの頭の良さを凄すごいと思った。

　そんなリゼルが、小さな溜ため息を吐く。

「けれどそれは今の魔界の大多数を敵に回す。だから絶対的な権力が欲しかった。諦あきらめて、自暴自棄になりかけたけれど……けれどユート、あなたと出会って状況が変わったわ。次期魔王への道が見えた」

　魔王!?

「……それって、俺と一緒にってことでしょ？」

「いやなの？」

　俺は勢いよく首を横に振った。

「自信がないんだ。俺……本当に役に立てるかな？」

「ユート、あなたはさっき混血魔族の友達を、体を張って助けようとした。その勇気があれば大丈夫よ。それにさっき触れ合ったとき、魔術的な相性がいいのは確認済みよ」

　そして尋ねるような視線をザインに向ける。

『はい。相性の良さは、文句のつけようがありません』

　答えを聞いて、リゼルはドヤ顔でうなずいた。ますますカワイイと思った。

「逆にユートはどうなの？　突然現れた悪魔を信用しろというのも、無理があるんじゃないかって思うけど」

　俺はぶんぶんと首を左右に振った。

「リゼルはさっき俺の友達を助けてくれた。通報はしてたけど……自分を殺そうとしたとは伝えてなかった。俺の頼みを聞いて、助けてくれた。だからいい人だなって。信用出来るって思った」

　リゼルは嬉しそうに微笑む。その笑顔はまるで天使のようで、とても悪魔だなんて思えなかった。

「それにしても、まさかこんなことになるなんて思わなかったわ。このわたしが男の子を、しかも人間の子を、こんなに愛いとおしく感じるだなんて。好きになる理由らしい理由もないし、会ったばかりなのに……」

　リゼルが自分に呆あきれた、とばかりにつぶやくと──、

『それが恋というものです』

　と、ザインが落ち着いた声で言った。

「そう……これが恋なのね」

　噛かみしめるように言うリゼルの声が、俺には気恥ずかしくてたまらなかった。

　それからリゼルは心を決めたように言った。

「ザイン、それじゃお願い。わたしとユート、それにあなたを連係させる儀式魔法をして」

『確認します。最も推奨するのは、ユートが魔王候補となり、リゼルがそのサポートとなる関係です。宜よろしいですか？』

「名より実を取るわ」

『了解しました。では次回の魔王大戦が勃ぼつ発ぱつする際に、魔王候補の決定をやり直します。いつになるかは未定です』

「それなら分かってるわ。なぜか現魔王がこっそり教えてくれたの。次の魔王大戦は十年後よ」

『もう一点、注意することがあります。儀式魔法は人間に負荷を掛けます。脳の損傷を避けるため、ここしばらくの記憶を消去します』

「そう……この出会いも忘れてしまうのね」

　リゼルは悲しそうな瞳ひとみで俺を見つめた。

「ユート、あなたは十年後も変わらずにいられる？」

　そんなの決まってる。

　俺は力強くうなずいた。




「──っ!?」




　目を開けると、間近にリゼル先輩の顔があった。

　キスをした唇が離れていた。

「ユート……？」

「リゼル先輩……」

　──そうか。

　そうだったのか。

「どうかしたの？　ユート」

　周りにはみんながいて、そして離れたところに──かつての俺の友達、ロストがいる。

「いえ、何でもありません」

　そうだ。今はそれどころじゃない。

　俺はリゼル先輩から離れると、ロストを見つめた。

　俺はシャツのボタンを外し、首から下げている『恋人ラバーズ』のアルカナを手に取った。

　お前が助けてくれたんだな。

『報告。魔力量の上限値、目標を突破しました』

　まったく。

　何を見て上限を突破したかなんて、とてもじゃないがリゼル先輩には言えない。

『固有魔法が解除されました』

　ああ。早速使わせてもらおうか。俺はロストに向かって、一歩前へ踏み出す。

　まずは──、

「『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』！」

　俺の中から魔力が湧き上がる。今までの上限を超えて、俺の体に魔力が満ちる。

　まるで血管の中を、エナジードリンクが音を立てて駆け巡っているような気分だ。

　これなら、どんな大食いの固有魔法も使いこなせる。

　俺は『恋人ラバーズ』のアルカナに手を添える。

　頼むぞ、俺の最後の固有魔法。

「『剣ザイン』!!」

　アルカナから剣の柄つかが飛び出した。その柄を握り、一気に引き抜く。

『恋人ラバーズ』のアルカナから銀色の剣が現れた。反りのある片刃の剣。濡ぬれたようにしっとり輝く刀身。そこに金色の模様が優美に彫り込まれている。

　美しい。そして、人知を超えた恐ろしさを内包している。

　まさに剣に姿を変えたザイン。

　俺はザインを片手に、ロストへと歩いて行く。

「へえ……『恋人ラバーズ』にそんな剣があったんだ。まあ、どうでもいいけど」

　ロストは俺の手を見つめる。

「『星スター』のお守りはもう消えたんじゃない？　それも相当魔力を消費するはずだから」

　確かに、ステラの星は消えていた。

　再びロストは、拳けん銃じゆうになった左手を俺に向ける。

「今度こそ、サヨナラ。ユート」

　黒い煙と黒い火花が散り、弾丸が発射される。

　俺は両手で握ったザインを感じている。

　れいなは俺に教えてくれた。剣との関係を深く結ぶこと。それが剣技を上達させる。

　大事なのは、どれだけ剣を信頼し、その力を引き出せるか、ということ。

　俺とザインの──『恋人ラバーズ』の結びつきはこれ以上ないほどに深く、強い。

　だから、

「負けるはずがない!!」

　俺はザインを信用して、飛んでくる弾丸に向かって剣を振った。

　目で捉とらえられるはずはない。

　感覚的には、当てもなく空を切るようなもの。

　しかし、不安はなかった。むしろ確信があった。

　──ザインに斬れないものはない。

　俺がザインを振り抜くと──銀の刃は黒い弾丸を両断していた。

　真っ二つになった弾丸は、俺の左右を抜け、背後で白い煙となる。

　──『呪いが浄化されました』

　ザインの声が聞こえるのではなく、分かった。音声よりも早く、近い感覚。

「こいつは……驚いたな」

　ロストが顔を歪ゆがめて笑う。

「けど、これはこれで楽しいね。子供の頃を思い出すじゃないか」

「ああ……鬼ごっこや、プロレスごっこ、色々やったな」

「そのどれも、僕が負けたことはない」

「それじゃ、これが初勝利だ。十年越しの」

　話の途中で俺は地面を蹴けった。

　ロストの銃に勝つには、間合いを一気に詰めるしかない。しかし至近距離で撃たれれば、それだけ防ぐのも避よけるのも難しくなる。

　しかし接近しなければ、勝ち目はない。通常魔法の攻撃が通用しないことは確認済みだ。ここは博ばく奕ちに出るしかない。

「うおおおおお!!」

　ザインがロストを斬り裂く、後もう少しのところで火花を散らした。

「!?」

「弾丸を斬ったからって、僕を斬れると思った？」

　ロストの右腕が、さっきの倍も太くなっていた。

「防御の装甲は弾丸とはわけが違うよ。それに僕は自分の体を自由に作り替えることが出来る。装甲を厚くすれば、物理的な攻撃で僕は倒せない」

　右腕の装甲が薄くなり、今度は剣が太く、長く変形する。

「っ!?」

　目にも留まらぬ早業で斬り付けられる。

　一瞬早くかわしたが、今度は左手の銃口が狙いを付ける。

「くそっ!!」

　発射された弾丸を、無理な姿勢で何とか叩たたき落とす。

「ははは、もっと頑張りなよユート」

　黒い鎧よろいを着たロストが向かってくる。速い。

　繰り出される剣を防ぎ、鍔つば迫ぜり合いに──

「!!」

　超至近距離で発射された弾丸を、カンだけで避ける。

「やるね」

　余裕の笑みを浮かべるロストの剣が、俺の胸を斬り裂いた。

「ぐあっ!?」

　赤い血が飛び散った。

　しかし右手の剣なら大丈夫。問題は左手の銃だ。あそこから発射される弾丸を喰くらうと、一撃で終わる。

「おいおい、そんなに距離を取ったら勝てるものも勝てないよ？　かかってきなよ」

「く……」

「じゃ、こっちから行くよ？」

　ロストが左手の銃をだらりと下げたまま、右手の剣で斬り掛かってくる。

「……くそっ!!」

『無インフ限イニツ寵ト・ラ愛バーズ』の魔力を上げて、必死に応戦する。剣と弾丸、二つの攻撃に対抗するには、速度を上げるしかない。

「はははは！　どこまで速さに付いて来られるかな!?」

「ちくしょぉおおおおおおお!!」

　必死に回転を上げて、剣を防ぎ、弾丸を叩き落とす。もう俺自身にも、何をしているか分からない。ほとんど反射とザインに託している。俺に出来るのは、ひたすら魔力を注ぎ込むことのみ。

　だが限界が近い。特訓のおかげで魔力はいくらでもある。ザインとの結びつきも申し分ない。しかし──俺の中で、もう一つの限界がある。

　人間であることによる限界だ。

　魔術回路が魔族に比べて、圧倒的に劣っている。せっかくの魔力が体の中で滞っている。

　もっと魔術式の処理が早ければ、ザインの力をもっと発揮出来る。しかし、これは根本的な問題だ。

　俺が人間であることが、一番の障害になっている。

　これでは、俺に打つ手は──、

『あるわ』

　リゼル先輩!?

　話しかけられたわけじゃない。頭の中で声がした。まるで『恋人ラバーズ』のアルカナのように。

『あなたは一人じゃない』

「リゼル先輩……」

『私はいつも一緒にいる。離ればなれだった十年の間も、ずっと』

「ずっと見守ってくれていたんですね」

『あなたの足りないところは私が補う。だから──』

　ザインの銀色の刀身が、青く輝き出す。

『私たちは負けない！』

「うおおおおおおおおおおおお!!」

　ロストの右手の剣が折れた。

　ザインの刃が、ロストの剣を切断していた。

「──は？」

　一瞬、ロストが惚ほうけた表情を見せる。

　俺自身も驚いた。

「これは……」

『足りないのはユートの魔術回路。その処理能力よ』

　リゼル先輩の瞳ひとみが青く輝いていた。全身がうっすら輝き、肌に無数の魔術回路が走っている。

『一人で足りなければ、処理を分散すればいい。私の魔術回路も並列で使う。ユートが生み出す無尽蔵の魔力があれば、それが可能よ』

「そんなことが……」

『そのために、命の半分だなんて高いコストを払ったのですもの。当然の見返りだわ』

　呆ぼう然ぜんとしたロストが我に返り、銃口を向けた。

「っ……もう終わりだ!!」

　斬られないように幾重にも重ねた装甲で守られている左腕。

　ザインが一いつ閃せんし──その左腕が宙を舞った。

「!?」

　切断された左腕は、空中で回転しながら黒い液体へと戻った。

　──斬れた。

　苦痛と苦悩、憎悪と怨おん念ねんで作られたロストの体を。

　しかしそれでも、ロストは見下すような笑みを見せる。

「無駄だと言っただろう！　幾ら斬ったところで、僕の体は──」

　黒い液体に戻った左腕は、そのまま地面に落ち、校庭の土に染み込んでゆく。

「体に戻らない……だと!?　そんなバカな!!」

「ロスト。その体では『恋人ラバーズ』の剣には勝てない」

　俺は切っ先をロストの顔に向けた。
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「やり直そう、ロスト」

「うるさい!!」

　ロストの背中から、蜘く蛛もの足のような形をした腕が何本も伸びてきた。

「触れれば僕の勝ちだ！　ユートを吸収してやる！」

「ロスト!!」

　俺は四方から迫り来る蜘蛛の足を一瞬で斬り落とす。

　斬られた端から足が再生し、再び俺を狙ってくる。

「いくぞザイン!!　リゼル先輩!!」

　俺はさらに魔力をザインとリゼル先輩に送り込む。

　そしてリゼル先輩の魔術回路で処理された結果が、戻ってくる。

　ザインの刀身がさらに青く、まぶしく輝き、光のような速さでロストを迎え撃つ。

「うぁああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　斬った。斬った。斬って、斬って、斬って斬って斬って斬って斬りまくった。

　再生するのも待たずに、さらに深く斬った。

「ロストぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「ユートぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　永遠に続くかとも思われた攻防。

　しかしロストは体を斬り落とされる度に、どんどん姿が縮んでゆく。

「くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそっ！　くそぉおおおおお!!」

　その姿は、初めて会ったときの、子供の頃の姿のようだ。

「こんなはずじゃなかった！　こんなはずじゃなかったんだ!!　僕は、ただ、みんなを、楽にしたかった、笑顔にしたかっただけだったのに！　何でこんなことになっちゃったんだぁああああああああ!!」

　ロストの目から涙が流れていた。

　俺も、いつの間にか泣いていた。

　目の前が霞かすんでくる。

「うわぁああああああああああああっ!!」

　ロストが全身で飛びかかってきた。

「!!」

　ザインはその体を、斬った。

　小さくなったロストの体が地面を転がった。

「ロスト!!」

　俺の呼びかけに、もう返事はなかった。ロストの開いたままの瞳は、何も見ていない。

　その体の下から、黒い液体が広がってゆく。

　それはロスト自身なのか、死へ導く黒い沼なのか判然としない。

　だがどちらであっても、それは『死』に変わりはない。

　俺は涙を流しながら、その黒い染みが地面に吸い込まれるまで、見続けていた。

　古い友達を見送るように。




　　　　◇　◇　◇




　ロストの姿が消えたのを見計らうかのように、結界が消えた。

　暗かった空が、抜けるような青空に変わる。

　爽さわやかな風と共に、パチパチと拍手の音が響いてくる。

「いやーご苦労さんご苦労さん！」

　岩がん洞どう校長がご機嫌な様子でやって来た。

「いやー今回は急な仕掛けで驚いたよね！　でも、これも防災訓練の一環さ！　予想外の状況に対応出来ないと意味がないからね！」

「はあ……」

　疲れてるし、今は気分も重い。こういうときに、校長のノリはちょっとキツい。

　リゼル先輩は少し怒ったような顔で、校長を睨にらみ付けた。

「茶々を入れるのも、ほどほどにして頂けませんか？　現魔王が介入するのは、あまり褒められたことではないと思いますが」

「わはははは、痛いところを突くね！　まったくリゼル君は怖いなあ」

「またそうやって茶ちや化かす──」

　リゼル先輩の視線が、校長のはるか後ろに吸い寄せられる。

　そこには一組の男女が立っていた。男の方はプロレスラーのように大柄で、女の方は聖職者のような佇たたずまいだった。

　生徒──にしては、少し歳が行きすぎているように見える。

「ん？　ああ、アイツらか。君たちの戦いぶりを見て、面白がってたぜ」

「誰なんですか？」

「『皇帝エンペラー』と『女教皇プリーステス』だ」

　──は!?

「あれが、凱旋六王トライアンフの!?」

　リゼル先輩や他のみんなにも緊張感が走る。

　確かに、そこにいるだけで異様な存在感がある。特に何をしているわけでもないのに、体を突き飛ばされるような圧力を感じた。

　明らかに格が違う。

　俺たちよりも……なぜか校長に近い存在に感じた。今、あの二人に襲われたら、俺たちは──。

　しかしその二人は俺たちを一いち瞥べつしただけで、背を向けて去って行く。

　ほっとした瞬間、目がくらんで景色が傾いた。

「あれ？」

　気付くと校庭に倒れていた。

「ユート!?」

「おい、どうしたユート！」

「ユートくん！」

　ああ、そうか……魔力を使い果たしたんだ。

　仰あお向むけに倒れていると、視界いっぱいに空が広がって見える。

　──と、思ったらみんなの顔で空が見えなかった。

「ちょっと、しっかりしなさいよ！」

「お兄ちゃん！」

「あわわどーしよっ！　保健室!?　救急車かな!?」

「ユートくんはモテモテだねっ♪」

　みんなの声を聞きながら、俺の意識は途絶えた。




　　　　◇　◇　◇




　目が覚めると、ベッドで寝ていた。

　天てん蓋がい付きの立派なベッド……ということは、学園の控え室『宮殿パレス』だ。

「起きた？　ユート」

　右耳をくすぐるような、心地ここち好よい声。

「リゼル先輩、すみません。突然、気を失──って!?」

　右腕に生乳を押し付けているリゼル先輩がいた。しかも、すっぽんぽんで。

「目が覚めたのなら、早く魔力をよこしなさい。心こころ許もとなくてしょうがないわ」

　左側から不機嫌そうなステラの声──って、ステラ!?

　ぐりんと首を反対側にひねると、そこには一糸まとわぬ国民的アイドル。

「その前にアタシたちが、ユートに魔力をバンバンあげるからねっ！」

「うん……あたしも頑張るから、元気になってねユートくん」

　首を起こすと、全裸の雅とネイトが俺の下腹部に顔を寄せていた。

　妙に下半身が気持ちいいと思った！

　そんな俺の頭を撫なでて、再び枕に寝かしつけたのは──、

「だめだめです。お兄ちゃんは、まだゆっくり寝ててくださいですです」

　俺の顔をれいなが覗のぞき込む。俺が頭を乗せているのは、枕じゃなくて、れいなの膝ひざ枕まくらだった！

「なんか、一段と凄すごいことに……」

　思わずつぶやくと、リゼル先輩がふふっと笑った。

「これでやっと魔王大戦を戦う用意が調ったわ」

「でもリゼル先輩……校長と一緒に現れた、あの二人」

「『皇帝エンペラー』と『女教皇プリーステス』ね」

「見ただけでヤバいと分かりました。俺たちとは格が違うっていうか……」

「大丈夫よ。あの怪物たちに勝つために用意をしてきたのだから」

　──そうだ。

　リゼル先輩は十年も前から準備していた。

　自分の命の半分という代価を払って、俺を勝たせるために──いや、

　俺と一緒に勝つために。

　今の世界に反逆するために。

　俺はリゼル先輩に向かってうなずいた。

「──ですね。勝ちましょう。絶対に」

　反対側からほっぺたを突つつかれた。

「ちょっと、ここにあたしがいるのに、何でリゼルといい雰囲気になってんのよ」

　不満そうなステラが顔を近付ける。

「そーそーアタシたちもいるんだからっ！」

「ゆ、ユートくん……ご奉仕、しますね♥」

　みんな……リゼル先輩、雅、れいな、ステラ、ネイト。

　それにアスピーテにルキ。

　みんな、ありがとう。

　みんながいれば、俺はやれる。

　そしてみんなのために、みんなが望みを叶かなえられる世界にするため。

　見ていてくれ、ロスト。

　俺は、絶対に次期魔王になってみせる！

　五人の美少女にもみくちゃにされながら、俺は決意を新たにした。
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『魔王学園の反逆者』第五巻をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます！　久く慈じマサムネです！

　いきなり残念なお知らせですが、この五巻で『魔王学園の反逆者』は一いつ旦たん終了となります。いわば第一部完！　あくまで第一部完だからね!!　いつか続きが書ける日を夢見ております。

　でも、ロストとの決着と、リゼル先輩との過去を描くところまでは辿たどり着けて良かったです。ルキや凱旋六王トライアンフはほぼ顔見せの状態で放置になりますが、色々と妄想をして頂けると嬉うれしいです。

　と言いつつも、本巻でも新キャラが多数登場しちゃいましたね（笑）

　全員お約束の岩手がらみネーミングです。本当はビジュアルもお見せしたいところですが、一応の最終巻ということになると、キャラデザを新たにお願いしないのが慣習みたいなんですよね。ですので、イラストは基本的に四巻までに出て来ている人だけが登場しています。そこはちょっと残念ですが、皆さんそれぞれが妄想をしていただければ嬉しく思います。

　そんなわけで魔王学園も一段落ですが、休む間もなく次の作品を考えています。構想もある程度出来ていて、プロットにも手を付けていますので、そう遠くないうちに発表出来るんじゃないかな!?　と思っています。そして、いつの日か『魔王学園の反逆者』の続きも描きたいですね！　だれかアニメにしたいというプロデューサーとか監督いないかな!?　奇跡の復活とかやってみたいですね（笑）

　それでは謝辞を。ありがとうございますｋａｋａｏ先生!!　全て最高の仕事で、デキる男ぶりを存分に見せつけられた気がします！　本当にありがとうございます！　描いて頂いたデザインとイラストは僕にとって最高のご褒美です。コミカライズを担当して頂いている溝みぞ口ぐちぜらちん先生!!　マンガになって面白さ倍増です!!　コミックはまだ続くと思いますので、これからもよろしくお願い致します!!　そして三人の担当さん。その他出版に関わって頂いた全ての方々。そして本を買って、感想をくれて、いつも応援をしてくれている読者の皆さん!!　本当にありがとうございます！

　これからも久慈マサムネをよろしく!!


久慈マサムネ　





















魔ま王おう学がく園えんの反はん逆ぎやく者しや５




～人じん類るい初はつの魔ま王おう候こう補ほ、眷けん属ぞく少しよう女じよと王おう座ざを目め指ざして成なり上あがる～
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